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一

　

築
島
裕
氏
が
「
理
想
の
国
語
辞
典
」
（
『
ｕ
ｐ
』
一
二
四
号　

東
京
大
学
出
版
会
・
『
国
立
国
語
研
究
所
「
日
本
大
語
誌
」
構
想
の
記
録
』

港
の
人
・
所
収
）
に
お
い
て
、
「
最
も
理
想
的
な
辞
書
を
作
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
第
一
に
、
厳
格
精
密
な
用
例
の
表

記
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
提
唱
し
た
い
。
」
と
説
か
れ
た
。
山
本
真
吾
氏
は
「
『
古
語
大
鑑
』
の
新
し
さ
」（
『
日
本
語
学
』
vol 

32
│

2 

明
治
書
院
）
に
お
い
て
、
「
厳
格
精
密
な
用
例
の
表
記
」
を
「
そ
の
新
し
さ
」
と
し
て
、
そ
れ
を
具
体
的
に
記
述
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
そ
の
用
例
出
典
と
し
て
『
老
子
道
徳
経
応
安
六
年
点
』
『
老
子
道
徳
経
至
徳
三
年
点
』
『
老
子
道
徳
経
天
正
六
年
点
』
『
老
子

道
徳
経
室
町
期
点
』
の
四
点
の
『
老
子
道
徳
経
』
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

本
稿
は
、
応
安
六
年
点
、
至
徳
三
年
点
の
二
本
の
依
拠
テ
キ
ス
ト
の
項
に
「
『
老
子
道
徳
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
（
西
崎
亨
）
所
収

訓
読
文
」
と
あ
る
こ
と
に
鑑
み
た
『
老
子
道
徳
経
』
の
国
語
学
的
考
察
に
就
い
て
の
稿
の
一
班
で
あ
る
。

女
子
大
國
お　

第
百
五
十
三
号　

平
成
二
十
五
年
九
月
三
十
日

『
老
子
道
徳
経
』
古
点
の
和
訓
語
彙
攷
略

西　

崎　
　
　

亨
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『
老
子
道
徳
経
古
點
の
国
語
学
的
研
究　

譯
文
篇
』
と
題
し
て
、
鎌
倉
時
代
以
前
に
於
け
る
三
古
点
本
対
照
譯
文
を
作
成
し
、
油
印
（
私

家
版
）
し
た
の
は
昭
和
六
三
年
で
あ
る
の
で
二
十
数
年
前
に
な
る
。

　

鎌
倉
時
代
以
前
に
於
け
る
、
「
老
子
経
」
の
訓
読
を
知
る
資
料
と
し
て
は
、
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
所
収
古
訓
、
金
澤
文
庫
本
群
書
治
要

巻
三
十
四
所
収
老
子
、梅
澤
記
念
館
所
蔵
応
安
六
年
点
老
子
（
二
帖
）
、書
陵
部
蔵
至
徳
三
年
点
老
子
経
（
二
帖
）
の
四
点
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
に
、『
老
子
道
徳
経
』
古
点
と
い
う
の
は
、梅
澤
記
念
館
所
蔵
慶
安
六
年
『
老
子
』
二
帖
、書
陵
部
蔵
『
老
子
経
』
至
徳
三
年
点
二
帖
、

金
澤
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
巻
第
三
十
四
所
収
『
老
子
』
の
三
古
点
本
を
指
し
て
い
る
。

　
『
老
子
道
徳
経
古
點
の
国
語
学
的
研
究　

譯
文
篇
』
を
私
家
版
と
し
て
油
印
し
た
時
、研
究
篇
・
和
訓
索
引
篇
の
作
成
を
予
定
し
て
い
た
が
、

二
十
数
年
間
な
す
こ
と
な
く
今
に
到
っ
た
。

　

和
訓
語
彙
と
い
う
の
は
、
漢
字
に
付
さ
れ
た
訓
お
よ
び
義
注
の
確
実
な
語
を
指
す
が
、
譯
文
を
作
成
す
る
な
か
で
、
『
老
子
経
』
の
和
訓

語
に
は
、
他
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
特
殊
な
訓
の
見
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

　

築
島
裕
編
『
訓
点
語
彙
集
成
』
（
全
九
巻
）
が
公
刊
さ
れ
た
が
、
そ
の
所
収
語
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
「
老
子
経
」
の
和
訓
語
の
特
殊
な

側
面
の
一
班
を
示
し
た
い
と
思
う
。

　

な
お
、
以
下
に
示
す
掲
出
語
に
示
す
用
例
は
、
『
老
子
道
徳
経
』
に
は
複
数
見
ら
れ
る
和
訓
語
の
一
例
を
抄
出
し
た
も
の
で
、
同
一
和
訓

語
は
他
に
も
複
数
見
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、語
彙
索
引
を
旨
と
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
点
は
了
と
せ
ら
れ
た
い
。
ま
た
、

用
例
の
箇
所
を
示
す
、
例
え
ば
「
七
二
①
」
（
七
二
頁
１
行
目
）
は
、
拙
著
『
老
子
道
徳
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究　

譯
文
編
』
に
従
っ
て

い
る
。
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二

ア
ガ
フ
（
與
）

　
『
老
子
道
徳
経
』
虚
心
第
二
十
一
に
、

　

○
言
は
道
、
万
物
に
禀ウ

ケ
與ア

カ

フ
（
「
梅
澤
記
念
館
蔵
本
『
老
子
』
（
以
下
「
『
梅
本
』
巻
上
・
虚
心
第
廿
一
・
七
二
①
」
と
表
示
）
）
と
あ
る
。

書
陵
部
蔵
『
老
子
経
』（
以
下
『
書
本
』
と
略
称
）
に
は
、「
フ
」
の
み
仮
名
で
加
点
す
る
。
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』（
以
下
「
観
『
名
』
」

と
略
称
）
は
、
「
與
」
字
に
「
ア
ガ
フ
」
訓
は
見
え
な
い
。
築
島
裕
編
『
訓
点
語
彙
集
成
』
（
以
下
『
集
成
』
と
略
称
）
に
は
「
ア
カ
フ
」

に
「
償
」
「
徴
」
「
班
」
「
貿
」
「
購
」
「
贖
」
字
、
「
ア
カ
ヒ
ノ
ム
」
に
「
求
」
字
が
掲
出
さ
れ
る
が
、
「
與
」
字
は
見
え
な
い
。

ア
ギ
ト
（
售
・
咳
・
唖
）

　

○
嬰
児シ

（
の
）
〔
之
〕
未
（
だ
）
啘ア

キ

□
【
左
訓
「
カ
タ
フ
セ
」
】
未
（
る
）
か

若
　
如
イ

シ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
異
俗
第
廿
・
六
七
③
）

　

○
嬰
児
の
〔
之
〕
未
（
だ
）

咳
ア
キ
ト
（
左
傍
）

ハ
未
る
（
か
）
如
し　
【
「
咳
」
字
の
左
傍
に
「
啘
イ
」
と
見
え
る
】
（
『
書
本
』
巻
上
・
異
俗
第
廿
・

六
七
③
）

　

○
終
日
に
號ナ

ケ

（
れ
）
と
も
而
て

唖
ア
キ
ト

ハ
せ
不す

と
【
「
唖
」
の
左
傍
に
は
、「
ア
キ
ト
」
以
外
に
「
コ
ヱ
カ
レ
」「
ム
セ
ハ
ス
」
と
仮
名
点
あ
り
。
】

（
『
書
本
』
巻
下
・
玄
符
第
五
十
五
・
一
八
九
④
）

本
点
に
は
、「
ア
ギ
ト
」
と
加
点
す
る
漢
字
に
「
啘
」
「
咳
」
「
唖
」
の
三
字
が
見
え
る
。
『
集
成
』
に
は
、
ア
ギ
ト
に
「
鰓
」
「
顋
」
「
齗
」
字
、

「
ア
ギ
ト
フ
」
に
「
呴
」「
咳
」
字
が
掲
出
さ
れ
る
が
、「
啘
」「
唖
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。
因
み
に
観
『
名
』
に
見
え
る
も
の
と
し
て
は
「
咳
」

字
の
み
で
あ
る
。

ア
キ
ナ
フ
（
售
）
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○
賣
（
る
）
者

の

は
疾ト

ク

售
ア
キ
ナ

フ
コ
ト
ヲ
欲
す
〔
也
〕
【
「
售
」
字
の
右
傍
に
「
ウ
ラ
ム
」
左
傍
に
「
ヒ
サ
ク
」
と
加
点
】
（
『
梅
本
』
巻
下
・

為
道
第
六
十
二
・
二
一
三
③
）

　

○
賣
る
者
は
疾ト

ク

售
ア
キ
ナ

ハ
ン
こ
と
を
欲
す
〔
也
〕
【
「
售
」
字
左
傍
に
「
ヒ
サ
カ
ン
」
と
加
点
】
（
『
書
本
』
巻
下
・
為
道
第
六
十
二
・

二
一
三
③
）

　
『
集
成
』
に
よ
る
と
、無
窮
会
図
書
館
蔵
本
『
大
般
若
経
音
義
』（
三
五
ウ
⑦
）
の
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』（
佛

中
四
六
ウ
５
）
（
以
下
観
『
名
』
と
略
称
）
に
も
「
售
」
字
に
「
ア
キ
ナ
フ
」
と
あ
る
。

ア
キ
ラ
カ
ナ
リ
（
噭
）

　

其
レ
上
ニに

シ
テて

噭ア
キ

ラ
カ
ナ
ラ
不す

（
『
梅
本
』
巻
上
・
賛
玄
第
十
四
・
47
⑥
）

『
書
本
』
も
「
噭ア

キ

ラ
カ
ナ
ラ
不す

」
と
加
点
す
る
。
因
み
に
、
左
傍
に
「
六
（
音
）
暁
」
と
字
音
注
記
が
見
え
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
興
福
寺
蔵
承
徳
三
年
点
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
傳
』
、
法
隆
寺
蔵
天
治
三
年
点
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
傳
』
の
二
例
が

示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
に
は
見
え
な
い
。

ア
グ
（
抗
）

　

○
故
に
兵
を
抗ア

ケ
相
（
ひ
）
加ノ

ソ

ム
（
『
梅
本
』
巻
下
・
玄
用
第
六
十
九
・

242
③
）
因
み
に
、
『
書
本
』
・
『
群
書
治
要
』
所
収
『
老
子
』
（
以

下
『
群
本
』
と
略
称
）
に
も
同
じ
い
。

　
『
集
成
』
に
は
「
抗
」
字
に
「
ア
グ
・
イ
ダ
ク
・
タ
ク
ラ
ブ
・
フ
セ
ク
・
マ
ウ
ク
」
等
の
和
訓
が
見
え
て
い
る
。
観
『
名
』
（
佛
下
本

二
二
オ
５
）
に
も
「
ア
ク
」
と
あ
る
。

ア
サ
シ
（
渝
）

　

○
質
【
入
】
直
【
入
】
は
渝ア

サ

キ
【
右
訓
に
カ
ハ
ル
】
か
若
（
し
）
（
『
梅
本
』
巻
下
・
同
異
第
四
十
一
・

147
①
）
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右
文
の
割
注
部
に
は
「
質
朴
（
の
）〔
之
〕
人
は
五
色
の
渝カ

ハ

リ
浅
ク
シ
テ
～
」
と
あ
る
。
因
み
に
『
書
本
』
に
は
「
質
直
は
渝カ

ヘ

ル
か
若
し
」
、

割
注
部
も
「
渝カ

ヘ

リ
浅ア

サ

ク
シ
て
」
と
あ
る
。
『
集
成
』
に
は
、
「
渝
」
字
に
「
カ
ハ
ル
」
「
ヤ
ム
」
の
訓
は
見
え
る
が
、
「
ア
サ
シ
」
は
見
ら
れ

な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
。

ア
ザ
ム
ク
（
驕
）

　

○
果
に
（
し
）
而て

驕
□
サ
ム

ク
こ
と
勿
レ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
倹
武
第
三
十
・

107
②
）

『
書
本
』
『
群
本
』
と
も
に
「

驕
ア
サ
ム

ク
こ
と
」
と
加
点
す
る
。
な
お
、
割
注
部
に
「
驕
は
欺キ

【
平
】
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
梅
本
』
）
、
「
驕
【
平
】

は
欺キ

（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
書
本
』
）
、
「
驕
【
平
】
は
欺キ

【
平
】
」
（
『
群
本
』
）
の
よ
う
な
義
注
が
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
驕
」
字
に
「
ア
ザ
ム
ク
」
と
訓
む
例
は
見
え
な
い
。
観
『
名
』（
僧
中
五
六
ウ
３
）
に
は
、「
ア
サ
ム
ク
（
上
上
濁
平
○
）
」

と
あ
る
。

ア
シ
シ
（
凶
）

　

○
常
を
知
（
ら
）
不
妄
り
に
作
す
る
と
き
は
凶ア

シ
ヽ
（
『
書
本
』
巻
上
・
帰
根
第
十
六
・
56
①
）

　

○
～
神
明
を
失
（
ふ
）
。
故
に
凶
シ
ヽ
（
『
書
本
』
巻
上
・
帰
根
第
十
六
・
56
③
右
例
の
割
注
）

右
文
の
同
箇
所
は
、
『
梅
本
』
で
は
共
に
「
凶ア

シ
」
と
訓
む
。

　
『
集
成
』
に
は
、
至
徳
三
年
『
法
華
経
音
訓
』
と
当
該
例
の
二
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。

　

観
『
名
』
（
僧
下
五
五
ウ
１
）
に
「
凶
」
字
に
「
ア
シ
（
平
上
）
」
と
あ
る
が
、「
ア
シ
シ
」
は
見
え
な
い
。
形
容
詞
終
止
形
を
「
～
シ
シ
」

と
す
る
の
は
、
『
老
子
道
徳
経
』
訓
で
は
当
該
例
の
み
で
あ
る
。

ア
タ
タ
カ
ナ
リ
（
温
）

　

○

温
ア
タ
ヽ
カ

ナ
ル
所
有
レ
ハ
、
必
（
ず
）
、
寒
キ
所
有
（
り
）
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
無
為
第
廿
九
・

103
③
）
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『
書
本
』
は
「
温ア

ツ

ム
ス
ル
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、東
京
国
立
博
物
館
蔵
康
和
四
年
点
『
大
毘
盧
遮
那
経
疏
』
他
九
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』（
法
上
九
オ
３
）
に
「
ア

タ
ヽ
カ
ナ
リ
」
、
図
『
名
』
（
二
四
２
）
に
「
ア
タ
ヽ
カ
ナ
リ
（
平
平
上
平
○
○
」
と
見
え
る
。

ア
タ
フ
（
貸
）

　

○
夫
（
れ
）
唯
道
、
善
ク
貸ア

タ

エ
且マ

タ
成ナ

ス
（
『
梅
本
』
巻
上
・
同
異
第
四
十
一
・

148
①
）

　

○
夫
（
れ
）
唯
、
道
、
善
く
貸ア

タ

ヘ
、
且
（
た
）
成ナ

ス
（
『
書
本
』
巻
上
・
同
異
第
四
十
一
・

148
①
）

『
集
成
』
に
は
、
「
貸
」
字
に
「
ア
タ
フ
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。

ア
タ
ル
（
加
）

　

○
故
に
兵
を
抗ア

ケ
相
（
ひ
）
加ア

タ

ル
（
『
書
本
』
巻
下
・
玄
用
第
六
十
九
・

242
③
）

　

○
故
（
に
）
兵
を
抗ア

ケ
相
（
ひ
）
加ア

タ

ル
【
「
加
」
字
に
「
當
也
」
の
義
注
が
あ
る
。
】
（
『
群
本
』
巻
下
・
玄
用
第
六
十
九
・

242
③
）

因
み
に
、
右
文
の
該
当
箇
所
は
、
『
梅
本
』
は
「
加ノ

ソ

ム
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
カ
サ
ヌ
・
ク
ハ
ハ
ル
・
シ
カ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
・
シ
ノ
グ
・
ソ
フ
・
ソ
ネ
モ
ノ
・
ナ
ス
・
フ
ス
ベ
マ
ジ
フ
・
マ
サ
ル
・
マ

ジ
フ
・
マ
ス
・
マ
ス
マ
ス
・
マ
タ
」
等
の
訓
は
確
認
で
き
る
が
「
ア
タ
ル
」
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。

ア
ツ
シ
（
淳
）
→　
タ
ヅ
キ
（
淳
）

ア
ツ
マ
ル
（
湊
）
→　
ア
ツ
ム
（
湊
）

　

○

衆
モ
ロ
モ
ロ

ノ
輻ヤ

共
に

湊
ア
ツ
マ

ル
〔
之
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
無
用
第
十
一
・
巻
下
・
法
文
第
三
十
九
・
37
⑤
）

因
み
に
、
右
の
「
ア
ツ
マ
ル
」
は
左
傍
に
加
点
さ
れ
て
い
る
。
『
書
本
』
も
「

湊
ア
ツ
マ

ル
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
「
湊
」
字
に
「
ア
ツ
マ
ル
」
と
付
訓
す
る
例
は
多
い
。
観
『
名
』（
法
上
一
二
オ
１
）
に
「
ア
ツ
マ
ル
」
、図
『
名
』（
五
一
５
）
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に
「
ア
ツ
マ
ル
（
平
平
○
○
）
」
と
見
え
る
。

ア
ツ
ム
（
湊
）

　

○
車
穀
の
衆
輻フ

ク

ノ
為
に
湊ア

ツ

メ
所ラ

ル
ヽ
か
如
（
し
）
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
法
文
第
三
十
九
・

141
②
）

『
書
本
』
『
群
本
』
と
も
に
「
湊ア

ツ

メ
所ラ

ル
ヽ
」
と
訓
む
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
湊
」
字
に
「
ア
ツ
ム
」
訓
は
確
認
で
き
な
い
が
、
「
ア
ツ
マ
ル
」
訓
の
例
は
多
く
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
（
法
上
一
二

オ
１
）
に
は
、
「
湊
」
字
に
「
ア
ツ
マ
ル
」
と
見
え
る
。

ア
ト
コ
ブ
（
跨
）

　

○
跨ア

ト

コ
フ
者
は
行オ

（
は
）
（
ず
）
〔
不
〕
【
「
ア
ト
コ
フ
」
は
左
傍
に
あ
り
合
点
を
付
す
。
右
傍
に
は
「
ア
フ
ト
コ
フ
」
と
加
点
】
（
『
梅
本
』

巻
上
・
善
思
第
廿
四
・
81
④
）

　

因
み
に
、
『
書
本
』
に
も
「
ア
ト
コ
フ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
ア
ト
コ
ブ
」
の
他
「
ア
ツ
ト
コ
ブ
・
ア
フ
ト
コ
ブ
・
ア
ム
ト
コ
ブ
」
等
々
十
七
の
和
訓
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

観
『
名
』
に
「
ア
ト
コ
ブ
」
は
見
え
な
い
が
、
観
『
名
』
（
法
上
四
〇
オ
３
）
に
「
跨
」
字
に
「
ア
フ
ト
コ
フ
（
上
上
上
濁
上
○
）
」
と

見
え
る
。
因
み
に
『
図
書
寮
本
名
義
抄
』
（
以
下
図
『
名
』
と
略
称
）
に
は
「
ア
フ
ト
コ
フ
（
上
上
上
濁
上
平
濁
）
」
と
見
え
る
。

ア
ナ
ガ
チ
ニ
（
彊
）

　

○

彊
ア
ナ
カ
チ

（
に
）
詰ナ

シ

リ
問ト

フ
テ
而
て
【
「
彊
」
字
の
左
傍
に
「
シ
ヒ
」
と
加
点
が
あ
る
。
】
（
『
梅
本
』
巻
上
・
賛
玄
第
十
四
・
47
④
）

『
書
本
』
に
は
、
『
梅
本
』
の
左
訓
と
同
じ
く
「
シ
ヒ
（
右
訓
）
」
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
彊
」
字
に
「
ア
ナ
ガ
チ
」
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。

ア
ナ
ド
ル
（
軽
）
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○
禍
乱
【
去
】
（
の
）
〔
之
〕
害
【
去
】
は
敵ア

タ

の
家イ

ヘ

を

欺
ア
サ
ム

キ

軽
ア
ナ
ト

（
り
）
テ
（
『
梅
本
巻
上
・
成
象
第
六
・
24
⑤
）

『
書
本
』
に
は
、
「
軽
」
字
の
右
傍
に
「
カ
」
、
左
傍
に
「
ア
ナ
ト
」
と
加
点
す
る
。
『
群
本
』
は
、
「
軽
」
字
の
右
傍
に
「
カ
ロ
ン
シ
」
と
加

点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
軽
」
字
に
「
ア
ナ
ド
ル
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
が
、「
ア
ナ
ヅ
ル
」
は
確
認
さ
れ
る
。
観
『
名
』
（
僧
中
四
四
ウ
３
）
に
は
、

「
輊
」
字
に
「
ア
ナ
ツ
ル
（
上
上
上
濁
平
）
」
と
見
え
る
。

ア
バ
ク
（
發
）

　

○
将
に
發ア

ハ

ケ
ン
こ
と
を
恐オ

ツ
将ヘ

シ
（
『
書
本
』
巻
下
・
法
文
第
三
十
九
・

137
④
）

『
群
本
』
に
も
「
發ア

ハ

ケ
む
こ
と
を
」
と
見
え
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
發
」
字
に
「
ア
バ
ク
」
の
他
三
十
語
誓
い
和
訓
が
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
（
僧
下
五
五
オ
８
）
に
も
「
發
」
字
に
「
ア

ハ
ク
（
合
点
ア
リ
）
」
と
見
え
る
。

ア
フ
（
混
）
→　
ヒ
タ
タ
ク
（
混
）

　

○
故
に
混ア

フ
て
而
（
て
）
一
ト
為ナ

ル
（
『
書
本
』
巻
上
・
賛
玄
第
十
四
・
47
④
）

当
該
箇
所
は
、『
梅
本
』
に
は
「
ヒ
タ
ヽ
ケ
」
と
加
点
す
る
。
因
み
に
、
当
該
箇
所
の
「
混コ

ン

【
去
】
は
合
【
入
】
也
」
（
『
梅
本
』
）
、「
混
【
去
】

は
合
也
」
（
『
書
本
』
）
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
ア
フ
」
訓
に
「
混
」
字
は
見
え
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
。

ア
フ
ト
コ
ブ
（
跨
）

　

○

跨
ア
フ
ト

コ
フ
者
は
行オ

（
は
）
（
ず
）
〔
不
〕
【
「
ア
フ
ト
コ
フ
」
は
右
傍
に
あ
る
。
左
傍
に
は
「
ア
ト
コ
フ
」
と
加
点
。
合
点
を
付
す
】
（
『
梅

本
』
巻
上
・
善
思
第
廿
四
・
81
④
）
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因
み
に
、
『
書
本
』
は
「
ア
ト
コ
フ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
ア
フ
ト
コ
ブ
」
意
外
に
、
十
数
の
和
訓
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
観
『
名
』
（
法
上
四
〇
オ
３
）
に
も
「
ア
フ
ト
コ
フ
（
上

上
上
濁
上
○
）
」
と
あ
る
。

ア
マ
シ
（
味
）

　

○
無
【
平
】
味
【
上
濁
】
を
味ア

マ

ム
す
（
『
梅
本
』
巻
下
・
思
始
第
六
十
三
・

216
②
）

『
書
本
』
『
群
本
』
に
も
「
ア
マ
ン
す
」
「
ア
マ
ン
ス
」
と
見
え
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
味
」
字
に
「
ア
マ
シ
」
の
他
「
ア
ヂ
ハ
ヒ
・
シ
ホ
・
ム
マ
シ
」
等
の
和
訓
が
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
に
は
見
ら
れ
な

い
訓
で
あ
る
。

ア
ミ
（
羅
）

　

○
走
者
に
は
羅ア

ミ

を
為
シ
ツ
（
べ
）
〔
可
〕
（
し
）
（
『
書
本
』
巻
上
・
序
・
3
③
）

『
梅
本
』
に
は
「
羅
」
字
に
「
ア
」
（
右
傍
）
「
力
多
反
」
（
左
傍
）
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
羅
」
字
に
「
ア
ミ
」
の
他
二
十
数
語
の
和
訓
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
僧
中
七
オ
６
）
に
「
ア
ミ
（
平
平
）
」

と
あ
る
。

ア
ヤ
フ
シ
（
隳
）

　

○
或
（
る
）
時
（
は
）
載ヤ

ス

ク
或
（
る
）
時
は
隳

ア
ヤ
ウ

シ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
無
為
第
廿
九
・

103
⑤
）

　

○
或
（
る
）
と
き
は
載
シ
、
或
（
る
）
と
き
は
隳

ア
ヤ
ウ

シ
（
『
書
本
』
巻
上
・
無
為
第
廿
九
・

103
⑤
）

因
み
に
、
『
梅
本
』
『
書
本
』
に
は
「
隳
【
平
】
は
危ク

ヰ

【
平
】
（
な
り
）
〔
也
〕
」
「
隳キ

は
危
（
な
り
）
〔
也
〕
」
の
義
注
が
見
ら
れ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
ア
ヤ
フ
シ
」
に
「
隳
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
ら
れ
な
い
。
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ア
ラ
ガ
フ
（
争
）

　

○
民
（
を
）
使シ

（
て
）

争
ア
ラ
カ

ハ
不
ラ

使
シ
（
左
傍
）

むム

（
『
梅
本
』
巻
上
・
安
民
第
三
・
16
①
）

『
群
本
』
も
「
ア
ラ
カ
ハ
」
と
加
点
す
る
。
『
書
本
』
は
「
カ
ハ
」
と
の
み
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、宮
内
庁
書
陵
部
蔵
弘
安
元
年
点
『
春
秋
経
傳
集
解
』
の
例
を
含
む
五
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
観
『
名
』（
佛
上
四
四
オ
２
）

に
「
ア
ラ
カ
フウ

（
平
平
上
濁
○
」
と
あ
る
。

ア
ラ
ズ
（
不
）

　

○
以
て
人
を
割カ

ツ

截セ
ツ

セ
ン
ト
ニ
ハ
不ア

ラ

ス
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
順
佗
第
五
十
八
・

202
①
）

『
書
本
』
も
「
不ア

ラ

ス
」
と
加
点
す
る
。
『
集
成
』
に
は
「
不
」
字
を
「
ア
ラ
ズ
」
と
訓
す
る
例
と
し
て
二
十
数
例
が
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』（
僧

下
五
五
ウ
７
）
に
「
ア
ラ
ス
（
平
上
平
濁
）
」
と
あ
る
。

ア
ラ
タ
ニ
（
更
）

　

○
而
て

更
ア
ラ
タ

にニ

生
タ
リ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
序
・
１
③
）

　
『
集
成
』
に
は
、
「
ア
ラ
タ
ム
」
に
十
数
例
が
見
ら
れ
る
。
蓮
成
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
（
下
一
六
五
オ
３
）
（
以
下
蓮
『
名
』
と
略
称
）

に
「
ア
ラ
タ
ニ
」
と
見
え
る
が
、
観
『
名
』
・
図
『
名
』
等
に
は
見
え
な
い
。

ア
ラ
ハ
ス
（
彰
）

　

○
己
か
美
を
揚ア

ケ
顕
し

彰
ア
ラ
ハ

サ
使し

む
〔
也
〕
（
『
書
本
』
巻
上
・
養
身
第
二
・
12
⑥
）

『
梅
本
』
に
は
「
彰
ハ
レ
使
ル
ソ
〔
也
〕
」
と
見
え
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
ア
ラ
ハ
ス
」
の
他
「
ア
ラ
ハ
ル
・
ア
ラ
ハ
・
ア
キ
ラ
カ
・
カ
タ
チ
」
等
の
和
訓
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
観
『
名
』
（
佛
下

本
一
七
ウ
１
）
に
「
ア
ラ
ハ
ス
（
平
平
○
○
）
」
と
見
え
る
。
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ア
ラ
ハ
ル
（
見
・
形
）

　

○
世
に
〔
於
〕

見
ア
ラ
ハ

レ
む
とト

欲
シ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
序
・
１
②
）

　

○
長
【
平
】
短
【
上
】
（
の
）
〔
之
〕
相
形

ア
ラ
ハ

レ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
養
身
第
二
・
13
③
）

『
書
本
』
も
「

見
ア
ラ
ハ

レ
」
「

形
ア
ラ
ハ

レ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
見
」
「
形
」
字
共
に
「
ア
ラ
ハ
ル
」
「
ア
ラ
ハ
ス
」
等
十
数
語
の
和
訓
が
示
さ
れ
て
あ
る
。

　
「
見
」
字
に
つ
い
て
は
、
観
『
名
』
（
佛
中
四
二
オ
１
）
に
「
ア
ラ
ハ
スル

（
平
平
○
平
）
」
、
「
形
」
字
に
つ
い
て
は
、
観
『
名
』
（
佛
下
本

一
七
オ
８
）
に
「
ア
ラ
ハ
ス
（
平
平
○
上
）
」
と
見
ら
れ
る
。

ア
ル
（
蕪
）

　

○
田
は
甚
（
だ
）
蕪ア

レ
タ
リ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
益
證
第
五
十
三
・

181
②
）

因
み
に
、
『
書
本
』
『
群
本
』
に
も
「
蕪ア

レ
た
り
」
「
蕪ア

レ
タ
リ
」
と
見
え
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
荒ア

レ
タ
ル
コ
ト蕪

」
「
荒ア

レ
ア
レ
テ蕪

」
（
『
大
唐
西
域
記
』
）
等
の
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
観
『
名
』
に
は
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。

イ
キ
ド
ホ
リ
（
紛
・
忿
）

　

○
其
（
の
）

紛
イ
キ
ト
ヲ
リ

を
解
キ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
舞
源
第
四
・
19
②
）

『
書
本
』
に
は
、
右
傍
に
「
イ
キ
ト
ヲ
リ
ト
」
と
あ
り
、
左
傍
に
は
「
芳
云
反　

憤
也
」
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、『
老
子
道
徳
経
』
の
当
該
例
の
み
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
観
『
名
』（
法
中
六
〇
オ
７
）
に
「
イ
キ
ト
ホ
リ
（
平
平
平
濁
平
平
）
」

と
あ
る
。

　

○
其
の

忿
イ
キ
ト
ヲ
リ

【
左
傍
に
「
芳
云
反
」
と
字
音
注
記
が
あ
る
】
を
解ト

ク
（
『
書
本
』
巻
上
・
舞
源
第
四
・
19
②
）
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『
書
本
』
も
左
傍
に
「
イ
キ
ト
ヲ
リ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
保
安
四
年
点
『
辨
正
論
』
の
例
が
一
例
見
え
る
に
過
ぎ
な
い
。
観
『
名
』
に
は
「
忿
」
字
に
「
イ

キ
ド
ホ
ル
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。

イ
コ
フ
（
活
）

　

○
其
の
身
を
活
フ
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
任
為
第
七
十
三
・

249
⑤
）

当
該
箇
所
を
『
書
本
』
は
「
其
（
の
）
身
を
活
す
〔
也
〕
」
と
加
点
す
る
。
因
み
に
、
『
梅
本
』
『
書
本
』
（
巻
下
・
任
為
第
七
十
三
・

249
⑥
）

共
に
、
割
注
に
於
い
て
「
身
を
活イ

コ

フ
ル
を
」
と
加
点
し
て
い
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、『
法
華
経
単
字
』
（

活
イ
コ
フ

）
『
冥
報
記
』
（

活
　
　
ヘ
ル

）
の
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
法
上
九
オ
８
）
に
「
イ
コ
フ
」
と

あ
る
。
図
『
名
』
（
四
三
７
）
に
も
「
イ
コ
フ
（
平
平
上
）
」
と
あ
る
。

イ
サ
ギ
ヨ
シ
（
清
）

　

○
天
、
一
を
得
（
て
）
以
て

清
イ
サ
キ
ヨ

シ
（
『
書
本
』
巻
下
・
法
文
第
三
十
九
・

136
②
）

『
書
本
』
に
お
い
て
は
、
左
傍
に
「
イ
サ
キ
ヨ
シ
」
右
傍
に
「
キ
ヨ
シ
」
と
あ
る
。
因
み
に
、
『
群
本
』
に
は
右
傍
に
「
イ
サ
キ
ヨ
シ
」
左

傍
に
「
キ
ヨ
シ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
イ
サ
ギ
ヨ
シ
・
イ
サ
ギ
ヨ
ウ
ス
・
キ
ヨ
シ
」
等
の
他
十
数
語
の
和
訓
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
イ
サ
ギ
ヨ
シ
」
に
つ
い
て
は
、

穂
久
邇
文
庫
本
『
五
行
大
義
』
等
の
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』（
法
上
一
三
オ
４
）
に
「
イ
サ
キ
ヨ
シ
」
と
あ
る
。
図
『
名
』（
一
一
５
）

に
も
「
イ
サ
キ
ヨ
シ
（
上
上
上
濁
上
平
）
」
と
見
え
る
。

イ
ザ
ナ
フ
（
唱
）

　

○
謙
退
【
去
】
を
執
（
り
て
）

唱
イ
サ
ナ

イ
始
ム
ル
こ
と
を
為
セ
（
ず
）
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
三
寶
第
六
十
七
・

234
④
）
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因
み
に
、
『
梅
本
』
に
は
左
傍
に
「
倡 

ト
ナ
ヘ
」
と
み
え
る
。

『
群
本
』
に
も
『
梅
本
』
と
同
一
の
加
点
が
み
ら
れ
る
が
、
『
書
本
』
に
は
「
倡
」
字
に
「
イ
サ
ナ
ヒ
」
と
加
点
す
る
。

『
集
成
』
に
「
唱
」
字
に
「
イ
ザ
ナ
フ
」
は
見
え
な
い
。
『
書
本
』
に
見
る
よ
う
に
「
倡
」
字
に
「
イ
ザ
ナ
ヒ
」
「
イ
ザ
ナ
フ
」
の
他
に
「
ア

ソ
ブ
・
タ
ノ
シ
ム
・
ク
グ
ツ
マ
ハ
シ
」
等
の
訓
が
見
え
る
。
因
み
に
、
『
集
成
』
の
「
倡
」
字
の
「
イ
ザ
ナ
ヒ
」
の
例
は
東
山
御
文
庫
本
『
古

文
尚
書
』
を
挙
げ
て
い
る
。

　

観
『
名
』
（
佛
中
二
三
ウ
２
）
に
「
イ
サ
ナ
フ
（
平
平
濁
上
平
）
」
と
あ
る
。
因
み
に
、
高
山
寺
本
『
類
聚
名
義
抄
（
三
寶
類
字
集
）
』
（
以

下
高
『
名
』
と
略
称
）
（
七
〇
ウ
４
）
に
も
「
イ
サ
ナ
フ
（
平
平
濁
上
平
）
」
と
見
え
る
。

イ
タ
ツ
カ
ハ
シ
（
労
・
煩
）

　

○
甘
泉
を
得
、

勞
イ
タ
ツ
カ
ハ

【
去
】
シ
キ
コ
ト
而
て
怨
ミ
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
象
元
第
廿
五
・
88
①
）

当
該
箇
所
に
、
『
書
本
』
は
右
傍
に
「
イ
」
、
左
傍
に
「
ラ
ウ
」
、
『
群
本
』
は
左
傍
に
「
ラ
ウ
」
と
加
点
す
る
。

　

○
令
、
煩
シ
キ
と
き
は
則
（
ち
）
姧
生
る
（
『
書
本
』
巻
下
・
凉
風
第
五
十
七
・

196
①
）

因
み
に
、
『
群
本
』
は
「

煩
ワ
ツ
ラ
ハ

シ
キ
ト
キ
ン
ハ
」
、
『
書
本
』
は
「
煩
シ
キ
と
き
は
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
煩
」
字
の
例
は
多
く
示
さ
れ
て
い
る
。
「
労
」
字
に
つ
い
て
は
、簑
面
学
園
蔵
『
観
弥
勒
上
生
兜
率
天
経
賛
巻
下
』
の
「
勞

（
し
）
く
」
の
例
が
示
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
「
煩
」
字
は
、観
『
名
』
（
佛
下
本
一
七
オ
４
）
に
「
イ
タ
ツ
カ
ハ
シ
（
○
平
○
上
○
○
）
」
、「
労
」
字
に
つ
い
て
も
「
イ
タ
ツ
カ
ハ
シ
（
平

平
平
○
○
○
）
」（
僧
上
四
三
オ
２
）
と
あ
る
。
因
み
に
、蓮
成
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』（
以
下
蓮
『
名
』
と
略
称
）
に
は
「
イ
タ
ツ
カ
ハ
シ
（
平

平
平
平
平
上
）
」
と
見
え
る
。

イ
タ
ル
（
之
・
若
）
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○
正
を
以
（
て
）
国
に
之イ

タ

ラ
シ
ム
（
『
梅
本
』
『
書
本
』
巻
下
・
凉
風
五
十
七
・

194
⑤
）

因
み
に
、
割
注
部
に
『
梅
本
』
は
「
之シ

至
【
上
】
也
」
、
『
書
本
』
は
「
之
至
也
」
と
義
注
す
る
。

　

○
大
【
去
】
患
【
上
】
ノの

身
に
若イ

タ

ラ
ン
コ
ト

こ
と

を
貴オ

ソ

レ
〔　
　

〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
厭
恥
第
十
三
・
42
⑤
）

　

○
大
患
【
去
】
（
の
）
身
に
若イ

タ

ラ
ン
こ
と
を
貴オ

ソ

リ
て
（
『
書
本
』
巻
上
・
厭
恥
第
十
三
・
42
⑤
）

因
み
に
、
『
梅
本
』
『
書
本
』
に
は
、
各
々
「

若
シ
ヤ
ク

は
至シ

也
」
「
若
【
入
濁
】
は
至
【
上
】
也
」
と
割
注
す
る
。

　
『
集
成
』
の
「
之
」
字
に
つ
い
て
は
、
輪
王
寺
蔵
『
金
剛
般
若
集
験
記
』
、
『
法
華
経
単
字
』
の
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
「
若
」
字
に
「
イ

タ
ル
」
訓
は
見
え
な
い
。

　

観
『
名
』
（
法
下
二
二
ウ
４
）
に
は
「
之
」
字
に
「
イ
タ
ル
」
、
『
同
』
（
僧
上
二
五
オ
５
）
に
は
「
若
」
字
に
「
イ
タ
ル
（
上
上
平
）
」
と

あ
る
。

イ
ツ
ハ
リ
（
奇
・
詳
）

　

○

奇
イ
ツ
ハ
リ

を
以
（
て
）
兵
を
用
（
ゐ
）
シ
メ
ン
（
『
梅
本
』
巻
下
・
凉
風
第
五
十
七
・

194
⑥
）

　

○

奇
イ
ツ
ハ
リ

を
以
（
て
）
兵
を
用
ヰ
シ
ム
（
『
書
本
』
巻
下
・
凉
風
第
五
十
七
・

194
⑥
）

因
み
に
、
『
梅
本
』
『
書
本
』
に
「
奇
詐
也
」
「
奇
詐サ

也
」
と
義
注
す
る
。

　

○
我
則
（
ち
）

詳
イ
ツ
ハ

リ
愚
ニ
シ
テ
、
不
背
ナ
ル
に
似
タ
リ
〔
□
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
三
寶
第
六
十
七
・

233
①
）

『
書
本
』
も
「

詳
イ
ツ
ハ
リ

リ

愚
ヲ
ロ
カ

（
に
し
）
て
」
と
加
点
し
て
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
奇
」
字
に
「
イ
ツ
ハ
リ
」
と
訓
す
る
例
は
見
え
な
い
。
「
詳
」
字
の
「
イ
ツ
ハ
リ
」
訓
に
つ
い
て
は
、
毛
利
報
公
会
延

久
五
年
点
『
史
記
呂
后
本
紀
』
の
例
を
含
む
七
例
が
見
ら
れ
る
。

　
「
奇
」
字
は
観
『
名
』
（
法
上
四
七
ウ
１
）
に
「
イ
ツ
ハ
ル
（
平
平
○
○
）
」
、「
詳
」
字
は
観
『
名
』
（
法
上
二
九
ウ
２
）
に
「
イ
ツ
ハ
ル
」
、
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図
『
名
』
（
九
〇
２
）
に
「
イ
ツ
ハ
ル
（
平
平
上
平
）
」
と
見
え
る
。

イ
ヘ
（
屋
）

　

○
其
の
茅
【
平
濁
】
茨
を
安
ム
シ
文
餝
【
入
】
の
〔
之
〕
屋イ

エ

を
好
（
ま
）
（
ず
）
〔
不
〕
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
獨
立
つ
第
八
十
・

270
③
）

『
書
本
』
『
群
本
』
に
は
仮
名
点
は
な
い
。

『
集
成
』
に
は
、
「
イ
ヘ
」
に
「
屋
」
字
は
見
え
な
い
。
観
『
名
』
に
も
、
「
屋
」
字
に
「
イ
ヘ
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。

イ
マ
（
今
日
・
此
）

　

○
吾
、
今イ

日マ

、
老
子
を
見
ル
に
（
『
梅
本
』
巻
上
・
序
・
３
⑤
）

『
書
本
』
に
は
右
例
は
「
今ケ

日フ

」
と
加
点
さ
れ
て
い
る
。

　

○
此イ

マ

を
以
て
な
り
（
『
梅
本
』
巻
上
・
虚
心
第
廿
一
・
72
③
）

　

○
此イ

マ

を
以
（
て
）
な
り
（
『
書
本
』
巻
上
・
虚
心
第
廿
一
・
72
③
）

因
み
に
、
「
此
は
今
【
平
】
な
り
〔
也
〕
」
（
『
梅
本
』
）
、
「
此
は
今
也
」
（
『
書
本
』
）
と
義
注
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
イ
マ
」
に
「
今
日
」
「
此
」
字
の
例
は
見
ら
れ
な
い
。

　
「
今
日
」
に
つ
い
て
観
『
名
』
（
佛
中
四
四
オ
６
）
に
「
イ
マ
」
と
あ
る
が
、
「
此
」
字
に
「
イ
マ
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。

イ
ヤ
シ
（
雌
・
微
・
細
）

　

○
其
の

雌
イ
ヤ
シ
キ

を
守
（
る
）
と
き
は
天
下
谿タ

ニ

為た

り
【
「
雌
」
字
の
左
傍
に
は
「
ノ
チ
」
と
加
点
す
る
。
】
（
『
書
本
』
巻
上
・
反
朴
第
廿
八
・

96
④
）

当
該
箇
所
を
『
梅
本
』
は
、
右
傍
に
「
ノ
チ
」
、
左
傍
に
「
メ
」
と
加
点
。

　

○
我
常
に
無
欲
に
シ
て
華
文
【
平
濁
】
を
去
テ
ヽ
服
餝
を
微イ

ヤ

シ
ク
ス
（
『
梅
本
』
巻
下
・
凉
風
五
十
七
・

198
④
）
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『
書
本
』
は
「
微イ

ヤ

シ
ウ
す
る
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
「
微
」
字
の
「
イ
ヤ
シ
」
訓
の
例
を
六
例
示
し
て
あ
る
。

　

○
其
レ
細
シ
【
右
傍
に
「
ス
コ
シ
」
、
左
傍
に
「
述
小
也
」
】
（
『
梅
本
』
巻
下
・
三
寶
第
六
十
七
・

233
⑥
）

当
該
箇
所
を
、
『
書
本
』
は
「
其
れ
細イ

ヤ

シ
ケ
レ
は
な
り
〔
也
〕
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
高
山
寺
蔵
『
荘
子
』
の
「

細
イ
ヤ
シ
キ

人
」
の
一
例
の
み
が
示
さ
れ
て
あ
る
。

　

観
『
名
』
（
佛
上
二
二
ウ
７
）
に
は
「
微
」
字
に
「
イ
ヤ
シ
」
と
あ
る
が
、
「
雌
」
「
細
」
字
に
は
見
ら
れ
な
い
。

イ
ヨ
イ
ヨ
（
兪
）

　

○
動
（
き
）
而て

兪

イ
ヨ
イ
ヨ
　
マ
ス
マ
ス

出
ツ
【
左
傍
に
「
イ
タ
ス
」
と
加
点
】
（
『
梅
本
』
巻
上
・
虚
用
第
五
・
22
②
）

『
書
本
』
に
は
「
イ
ヨ
イ
ヨ
」
と
の
み
加
点
。

　
『
集
成
』
に
は
、
保
延
二
年
『
法
華
経
単
字
』
、
至
徳
三
年
『
法
華
経
音
訓
』
の
二
点
の
例
の
み
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

観
『
名
』
（
法
中
四
五
オ
８
）
に
「
イ
ヨ
〳
〵
（
上
上
○
○
）
」
と
あ
る
。

イ
ル
（
投
）

　

○
兕
【
去
】
モ
其
の
角
を
投イ

ル
ヽ
所
無
ク
（
『
梅
本
』
巻
下
・
貴
生
第
五
十
・

173
②
）

『
書
本
』
は
「
投ト

ウ

す
る
」
【
「
投
」
字
に
「
六
（
音
）
頭
」
の
類
音
注
】
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
投
」
字
に
「
イ
ル
」
の
他
二
十
数
語
の
和
訓
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
に
は
見
ら
れ
な
い
訓
で
あ
る
。

ウ
（
足
）

　

○
視
レ
ト
モ
〔
之
〕
、
見ミ

ウ
ル
コ
ト
を
足エ

（
ず
）
〔
不
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
仁
徳
第
卅
五
・

124
③
）
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○
視
（
れ
）
と
も
〔
之
〕
見ミ

ル　ウ
ル

こ
と
足エ

不す

（
『
書
本
』
巻
上
・
仁
徳
第
卅
五
・

124
③
）

因
み
に
、
『
梅
本
』
『
書
本
』
に
は
、
割
注
に
「
足
【
入
】
は
得
【
入
】
（
な
り
）
〔
也
〕
」
「
足
は
得
（
な
り
）
〔
也
〕
」
と
見
え
る
。

　
『
集
成
』
の
「
足
」
字
の
「
ウ
」
訓
は
、
『
老
子
道
徳
経
』
の
当
該
例
の
み
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
観
『
名
』
に
は
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。

ウ
ガ
ツ
（
貫
）

　

○
水
能
（
く
）
堅
を
貫ウ

カ

チ
、
剛
に
入
（
れ
）
通
セ
不す

（
『
梅
本
』
巻
下
・
偏
用
第
四
十
三
・

152
③
）

『
書
本
』
『
群
本
』
も
、
「
貫
」
字
に
「
ウ
カ
チ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
ウ
ガ
ツ
」
に
「
貫
」
字
の
掲
出
は
な
い
。
観
『
名
』
（
佛
中
一
三
ウ
３
）
に
「
ウ
カ
ツ
」
と
見
え
る
。

ウ
ク
（
閲
）

　

○
以
て
衆
ニ

甫
ハ
シ
メ

を
閲ウ

ケ
シ
ム
【
「
閲ウ

ケ
シ
ム
」
字
の
左
傍
に
は
「
ウ
ク
」
と
あ
り
、
合
点
を
付
す
】
（
『
梅
本
』
巻
上
・
虚
心
第
廿
一
・

71
⑥
）

因
み
に
『
書
本
』
も
「
閲ウ

ケ
シ
ム
」
と
見
え
る
。
『
梅
本
』
『
書
本
』
に
は
、
「
閲
は
稟ヒ

ム

【
上
】
也
」
「
閲
【
入
】
は
稟
也
」
「
閲エ

ツ

【
入
】
は
稟ヒ

ン

也
」
と
義
注
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
ウ
ク
」
に
「
閲
」
字
の
掲
出
は
無
い
が
、
義
注
と
し
て
示
さ
れ
た
「
稟
」
字
を
「
ウ
ク
」
と
訓
む
例
は
多
く
示
さ
れ

て
い
る
。
観
『
名
』
に
は
見
え
な
い
。

ウ
シ
ナ
フ
（
脱
・
無
）

　

○
魚
を
は
渕
に
〔
於
〕

脱
ウ
シ
ナ

フ
（
べ
か
ら
ず
）
〔
不
可
〕
【
「
脱
」
字
の
右
傍
に
は
「
タ
ツ
」
、
左
傍
に
は
「
ハ
ナ
ツ
」
と
加
点
】
（
『
梅
本
』

巻
上
・
徴
明
第
卅
六
・

126
⑤
）

因
み
に
、
『
書
本
』
は
、
「
ハ
ナ
ツ
」
と
訓
む
。
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○
人
君
の
其
（
の
）
身
を
正
（
し
く
）
せ
（
ざ
る
）
〔
不
〕
と
き
は
、
其
（
の
）
国
を

無
ウ
シ
ナ

フ
と
謂
（
ふ
）
〔
也
〕
（
『
書
本
』
巻
下
・
順
佗

第
五
十
八
・

201
②
）

因
み
に
、
当
該
箇
所
を
『
梅
本
』
は
「
ナ
イ
カ
シ
ロ
ニ
ス
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
ウ
シ
ナ
フ
」
に
「
脱
」
「
無
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
両
字
に
「
ウ
シ
ナ
フ
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。

ウ
ツ
ス
（
徙
）
→　
ウ
ツ
ル
（
徙
）

　

○
遠
ク
徙ウ

ツ

サ
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
群
本
』
巻
下
・
獨
立
第
八
十
・

269
①
）

ウ
ツ
ル
（
徙
）
→　
ウ
ツ
ス
（
徙
）

　

○
而
シ
て
遠
ク
、
徙ウ

ツ

ラ
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
獨
立
第
八
十
・

269
①
）

因
み
に
、
『
書
本
』
は
「
ウ
ツ
ル
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
徙
」
字
に
「
ウ
ツ
ス
」
「
ウ
ツ
ル
」
訓
例
は
多
く
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
（
佛
上
二
三
オ
７
）
に
「
ウ
ツ
ス
（
○
○
上
）
」

「
ウ
ツ
ル
」
と
見
え
る
。
因
み
に
、
高
『
名
』
（
二
二
オ
６
）
に
「
ウ
ツ
ス
（
上
上
上
）
」
「
ウ
ツ
ル
（
上
上
○
）
」
と
見
え
る
。

ウ
ベ
ナ
フ
（
諾
）

　

○
夫
れ
、

軽
カ
ロ
カ
ロ

シ
ク

諾
ウ
ヘ
ナ

【
入
濁
】
【
「
ウ
ヘ
ナ
フ
」
は
左
傍
に
加
点
。
別
に
、
「
す
る
」
の
オ
コ
ト
点
が
見
え
る
】
フ
と
き
は
必
す
信

寡ス
ク
ナ

シ
（
『
書
本
』
巻
下
・
恩
始
第
六
十
三
・

218
①
）

『
梅
本
』
に
は
「
諾
【
入
】
ス
ル
と
き
は
」
、
『
群
本
』
に
は
「
諾
【
入
濁
】
ス
ル
ト
キ
ン
ハ
」
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
東
寺
金
剛
蔵
院
政
期
点
『
唐
大
和
上
東
征
傳
』
、
天
理
図
書
館
蔵
久
寿
二
年
点
『
三
教
指
帰
』
の
二
例
が
見
ら
れ
る
。

　

観
『
名
』
に
は
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。

ウ
ラ
ム
（
售
）
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○
賣ウ

（
る
）
者　

の

は
疾ト

ク
售ウ

ラ

ム
コ
ト
ヲ
欲
す
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
為
道
第
六
十
二
・

213
③
）

因
み
に
、『
梅
本
』
の
左
傍
に
は
「
ア
キ
ナ
フ
・
ヒ
サ
ク
」
、『
書
本
』
の
右
傍
に
は
「
ア
キ
ナ
ハ
ン
」
、
左
傍
に
は
「
ヒ
サ
カ
ン
」
と
見
え
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
ウ
ラ
ム
」
に
「
售
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。

オ
ギ
ヌ
フ
（
補
）

　

○
足タ

ラ
（
ざ
）
ル
〔
不
〕
に

補
ヲ
キ
ヌ

フ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
天
道
第
七
十
七
・

261
②
）

『
書
本
』
に
も
「
ヲ
キ
ヌ
フ
」
と
加
点
す
る
。

『
集
成
』
に
は
、「
オ
ギ
ヌ
フ
」
の
例
が
十
数
例
示
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、「
オ
ギ
ヌ
フ
」
以
外
に
「
オ
キ
ノ
ル
」「
オ
ク
ノ
フ
」「
オ
コ
ヌ
フ
」

「
オ
コ
ノ
フ
」
等
の
語
形
も
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
（
法
中
七
四
オ
８
）
に
も
「
オ
キ
ヌ
フ
（
上
上
上
平
）
」
と
見
え
る
。

オ
コ
ス
（
彊
）

　

○
必
（
ず
）

固
マ
コ
ト

に
彊オ

コ
スす

〔
将
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
徴
明
第
卅
六
・

125
⑥
）

因
み
に
、
『
梅
本
』
の
左
傍
に
は
「
コ
ワ
フ
ス
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
当
該
箇
所
は
『
書
本
』
（

125
⑤
）
に
は
「

強
コ
ハ
ク

す
」
と
あ
る
。

『
集
成
』
に
は
、
「
彊
」
字
を
「
オ
コ
ス
」
と
訓
む
例
は
見
え
な
い
。
観
『
名
』
に
は
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。

オ
コ
タ
ル
（
懈
）

　

○
當
に

懈
ヲ
コ
タ

リ
怠
ル
（
べ
か
ら
）
〔
當
〕
不
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
守
微
第
六
十
四
・

223
④
）

因
み
に
『
書
本
』
に
も
「

懈
ヲ
コ
タ

リ
」
と
あ
る
。
『
群
本
』
に
は
「
懈
リ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
懈
」
字
を
「
オ
コ
タ
ル
」
「
ヲ
コ
タ
ル
」
と
加
点
し
た
例
を
多
く
挙
げ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
法
中
五
二
オ
３
）
に
「
オ

コ
タ
ル
（
上
上
○
○
）
」
と
見
え
る
。
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オ
コ
ル
（
作
）

　

○
而
も

サ
イ

【
平
】
作サ

ク

【
入
】
す
る
【
「

作
」
の
左
傍
に
「
ヒ
ヽ
ノ
オ
コ
ル
」
と
見
え
る
】
こ
と
精
の
〔
之
〕
至
レ
ル
な
り
〔
也
〕
（
『
書

本
』
巻
下
・
玄
符
第
五
十
五
・

189
②
）

因
み
に
、
『
梅
本
』
に
は
「
脧サ

イ

作
ス
ル
コ
ト
」
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
オ
コ
ル
」
と
訓
む
例
を
多
く
示
す
。
観
『
名
』
に
は
、
「
オ
コ
ル
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。

オ
ゴ
ル
（
矜
）

　

○
自ミ

（
ら
）
矜オ

コ

レ
ル
者　

の

は
長
カ
ラ
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
善
思
第
廿
四
・
82
⑤
）

当
該
箇
所
は
、
『
群
本
』
に
は
「
矜ヲ

ホ

イ
ナ
リ
ト
ス
ル
」
と
あ
り
、
左
傍
に
「
―
大
也
」
と
義
注
の
加
点
が
あ
る
。
『
書
本
』
は
「
矜
す
る
」

と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
オ
ゴ
ル
」
の
例
（
「
ヲ
コ
ル
」
を
含
む
）
を
六
例
示
す
。
観
『
名
』
（
僧
中
一
九
ウ
７
）
に
も
「
オ
コ
ル
」
と
見
え
る
。

オ
サ
フ
（
挫
）

　

○
當マ

に
挫オ

サ

ヘ
止ヤ

メ
て
〔
之
〕
道
ノの

自
見
（
せ
）
不
ル
に
法ノ

ト

ル
當
シ
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
橆
源
第
四
・
19
①
）

『
書
本
』
は
「
挫ク

シ
テ
」
と
加
点
し
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、『
成
唯
識
論
演
秘
巻
第
五
』（
「
オ
サ
ヘ
て
」
）
天
理
図
書
館
蔵
『
大
般
若
経
音
義
』（
「
ヲ
サ
フ
」
）
の
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。

観
『
名
』
（
佛
下
本
三
三
オ
７
）
に
「
オ
サ
フ
（
上
平
上
）
」
と
あ
る
。

オ
ソ
ル
（
貴
）

　

○
大
【
去
】
患
【
上
】
ノの

身
に
若イ

タ

ラ
ン
コ
ト

こ
と

を
貴オ

ソ

レ
〔　
　

〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
厭
恥
第
十
三
・
42
⑤
）

　

○
大
患
【
去
】
（
の
）
身
に
若イ

タ

ラ
ン
こ
と
を
貴オ

ソ

リ
て
（
『
書
本
』
巻
上
・
厭
恥
第
十
三
・
42
⑤
）
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因
み
に
、
『
梅
本
』
『
書
本
』
に
は
、
「
貴
は
畏ヰ

【
上
】
也
」
「
貴
は
畏
【
去
】
也
」
と
割
注
す
る
。
な
お
、
「
オ
ソ
レ
」
「
オ
ソ
リ
」
と
活
用

の
種
類
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
貴
」
字
に
「
オ
ソ
ル
」
訓
は
見
え
な
い
。
観
『
名
』
（
佛
下
本
九
ウ
６
）
に
は
、
「
オ
ソ
ル
（
平
平
○
）
」
と
あ
る
。

オ
タ
マ
シ
ヒ
（
魂
）

　

○
肝
（
は
）

魂
オ
タ
マ
シ
ヒ

【
平
】
を
蔵オ

サ

メ
（
『
書
本
』
巻
上
・
成
象
第
六
・
23
③
）

因
み
に
、
『
梅
本
』
は
無
加
点
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
魂
」
字
に
「
オ
タ
マ
シ
ヒ
」
訓
は
見
え
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
ら
れ
な
い
訓
で
あ
る
。

オ
ト
ス
（
滅
）

　

○
精
神
を
傷ヤ

フ

（
り
）
壽
を
滅オ

ト

シ
、
年
を
消ケ

ス
〔
也
〕
（
『
書
本
』
巻
下
・
知
病
第
七
十
一
・

246
⑤
）

因
み
に
、
『
梅
本
』
は
「
滅
シ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
『
文
集
』
（
「
オ
ト
シ
」
）
、
天
理
図
書
館
蔵
『
三
教
指
帰
』
（
「
オ
ト
ス
」
）
の
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

観
『
名
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

オ
ビ
ヤ
カ
ス
（
劫
）

　

○
生
（
け
る
）
ト
キ
ハ
攻セ

メ

劫
ヲ
ヒ
ヤ
カ

サ
ル
ヽ
〔
之
〕
憂ウ

レ

ヘ
有
リ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
立
成
第
四
十
四
・

155
④
）

　

○
生
（
け
る
）
と
き
は
攻
メ

劫
オ
ヒ
ヤ
カ

サ
ル
ヽ
〔
之
〕
憂
有
（
り
）
（
『
書
本
』
巻
下
・
立
成
第
四
十
四
・

155
④
）

因
み
に
、
『
群
本
』
は
「
攻
劫
」
を
音
読
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
輪
王
寺
蔵
『
金
剛
般
若
集
験
記
』
、
興
福
寺
蔵
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
傳
』
等
の
用
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』

に
は
見
ら
れ
な
い
。
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オ
ホ
キ
ナ
リ
（
矜
）

　

○
自ミ

（
ら
）
矜オ

ホ

キ
カ
ラ
不ス

（
『
梅
本
』
巻
上
・
益
謙
第
廿
二
・
75
④
）

　

○
自
（
ら
）
矜オ

ホ

キ
に
せ
不す

（
『
書
本
』
巻
上
・
益
謙
第
廿
二
・
75
④
）

　

○
自
（
ら
）
矜オ

ホ

キ
ニ
セ
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
群
本
』
巻
上
・
益
謙
第
廿
二
・
75
④
）

『
梅
本
』
『
群
本
』
の
左
傍
に
「
大
也
」
の
義
注
が
あ
る
。
ま
た
割
注
と
し
て
、『
梅
本
』
に
は
「

矜
キ
ヨ
ウ
・
ケ
ウ

【
平
】
は
大
【
去
】
也
」
、『
書
本
』

に
は
「

矜
ク
ヰ
ヨ
ウ

は
大
也
」
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
矜
」
字
に
「
オ
ホ
キ
ナ
リ
」
の
訓
は
見
え
な
い
。
因
み
に
、
『
集
成
』
に
は
「
ア
ハ
レ
ブ
・
ア
ハ
レ
ミ
・
ア
ハ
レ
ム
・

オ
ゴ
ル
・
カ
シ
コ
シ
・
カ
ナ
シ
ブ
・
タ
カ
ブ
・
タ
フ
ト
シ
・
ホ
コ
ル
・
メ
グ
ミ
・
メ
グ
ム
・
メ
ゴ
ム
」
等
の
訓
が
見
ら
れ
る
。

　

観
『
名
』
（
僧
中
十
九
ウ
６
）
に
は
「
オ
ホ
キ
ニ
ス
（
平
平
平
○
○
」
と
あ
る
。
因
み
に
、
蓮
『
名
』
は
「
矜
」
字
の
「
今
」
を
「
令
」

に
作
り
「
オ
ホ
キ
ニ
ス
（
平
平
平
○
○
）
」
と
あ
る
。

オ
ボ
メ
ク
（
訥
）

　

○
大
辯
は

訥
オ
ホ
メ

ク
か
若
（
し
）
（
『
梅
本
』
巻
下
・
洪
徳
第
四
十
四
・

159
②
）

　

○
大
辯
は

訥
ヲ
ホ
メ

ク
か
若
シ
（
『
群
本
』
巻
下
・
洪
徳
第
四
十
四
・

159
②
）

割
注
部
に
も
『
梅
本
』
に
「
訥メ

ク
カ
」
、
『
群
本
』
に
「

訥
ヲ
ホ
メ

ク
か
」
と
加
点
す
る
。
因
み
に
、
『
書
本
』
は
「
訥ト

ツ

【
入
濁
】
ナ
ル
」
と
音
読

す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
訥
」
字
に
「
オ
ソ
シ
」「
ニ
ラ
グ
」
と
み
え
る
が
、「
オ
ボ
メ
ク
」
は
見
え
な
い
。
観
『
名
』（
法
上
三
七
ウ
６
）
に
は
「
オ

ホ
メ
ク
（
上
上
濁
○
○
）
」
と
あ
る
。

オ
モ
ム
ク
（
徼
）
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○
常
に
有
欲
に
し
て
以
て
其
（
の
）

徼
オ
モ
ム
キ

を
観
ル
（
『
梅
本
』
巻
上
・
體
道
第
一
・
11
①
）

『
書
本
』
も
「
オ
モ
ム
キ
」
と
加
点
す
る
。
割
注
部
に
は
、
『
梅
本
』
に
「
徼ケ

ウ

（
は
）
歸
【
平
】
也
」
、
『
書
本
』
に
「
徼ケ

ウ

【
去
】
は
歸
【
平
】

也
」
と
み
え
る
。
『
集
成
』
・
観
『
名
』
共
に
見
ら
れ
な
い
訓
で
あ
る
。

オ
モ
ム
ミ
ル
（
者
以
）

　

○
者オ

モ
ン
ミ
ル以

禮
【
上
】
記
に
曽
【
平
】
子
【
上
】
は
礼
を
孔
子
に
〔
於
〕
問
フ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
序
・
５
⑥
）

『
書
本
』
は
、
「
～
こ
と
を
（
は
）
〔
者
〕
、
以ヲ

モ

ミ
ル
に
」
と
加
点
す
る
。
『
集
成
』
・
観
『
名
』
共
に
見
ら
れ
な
い
。

オ
ヨ
グ
（
游
）

　

○
吾
レ
其
ノ
能
ク
游オ

ヨ

ク
こ
と
を
知
レ
リ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
序
・
３
②
）

　
『
書
本
』
も
同
じ
く
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
神
宮
文
庫
本
正
和
三
年
点
『
古
文
尚
書
』
を
含
む
三
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
法
上
一
〇
オ
８
）
に
「
オ
ヨ

ク
（
平
平
上
濁
）
」
と
見
え
る
。

オ
ヨ
ブ
（
逮
）

　

○
鄙
に
似ノ

（
る
）
（
は
）
逮ヲ

ヨ

ハ
不
（
る
か
）
若
シ
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
異
俗
第
廿
・
69
④
）

　

○
鄙
に
似
（
る
）
（
は
）
逮オ

ヨ

ハ
不
（
る
）
か
若
し
〔
也
〕
（
『
書
本
』
巻
上
・
異
俗
第
廿
・
69
④
）

　
『
集
成
』
に
は
、
「
逮
」
字
を
「
オ
ヨ
ブ
・
ヲ
ヨ
ブ
」
と
訓
む
例
が
五
十
数
例
示
さ
れ
て
い
る
。

　

高
『
名
』
（
二
五
ウ
５
）
に
は
「
オ
ヨ
ホフ

ス
（
○
上
○平

濁

○
」
と
見
え
る
が
、
観
『
名
』
（
佛
上
二
六
ウ
４
）
に
は
「
ヲ
ヨ
ホ
フ
ス
」
、
西
念

寺
本
『
類
聚
名
義
抄
』
（
以
下
「
西
『
名
』
」
と
略
称
）
に
は
「
オ
ヨ
ホ
ス
」
と
あ
る
。
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カ
カ
グ
（
攘
）

　

○
攘カ

ヽ

ク
ル
に

臂
タ
ヽ
ム
キ

無
シ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
玄
用
第
六
十
九
・

240
④
）

　

○
攘カ

ヽ

ク
ル
に

臂
タ
ヽ
ム
キ

無
ク
（
『
書
本
』
巻
下
・
玄
用
第
六
十
九
・

240
④
）

　
『
集
成
』
に
は
、
「
攘
」
字
を
「
カ
カ
グ
」
と
訓
む
例
と
し
て
、
興
福
寺
蔵
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
傳
』
、
法
隆
寺
蔵
『
辨
正
論
』
、
天
理

図
書
館
蔵
『
三
教
指
帰
』
等
の
例
が
見
ら
れ
る
。

　

観
『
名
』
（
佛
下
本
三
五
ウ
６
）
に
「
カ
ヽ
ク
（
平
上
○
）
」
「
カ
ヽ
ク
ル
（
平
上
上
濁
○
）
」
と
見
え
る
。

カ
ガ
マ
ル
（
死
）

　

○
民
、
老
（
い
）

死
カ
ヽ
マ

ル
に
至
（
る
）
マ
（
て
）
に
（
『
書
本
』
巻
下
・
獨
立
第
八
十
・

270
⑤
）

『
群
本
』
も
「
死
ル
」
と
加
点
す
る
の
で
、
「
カ
ヽ
マ
ル
」
と
訓
む
か
。
『
梅
本
』
は
「
老
死
」
を
音
読
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
老
死
」
に
「
カ
ヽ
マ
リ
テ
」
と
加
点
す
る
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
天
永
四
年
点
『
文
集
』
の
例
が
見
ら
れ
る
が
、「
死
」

字
に
「
カ
ガ
マ
ル
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
ら
れ
な
い
訓
で
あ
る
。

カ
カ
ル
（
羅
）

　

○
何イ

カ
ヽ
ト
ナ者

レ
ハ
彼
の
〔
之
〕
民
の
罪ミ

天
に
〔
於
〕
羅カ

ヽ

リ
、
（
『
梅
本
』
巻
下
・
玄
用
第
六
十
九
・

241
③
）

　

○
何イ

カ
ン
ト
ナ者

レ
ハ
彼
の
〔
之
〕
民
、
罪
を
天
に
〔
於
〕
羅カ

ヽ

リ
、
（
『
書
本
』
巻
下
・
玄
用
第
六
十
九
・

241
③
）

　
『
集
成
』
に
は
、
「
羅
」
字
を
「
カ
カ
ル
」
と
訓
む
例
と
し
て
、
楊
守
敬
旧
蔵
『
将
門
記
』
、
東
大
寺
図
書
館
蔵
『
大
般
涅
槃
経
』
平
安
後

期
点
、吉
水
蔵
『
諸
仏
菩
薩
本
誓
願
要
文
集
』
等
の
例
を
初
め
と
し
て
十
例
の
指
摘
が
あ
る
。
観
『
名
』（
僧
中
七
オ
６
）
に
も
「
カ
ヽ
ル
（
平

平
上
・
平
上
○
）
」
と
見
え
る
。

カ
ク
ス
（
伏
）
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○
聖
人
は
光
を
伏カ

ク

サ
ン
コ
ト
ヲ
欲
す
（
『
梅
本
』
巻
下
・
守
微
第
六
十
四
・

224
①
）

　

○
聖
人
は

光
ヒ
カ
リ

を
伏カ

ク

サ
ン
こ
と
を
欲
す
（
『
書
本
』
巻
下
・
守
微
第
六
十
四

224
①
）

　
『
集
成
』
に
は
、保
延
二
年
本
『
法
華
経
単
字
』
、至
徳
三
年
本
『
法
華
経
音
訓
』
の
二
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、「
伏
」
字
に
は
「
カ

ク
ス
」
「
カ
ク
ル
」
「
カ
ク
レ
」
等
の
他
に
十
数
例
の
和
訓
が
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
（
佛
上
一
〇
オ
６
）
に
も
「
カ
ク
ス
（
平
上
平
）
」
と

あ
る
。

カ
シ
ラ
カ
カ
フ
（
蓬
累
）

　

○
其
の
人
を
得
不
レ

（
マ
マ
）

と
き
は
、
則
（
ち
）
、
蓬カ

シ
ラ
カ累ヽ

ヘ
而
行
ク
（
『
梅
本
』
巻
上
・
序
・
2
④
）

　

○
其
の
人
を
得
不
（
る
）
と
き
は
、
則
（
ち
）
、
蓬カ

シ
ラ
カ累ヽ

ヘ
テ
而
行サ

ル
【
左
傍
に
「
ユ
ク
・
ニ
ク
」
と
あ
る
】
（
『
書
本
』
巻
上
・
序
・
2
④
）

因
み
に
、
「
蓬
累
」
字
に
『
梅
本
』
に
は
「
ミ
タ
リ
カ
ハ
シ
ウ
」
、
『
書
本
』
に
は
「
カ
シ
ラ
カ
ヽ
ヘ
ミ
タ
リ
カ
ハ
シ
ウ
」
と
の
加
点
も
見
ら

れ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
蓬
累
」
字
を
「
カ
シ
ラ
カ
ヽ
ヱ
テ
」
と
加
点
す
る
例
と
し
て
、大
槻
文
彦
蔵
『
老
子
道
徳
経
』
の
例
が
示
さ
れ
て
あ
り
、

「
蓬
」
字
に
「
カ
シ
ラ
カ
ヽ
ヘ
テ
」
と
加
点
す
る
例
と
し
て
、大
谷
大
学
蔵
『
三
教
指
帰
注
集
』
長
承
三
年
点
の
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』

（
僧
上
二
〇
オ
２
）
に
「
カ
シ
ラ
カ
ヽ
フ
（
平
平
平
平
○
○
）
」
と
あ
る
。

カ
タ
チ
（
物
・
質
・
状
・
象
・
容
）

　

○

物
カ
タ
チ

無
（
き
）
に
〔
於
〕
復フ

ク

歸
す
（
『
梅
本
』
巻
上
・
賛
玄
第
十
四
・
48
⑤
）

　

○
復カ

ヘ

て
當
に
之
を

質
カ
タ
チ

無
（
き
）
に
〔
於
〕
歸
ス
當
ス
（
『
梅
本
』
巻
上
・
賛
玄
第
十
四
・
48
⑤
）

　

○
是
を
無
【
平
濁
】

状
シ
ヤ
ウ

ノ
〔
之
〕

状
カ
タ
チ

と
謂
フ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
賛
玄
第
十
四
・
48
⑤
）

　

○
無
物
の
〔
之
〕

象
カ
タ
チ

（
『
書
本
』
巻
上
・
賛
玄
第
十
四
・
49
①
）
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○
彊シ

ヒ

て
之コ

のか

容
カ
タ
チ

を
為ツ

ク

ル
（
『
梅
本
』
巻
上
・
賛
玄
第
十
四
・
51
①
）

因
み
に
、「
物
」
字
「
状
」
字
に
つ
い
て
は
、『
書
本
』
も
「
カ
タ
チ
」
と
加
点
す
る
が
、「
質
」
字
は
「
無
質
」
と
音
読
す
る
。
「
象
」
字
は
、

『
梅
本
』
は
「

象
シ
ヤ
ウ

【
去
】
」
と
加
点
す
る
。
な
お
、「
物
」
字
の
該
当
箇
所
の
割
注
に
「
物
は
質
【
入
】
也
」
（
『
梅
本
』
）・「
物
は
質
也
」
（
『
書

本
』
）
と
あ
る
。
『
書
本
』
も
「

容
カ
タ
チ

」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
象
」
字
の
例
と
し
て
、東
寺
金
剛
蔵
保
安
元
年
点
『
大
毘
盧
遮
那
経
疏
』
、至
徳
三
年
本
『
法
華
経
音
訓
』
の
二
例
、「
質
」

字
の
例
と
し
て
、
東
大
寺
図
書
館
蔵
平
安
後
期
点
『
大
般
涅
槃
経
』
、
石
山
寺
蔵
保
延
三
年
点
『
倶
舎
頌
疏
』
、
天
理
図
書
館
蔵
弘
安
九
年

寫
『
大
般
若
経
音
義
』
（
九
例
）
等
十
数
例
、
「
状
」
字
の
例
は
、
多
く
二
十
数
例
が
見
ら
れ
る
。
「
物
」
字
に
「
カ
タ
チ
」
と
加
点
す
る
例

は
見
ら
れ
な
い
。
「
容
」
字
に
「
カ
タ
チ
」
と
加
点
す
る
例
は
四
〇
数
例
見
ら
れ
る
。

　

観
『
名
』
（
佛
下
本
一
一
オ
３
）
に
、「
質
」
字
に
「
カ
タ
チ
」
、
（
佛
下
末
四
ウ
６
）
に
「
物
」
字
に
「
カ
タ
チ
（
上
上
○
）
」
、
（
佛
下
末

五
ウ
８
）
（
法
上
五
オ
１
）
（
佛
下
本
六
六
オ
４
）
に
「
状
」
字
に
「
カ
タ
チ
」
「
カ
タ
チ
」
「
カ
タ
チ
（
上
上
上
）
」
と
あ
る
。
（
佛
下
一
六

オ
７
）（
僧
下
五
五
ウ
６
）
に
「
カ
タ
チ
」「
カ
タ
チ
（
上
上
○
）
」
と
あ
る
。
「
象
」
字
に
つ
い
て
も
「
カ
タ
チ
」（
佛
下
末
一
六
オ
７
）
、「
カ

タ
チ
（
上
上
○
）
」
（
僧
下
五
五
ウ
６
）
と
見
え
る
。
「
容
」
字
に
「
カ
タ
チ
」
訓
は
見
え
な
い
。

カ
タ
ド
ル
（
象
）

　

○
帝
ノ
〔
之
〕
先
に

象
カ
タ
ト

ル
【
「
象
」
字
の
左
傍
に
「
ノ
ト
ル
」
】
（
『
梅
本
』
巻
上
・
橆
源
第
四
・
20
②
）

　

○
帝
（
の
）
先サ

キ

に

象
カ
タ
ト

ル
（
『
書
本
』
巻
上
・
橆
源
第
四
・
20
②
）

　
『
集
成
』
に
は
、「
象
」
字
に
「
カ
タ
ド
ル
」
と
訓
す
る
例
と
し
て
、
三
十
余
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
佛
下
末
一
六
オ
７
）
（
僧

下
五
五
ウ
６
）
に
「
カ
タ
ト
ル
（
上
上
○
○
）
」
「
カ
タ
ト
ル
（
上
上
上
濁
平
）
」
と
見
え
る
。

カ
タ
ナ
ス
（
結
）
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○

結
カ
タ
ナ

ス
者
は

縄
シ
ヨ
ウ

【
平
】
約エ

ウ

【
去
】
無
（
し
）
（
『
梅
本
』
巻
上
・
巧
用
第
廿
七
・
93
④
）

　

○

結
カ
タ
ナ

す
【
左
傍
に
「
ム
ス
フ
」
】
者
は
縄
【
平
】
約ヤ

ク

【
去
】
無
（
し
）
（
『
書
本
』
巻
上
・
巧
用
第
廿
七
・
93
④
）

　
『
集
成
』
中
の
「
結
」
字
に
は
、
二
十
種
の
和
訓
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
「
カ
タ
ナ
ス
」
は
見
え
な
い
。

　

図
『
名
』
（
三
〇
一
７
）
に
「
カ
タ
ナ
ス
（
上
上
上
平
）
」
と
見
え
る
。
な
お
、
観
『
名
』
（
法
中
六
二
オ
１
）
に
は
、
「
カ
タ
ナ
ル
（
○

上
上
○
）
」
と
あ
り
、
「
ル
」
の
右
傍
に
「
ス
」
と
あ
る
。

カ
ツ
（
尅
）

　

○
重
（
ね
）
て
徳
を
積
（
む
）
ト
キ
ハ
則
（
ち
）
尅カ

タ
（
ず
）
〔
不
〕
ト
云
（
ふ
）
こ
と
無
（
し
）
（
『
梅
本
』
巻
下
・
守
道
第
五
十
九
・

204
②
）

『
書
本
』
に
は
右
傍
に
「
カ
ツ
」
左
傍
に
「
カ
タ
」
と
加
点
す
る
。
両
本
の
巻
下
・
守
道
第
五
十
九
・

204
④
に
も
「
尅カ

タ
」
と
加
点
す
る
例

が
見
え
る
。
な
お
、
『
梅
本
』
に
は
「
尅
【
入
】
をマ

マ

勝
【
入
】
也
」
、
『
書
本
』
に
は
「
尅
【
入
】
は
勝
也
」
と
割
注
部
に
見
え
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、石
山
寺
蔵
長
寛
元
年
点
『
大
唐
西
域
記
』
、高
山
寺
蔵
鎌
倉
中
期
点
『
荘
子
』
、穂
久
邇
文
庫
蔵
元
弘
三
年
寫
『
五
行
大
義
』

の
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
観
『
名
』
（
法
下
七
三
ウ
４
）
に
「
カ
ツ
（
平
上
）
」
と
見
え
る
。

カ
ナ
シ
キ
カ
ナ
（
也
哉
）

　

○
道
に
非
（
ざ
）
る
也カ

ナ
シ
キ
カ
ナ哉

（
『
書
本
』
巻
下
・
益
證
第
五
十
三
・

182
③
）

　

○
道
に
非
スす

【
「
ス
」
に
合
点
あ
り
。
「
非
」
字
の
左
傍
に
「
ア
ラ
サ
ル
カ
ナ
」
と
見
え
る
。
】
（
『
群
本
』
巻
下
・
益
證
第
五
十
三
・

182
③
）

因
み
に
、
『
梅
本
』
に
は
「
也□

□
シ
キ
カ哉

」
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
・
観
『
名
』
に
は
見
ら
れ
な
い
例
で
あ
る
。

カ
ナ
シ
ブ
（
憐
）
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○
貴
（
く
）
シ
て
は
當
に
賤
を

憐
カ
ナ
シ

フ
當
シ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
運
夷
第
九
・
31
②
）

『
書
本
』
に
は
「
憐ア

」
、
『
群
本
』
に
は
「
憐
フ
」
と
加
点
が
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
保
延
二
年
『
法
華
経
単
字
』
他
七
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
図
『
名
』
（
二
五
五
２
）
に
「
カ
ナ
シ
フ
（
上
上
上
平
濁
）
」

と
あ
る
。
因
み
に
、
観
『
名
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

カ
ヌ
（
懐
）

　

○
山
を
懐カ

ネ
、
陵ヲ

カ

に
襄ノ

ホ

リ
鐵
を
摩ス

リ
、
（
『
書
本
』
巻
下
・
任
信
第
七
十
八
・

263
③
）

因
み
に
、
『
梅
本
』
に
は
「
懐
」
字
の
右
傍
に
「
包
也
」
と
義
注
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
東
洋
文
庫
本
鎌
倉
初
期
寫
『
史
記
夏
本
紀
』
、
金
澤
文
庫
本
弘
安
四
年
寫
『
弘
決
外
典
鈔
』
等
八
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

観
『
名
』
（
法
中
四
四
ウ
４
）
に
「
懐
」
字
に
「
カ
ネ
タ
リ
（
平
上
○
○
」
）
と
あ
り
、
「
ネ
」
の
右
傍
に
「
ヌ
（
上
）
」
と
あ
る
。

カ
ハ
ル
（
渝
）

　

○
質
【
入
】
直
【
入
】
は
渝カ

ハ

ル
【
左
傍
に
「
ア
サ
キ
」
と
加
点
】
か
若
（
し
）
（
『
梅
本
』
巻
下
・
同
異
第
四
十
一
・

147
①
）

　
『
集
成
』
に
は
、
大
槻
文
彦
蔵
天
正
六
年
寫
『
老
子
道
徳
経
』
の
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

観
『
名
』（
法
上
六
ウ
５
）
に
「
カ
ハ
ル
」
、図
『
名
』（
二
三
１
）
に
「
カ
ハ
ル
（
○
上
○
）
」
と
あ
る
。
蓮
成
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』（
中

一
・
八
ウ
１
・
以
下
「
蓮
『
名
』
」
と
略
称
）
に
は
「
カ
ハ
ル
（
上
上
○
）
」
と
あ
る
。

カ
ヘ
ル
（
渝
）

　

○
質
直
は
渝カ

ヘ

ル
か
若
し
（
『
書
本
』

147
①
）

　
『
集
成
』
に
は
「
カ
ハ
ル
」
は
見
え
る
が
「
カ
ヘ
ル
」
の
例
は
見
え
な
い
。
観
『
名
』（
法
上
六
ウ
５
）
に
「
カ
ヘ
ル
」
と
あ
り
、図
『
名
』

（
二
三
１
）
に
「
カ
ヘ
ス
（
平
○
○
）
」
と
見
え
る
。
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カ
ル
（
槁
・
死
）

　

○
其
レ
死カ

ル
ヽ
と
き
は
〔
也
〕
枯カ

レ
槁カ

レ
ヌ
【
上
記
の
訓
は
左
傍
に
あ
り
、
右
傍
に
は
「
枯コ

槁カ
ウ

す
」
と
あ
る
。
】
（
『
梅
本
』
巻
下
・
戒
強

第
七
十
六
・

259
①
）

　

○
其
れ
死カ

ル
（
る
）
【
左
傍
に
「
カ
レ
ヌ
ル
」
と
加
点
】
と
き
は
〔
也
〕
、
枯
槁
【
上
】
な
り
（
『
書
本
』
巻
下
・
戒
強
第
七
十
六
・

259
①
）

　
『
集
成
』
に
は
、「
槁
」
字
の
例
と
し
て
、
法
隆
寺
蔵
保
安
四
年
点
『
辨
正
論
』
、
保
延
二
年
寫
『
法
華
経
単
字
』
の
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

「
死
」
字
に
「
カ
ル
」
と
訓
す
る
例
と
し
て
は
十
数
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
観
『
名
』（
佛
下
本
五
三
オ
７
）
に
「
槁
」
字
に
「
カ
ル
（
上
平
）
」
、

『
同
』
（
法
下
六
八
ウ
４
）
に
は
「
死
」
字
に
「
カ
ル
（
上
平
）
」
と
見
ら
れ
る
。

キ
ハ
マ
ル
（
勝
）

　

○
サ
ワ
カ

シ
キ
こ
と

勝
キ
ワ
マ

レ
ル
と
き
は
寒
し
（
『
梅
本
』
巻
下
・
洪
徳
四
十
五
・

159
③
）

　

○

躁
サ
ハ
カ

し
き
こ
と
に

勝
キ
ハ
マ

（
リ
）
て
は
寒
し
（
『
書
本
』
巻
下
・
洪
徳
四
十
五
・

159
③
）

因
み
に
、
『
梅
本
』
『
書
本
』
共
に
、
割
注
部
に
「
勝
【
去
】
は
極
【
入
】
（
な
り
）
〔
也
〕
」
と
義
注
が
見
え
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
勝
」
字
に
「
キ
ハ
マ
ル
」
と
加
点
す
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。

キ
ル
（
闔
）

　

○
天
門
開ヒ

ラ

ケ
闔キ

ル
【
別
に
「
ト
ツ
」
「
カ
ル
」
と
も
加
点
】
（
『
梅
本
』
巻
上
・
能
為
第
十
・
35
③
）

　

○
天
【
平
】
門
【
平
】
開
【
平
】
闔キ

【
入
】
ル
（
『
書
本
』
巻
上
・
能
為
第
十
・
35
③
）

『
書
本
』
に
は
、
「
闔
」
字
に
「
六
（
音
）
合
」
と
字
音
注
の
加
点
も
見
ら
れ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
石
山
寺
蔵
長
暦
四
年
点
『
金
剛
界
念
誦
次
第
私
記
』
の
例
一
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
に
は
見
え
な
い
。
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ク
ク
ル
（
潜
）

　

○
道
は
潜ク

ヽ

リ
隠
レ
て
人
を
（
し
て
）
〔
使
〕
能
ク
指□

シ
名
ク
ル
コ
ト
无
カ
ラ
使シ

【
「
シ
」
は
左
傍
】
ム
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
同
異
第

四
十
一
・

147
⑥
）

『
書
本
』
は
「
道
は
潜カ

ク

レ
隠
（
れ
て
）
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
潜
」
字
に
「
ク
ク
ル
」
と
訓
す
る
用
例
は
八
例
見
え
る
。
観
『
名
』
（
法
上
一
三
ウ
８
）
に
「
タマ

マ

ヽ
ル
（
平
平
上マ

 
マ濁

）
」
、

図
『
名
』
（
一
三
６
）
に
「
ク
ヽ
ル
（
平
平
濁
上
）
」
と
あ
る
。

ク
ジ
ク
（
屈
）

　

○
大
【
去
】
直
【
入
】
は
屈ク

シ

ケ
タ
ル
か
若
シ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
洪
徳
第
四
十
五
・

158
④
）

『
書
本
』
『
群
本
』
も
「
ク
シ
ク
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
屈
」
字
に
「
ク
ジ
ク
」
と
加
点
す
る
例
と
し
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
日
本
書
紀
』
、
東
洋
文
庫
蔵
至
徳
三
年
『
法
華

経
音
訓
』
お
よ
び
「
枉
屈
」
に
「
マ
（
ケ
）
ク
シ
カ
レ
タ
ル
コ
ト
ク
オ
ホ
ス
」
（
宮
内
庁
書
陵
部
『
日
本
書
紀
』
）
の
三
例
を
示
し
て
あ
る
。

観
『
名
』
（
法
下
四
五
ウ
４
）
に
も
「
ク
シ
ク
（
上
上
濁
○
）
」
と
あ
る
。

ク
チ
（
門
）

　

○
其
（
の
）
門ク

チ

を
閇
（
づ
る
）
と
き
は
（
『
梅
本
』
巻
下
・
帰
元
第
五
十
二
・

177
⑤
）

『
書
本
』
も
「
門
」
字
に
「
ク
チ
」
と
加
点
さ
れ
る
。
な
お
、『
梅
本
』
に
は
「
門モ

ン

は
口
（
な
り
）
〔
也
〕
」
、『
書
本
』
に
も
「
門
は
口
（
な
り
）

〔
也
〕
」
と
割
注
部
に
見
え
る
。

　
『
集
成
』
に
は
「
門
」
字
に
「
ク
チ
」
と
加
点
す
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
。
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ク
ツ
ガ
ヘ
ル
（
蹙
）

　

○
将
に

蹙
ク
ツ
カ
ヘ

ラ
ン
【
「
ク
ツ
カ
ヘ
ル
」
は
左
傍
に
あ
り
、右
傍
に
は
「
タ
フ
レ
ン
」
と
あ
る
】
こ
と
を
恐
（
ぢ
）
ヨ
（
と
）（
す
）〔
将
〕（
『
梅

本
』
巻
下
・
法
文
第
三
十
九
・

139
③
）

　

○
将
に

蹙
ク
ツ
カ
ヘ

ラ
ン
【
「
ク
ツ
カ
ヘ
ル
」
は
左
傍
に
あ
り
、右
傍
に
は
「
タ
フ
レ
ン
」
と
あ
る
】
こ
と
を
恐
（
づ
）
（
べ
し
）
〔
将
〕
（
『
書
本
』

法
文
第
三
十
九
・

139
④
）

　

○
将
に

蹙
ク
ツ
カ
ヘ

ラ
（
む
）
こ
と
を
恐
（
ぢ
）
ヨ
と
将す

（
『
群
本
』
法
文
第
三
十
九
・

139
④
）

　
『
集
成
』
に
は
、
「
ク
ツ
ガ
ヘ
ル
」
に
「
蹙
」
字
の
例
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
。

ク
ラ
（
奥
）

　

○
万
物
の
〔
之
〕
奥ク

ラ

な
り
（
『
書
本
』
巻
下
・
為
道
第
六
十
二
・

212
②
）

『
群
本
』
に
は
、左
傍
に
「
ク
ラ
」
と
あ
り
、合
点
の
加
点
が
有
る
。
右
傍
に
は
「
ア
ウ
」
と
あ
る
。
割
注
部
に
は
「
奥
は
蔵
【
去
】
（
な
り
）

〔
也
〕
」
（
『
梅
本
』
『
書
本
』
）
、
「
奥
【
去
】
は
蔵
【
去
】
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
群
本
』
）
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
ク
ラ
」
に
「
奥
」
字
の
例
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
「
奥
」
字
に
「
ク
ラ
」
は
見
え
な
い
。

ケ
タ
（
方
）

　

○
能
ク
方ケ

タ

に
能
（
く
）

圓
マ
ト
カ

ニ
シ
て
（
『
梅
本
』
巻
上
・
易
性
第
八
・
29
⑤
）

『
書
本
』
も
「
ケ
タ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
方
」
字
に
「
ケ
タ
」
と
す
る
例
は
十
数
例
と
多
く
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』（
僧
中
一
六
ウ
７
）
に
「
ケ
タ
ニ
（
平
上
○
）
」

と
あ
る
。
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ケ
タ
ル
（
辱
）

　

○
大
白
は
辱ケ

タ

レ
タ
ル
【
「
ケ
タ
」
の
「
タ
」
の
右
傍
に
「
カ
」
】
か
若
（
し
）
（
『
梅
本
』
巻
下
・
同
異
第
四
十
一
・

146
③
）

『
書
本
』
は
「
辱ケ

カ

レ
た
る
か
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
ケ
タ
ル
」
は
見
え
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
。

ケ
ヅ
ル
（

）

　

○
大
匠
に
代
リ
テ

ケ
ツ

ル
と
き
は
其
（
の
）
手
を
傷
（
ら
）
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
制
惑
第
七
十
四
・

255
①
）

『
書
本ケ

』
も
「

ケ

（
る
）
と
き
は
」
と
加
点
す
る
。
『
集
成
』
に
は
見
当
た
ら
な
い
字
で
あ
る
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。

ケ
フ
（
此
）

　

○
吾レ

何
を
以
て
其
の
然
ル
こ
と
を
知
（
る
）
ト
ナ
ラ
ハ
此ケ

フ

【
「
ケ
フ
」
は
左
傍
に
あ
り
、
右
傍
の
仮
名
点
は
不
詳
】
（
を
）
以
（
て
）
ナ

リ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
凉
風
第
五
十
七
・

195
③
）

『
書
本
』
は
「
此
」
字
に
「
イ
マ
」
と
加
点
す
る
。
割
注
部
に
は
、「
此
は
今
【
平
】
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
梅
本
』
）
、「
此
は
今
（
な
り
）
〔
也
〕
」

（
『
書
本
』
）
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
ケ
フ
」
に
「
此
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
（
佛
中
四
四
オ
７
）
に
「
此
日
」
に
「
ケ
フ
」
と
見
え
る
が
、
「
此
」

字
の
み
に
「
ケ
フ
」
と
す
る
も
の
は
な
い
。

コ
ト
ゴ
ト
ク
（
弾
・
既
）

　

○
水
、
濁
（
り
）

弾
コ
ト
コ
ト

ク
【
左
傍
に
「
ヒ
ク
」
と
加
点
】
流
（
れ
）
て
之
（
に
）
居
り
〔
之
〕
（
『
書
本
』
巻
上
・
易
性
第
八
・
28
④
）

『
梅
本
』
に
は
「
争ソ

ヒ
流
（
れ
）
てテ

」
と
あ
り
、
「
弾
」
字
は
見
え
な
い
。
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○
名
ア
リ
ト
云
は
亦
、

既
コ
ト
コ
ト

ク
に
有
り
（
『
梅
本
』
巻
下
・
聖
徳
第
卅
二
・

115
④
）

『
書
本
』
も
「
コ
ト
コ
ト
ク
に
」
と
加
点
す
る
。
「
既
【
去
】
は
盡
【
上
】（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
梅
本
』
）
、「
既
は
盡
【
去
】（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
書

本
』
）
と
割
注
に
見
え
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
東
寺
金
剛
蔵
永
保
三
年
寫
『
観
自
在
大
悲
成
就
念
誦
儀
軌
』
の
「
既
く

」
の
例
が
一
例
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
佛

下
末
二
ウ
８
）
に
「
コ
ト
〳
〵
ク
（
平
上
○
○
○
）
」
と
あ
る
。
「
弾
」
字
に
は
「
コ
ト
ゴ
ト
ク
」
訓
は
見
え
な
い
。
但
し
、
「
殫
」
字
を
掲

出
し
、「
□
（
殫
か
、
彈
か
）
コ
ト
ヽ
ヽ
ク
ニ
」
と
し
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
保
延
四
年
点
『
文
鏡
秘
府
論
』
の
例
が
一
例
示
さ
れ
て
い
る
。

コ
ト
コ
ト
ニ
（
幾
）

　

○
水
性
、道
與
同
（
く
）
シ
テ

幾
コ
ト
コ
ト

ニ
ス
【
「
コ
ト
コ
ト
ニ
ス
」
は
左
傍
に
あ
り
、「
幾
」
字
の
右
傍
に
は
「
チ
カ
シ
」
と
加
点
】
（
『
書
本
』

巻
上
・
易
性
第
八
・
28
⑤
）

因
み
に
、
『
梅
本
』
は
「

幾
ホ
ト
ホ
ト

」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
幾
」
字
に
「
コ
ト
コ
ト
ニ
」
と
加
点
す
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。

コ
ノ
ム
（
喜
）

　

○

怒
イ
カ
リ

を
喜コ

ノ

ム
ト
キ
ハ
魂
を

亡
ウ
シ
ナ

【
平
濁
】
フ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
能
為
第
十
・
32
⑤
）

『
書
本
』
も
「
喜
」
字
に
「
コ
ノ
ム
」
と
加
点
す
る
。
因
み
に
左
傍
に
「
許
記
反
」
と
字
音
注
記
も
見
ら
れ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
喜
」
字
に
「
コ
ノ
ム
」
と
加
点
す
る
例
は
二
十
数
例
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

コ
ハ
シ
（
羸
・
彊
）

　

○
或
（
る
）
ト
キ
ハ
彊コ

ハ

ク
、
或
（
る
と
き
）
は
羸コ

ハ

シ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
無
為
第
廿
九
・

103
④
）

『
書
本
』
も
「
彊コ

ハ

ク
」
「
羸コ

ハ

シ
」
と
加
点
す
る
。
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『
集
成
』
に
は
、
「
コ
ハ
シ
」
に
「
羸
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。

　

○
果
に
（
し
）
而て

彊コ
ハ

キ
（
右
傍
に
「
シ
フ
ル
」
と
あ
り
、
「
コ
ハ
キ
」
は
左
傍
に
加
点
す
る
）
こ
と
勿
レ
（
『
梅
本
』
巻
上
儉
武
第
三
十
・

107
④
）

『
書
本
』
『
群
本
』
は
「
強
」
字
に
作
り
、
「
シ
（
ふ
）
る
」
「
シ
フ
ル
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、東
北
大
学
蔵
延
久
五
年
点
『
史
記
孝
文
本
紀
』
を
含
む
四
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、「
彊
」「
羸
」
字
と
も
に
、観
『
名
』

に
は
「
コ
ハ
シ
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。

コ
ヤ
ス
（
糞
）

　

○
治
（
む
る
）
者の

は
陽
精
【
平
】
を
却
イ
テ
以
て
其
の
身
を
糞コ

ヤ

ス
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
儉
欲
第
四
十
六
・

161
③
）

『
書
本
』
も
「
糞コ

ヤ

ス
」
と
加
点
す
る
。
『
群
本
』
は
当
該
箇
所
を
欠
く
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
糞
」
字
に
「
コ
ヤ
ス
」
訓
の
例
は
見
え
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。

コ
ヱ
シ
ヒ
（
唖
）
→　
コ
ヱ
カ
ル
（
唖
）

　

○
終ヒ

メ
モ
ス日

に
號ナ

ケ

レ
【
上
平
平
】
ト
モ
嗄コ

エ

カ
レ
（
ざ
る
）
〔
不
〕
こ
と
、
（
『
梅
本
』
巻
下
・
玄
符
第
五
十
五
・

189
⑤
）
の
「
嗄
」
字
の
右
傍

に
「
唖
」
字
を
補
い
、
「
オ
シ
ナ
ラ
・
コ
エ
シ
ヒ
・
ア
イ
」
と
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
コ
ヱ
シ
ヒ
」
、次
項
の
「
コ
ヱ
カ
ル
」
と
も
に
掲
出
さ
れ
て
い
な
い
。
「
唖
」
字
に
は
「
オ
シ
」
「
オ
フ
シ
」
「
コ
ワ
ガ
ル
」

の
和
訓
が
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
に
は
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。

コ
ヱ
カ
ル
（
唖
）
→　
コ
ヱ
シ
ヒ
（
唖
）

　

○
終
日
に
號ナ

ケ

（
れ
）
と
も
而
て
唖
【
去
】
せ
【
「
唖
」
字
の
左
傍
に
「
ア
キ
ト
ハ
・
コ
ウ
ェ
カ
レ
・
ム
セ
ハ
ス
」
と
見
え
る
】
不す

と
（
『
書

本
』
巻
下
・
玄
符
第
五
十
五
・

189
④
）
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『
集
成
』
・
観
『
名
』
と
も
に
見
え
な
い
和
訓
で
あ
る
。

サ
イ
ハ
ヒ
（
祐
）

　

○
神
明
に

祐
サ
イ
ハ
イ

（
せ
）
所ラ

ル
（
『
梅
本
』
巻
上
・
韜
光
第
七
・
27
③
）

『
書
本
』
は
「
祐タ

ス

ケ
所ラ

ル
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
東
大
寺
図
書
館
蔵
平
安
後
期
点
『
大
般
涅
槃
経
』
の
例
等
五
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
法
下
二
ウ
５
）
に
「
サ

イ
ハ
ヒ
（
上
上
上
上
）
」
と
あ
る
。

サ
カ
フ
（
忤
）

　

○
太ハ

タ
厚
（
く
）
シ
テ
道
に
違タ

カ

ヒ
天
に
忤サ

カ

ヘ
妄
（
り
）
に
行ユ

イ
テ
紀キ

ヲ
失ナ

フ
ヲ
以
て
ナ
リ
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
貴
生
第
五
十
・

172
⑤
）

『
書
本
』
も
「
忤サ

カ

ヘ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、京
都
国
立
博
物
館
蔵
『
日
本
書
紀
』
、大
谷
大
学
蔵
長
承
三
年
寫
『
三
教
指
帰
』
の
例
等
六
例
が
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』（
法

中
三
七
ウ
５
）
に
も
「
サ
カ
フ
」
、
図
『
名
』
（
二
四
五
６
）
に
も
「
サ
カ
フ
（
上
上
平
）
」
と
あ
る
。

サ
カ
ユ
（
昌
）

　

○
国
を
治
（
む
る
）
と
き
は
則
（
ち
）
、
国
、
富
ム
、
民
昌サ

カ

ユ
（
『
書
本
』
巻
上
・
仁
徳
第
卅
五
・

125
①
）

『
梅
本
』
は
「
昌サ

カ

ヘ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
知
恩
院
蔵
平
安
初
期
点
『
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
』
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
承
暦
三
年
点
『
金
光
明
最
勝
王
経
音
義
』
、
京
都

国
立
博
物
館
蔵
天
永
四
年
点
『
文
集
』
の
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』（
佛
中
四
四
ウ
２
）
に
「
サ
カ
ユ
（
上
上
○
）
」
と
あ
る
。
高
『
名
』

（
九
三
オ
６
）
に
も
「
サ
カ
ユ
（
上
上
○
）
」
と
あ
る
。
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サ
キ
（
雄
）

　

○
其
（
の
）
雄サ

キ

【
左
傍
に
「
ヲ
」
】
ヲを

知シ

リ
其
（
の
）
雌ノ

チ

【
左
傍
に
「
メ
」
】
ヲを

守
（
り
）
（
『
梅
本
』
巻
上
・
反
朴
第
廿
八
・
96
④
）

　

○
其
（
の
）
雄サ

キ

【
「
サ
キ
」
は
左
傍
に
あ
り
、右
傍
に
は
「
タ
ト
キ
」
と
あ
る
】
を
知
（
り
）
其
の

雌
イ
ヤ
シ
キ

【
左
傍
に
は
「
ノ
チ
」
と
加
点
】

を
守
（
る
）
と
き
は
（
『
書
本
』
巻
上
・
反
朴
第
廿
八
・
96
④
）

　
『
集
成
』
に
は
、
「
サ
キ
」
に
「
雄
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
ら
れ
な
い
。

サ
ク
（
去
）

　

○
嗜
欲
（
を
）
除ノ

（
き
て
）
乱
【
去
】
煩
【
平
】
（
を
）
去サ

ク
〔
也
〕
（
『
書
本
』
巻
上
・
安
民
第
三
・
17
②
）

『
梅
本
』
は
「
去ス

ツ
」
と
あ
る
。

　

○
聖
人
は
甚
（
を
）
去サ

ケ
（
『
書
本
』
巻
上
・
無
為
第
廿
九
・

104
①
）

　

○
聖
人
は
甚シ

ム

【
去
】
（
を
）
去サ

ケ
、
奢
【
平
】
を
去サ

ケ
、
泰
【
去
】
を
去サ

ク
（
『
群
本
』
巻
上
・
無
為
第
廿
九
・

104
①
）

『
梅
本
』
は
「
甚シ

ム

【
上
】
を
去ス

【
上
】
テ
」
と
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
去
」
字
に
「
サ
ク
」
と
加
点
す
る
例
は
、
八
十
数
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
に
は
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。

サ
グ
ル
（
採
）

　

○
死
（
ぬ
る
）
ト
キ
ハ
冢
ヲ
堀ホ

リ

柩
ヒ
ツ
キ

ヲ
採サ

ク

ル
〔
之
〕

患
ウ
レ
ヘ

有
リ
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
立
成
第
四
十
四
・

155
⑤
）

当
該
箇
所
は
、「
死
（
ぬ
る
）
と
き
は

發
ア
ハ
キ

キ
掘ホ

ラ
ル
ヽ
〔
之
〕
患ヘ

」
（
『
書
本
』
）
、「
死
（
ぬ
）
ル
ト
キ
ン
ハ
發ア

ハ

キ
掘ホ

ル
〔
之
〕
患ヘ

」
（
『
群
本
』
）

と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
法
隆
寺
蔵
天
治
三
年
点
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
傳
』
、
吉
水
蔵
院
政
期
点
『
真
言
浅
深
随
聴
記
』
か
ら
の
二
例
が
示
さ

れ
て
い
る
。
観
『
名
』
に
は
見
え
な
い
。



78

サ
ス
（
螫
）

　

○
毒
【
入
】
虫
、
螫サ

ヽ
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
玄
符
第
五
十
五
・

188
③
）

『
書
本
』
も
「
螫サ

ヽ
不す

」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
二
十
数
例
弱
の
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
観
『
名
』
（
僧
下
一
〇
ウ
７
）
に
「
サ
ス
（
平
上
）
」
と
あ
る
。

サ
ム
シ
（
吹
）

　

○
或
（
る
）
時
（
は
）
吹サ

ム

シ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
無
為
第
廿
九
・

103
③
）

『
書
本
』
も
「
吹サ

ム

シ
」
と
加
点
す
る
。
割
注
部
に
「
吹
【
平
・
去
】
は
寒
（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
梅
本
』
）
、「
吹
は
寒
（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
書
本
』
）

と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
サ
ム
シ
」
に
「
吹
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
（
佛
中
二
六
オ
７
）
に
「
サ
ム
シ
」
と
あ
る
。
因
み
に
、
高
『
名
』

（
七
三
ウ
６
）
に
は
「
平
平
上
」
と
差
声
さ
れ
て
い
る
。

サ
ル
（
行
）

　

○
其
の
人
を
得
不
（
る
）
と
き
は
則
（
ち
）
蓬
累
し
【
右
傍
に
「
カ
シ
ラ
カ
ヽ
ヘ
テ
」
、
左
傍
に
「
カ
シ
ラ
カ
ヽ
へ
ミ
タ
リ
カ
ハ
シ
ウ
」

の
加
点
が
あ
る
】
（
て
）
〔
而
〕
行サ

ル
【
左
傍
に
「
ユ
ク
」
「
ニ
ク
」
の
加
点
が
あ
る
】
（
『
書
本
』
巻
上
・
序
・
2
④
）

『
梅
本
』
に
は
「
ユ
ク
」
訓
の
み
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
サ
ル
」
に
「
行
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
（
佛
上
二
四
ウ
８
）
に
は
「
サ
ル
（
上
平
）
」
と
あ
る
。

サ
ワ
ガ
シ
（
躁
）

　

○
静
ナ
ル
は

躁
サ
ワ
カ

シ
キ
か
君
為タ

リ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
重
徳
第
廿
六
・
89
④
）

『
書
本
』
『
群
本
』
も
各
々
「

躁
サ
ハ
カ

シ
き
【
左
傍
に
「
祖
到
反
」
と
あ
る
】
」
「

躁
サ
ハ
カ

シ
キ
」
と
加
点
す
る
。
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『
集
成
』
に
は
、「
躁
」
字
の
「
サ
ワ
グ
」
訓
と
し
て
五
例
が
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』（
法
上
三
八
ウ
２
）
に
は
「
サ
ハ
カク

シ
（
平
平
○平

○
）
」

と
見
え
る
。

シ
ク
（
賦
）

　

○
下
を
賦シ

キ
テ
【
左
傍
に
「
ノ
ヘ
テ
」
と
加
点
】
自
ら
以
て
奉
す
〔
也
〕
（
『
書
本
』
巻
下
・
論
徳
第
三
十
八
・

133
①
）

『
梅
本
』
は
「
賦
（
し
て
）
」
（
無
加
点
）

　
『
集
成
』
に
は
、
「
シ
ク
」
に
「
賦
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
（
二
オ
６
）
に
は
「
シ
ク
（
上
平
）
」
と
見
え
る
。

シ
タ
ガ
フ
（
脩
）

　

○
成
に
因
り
、
故
に

脩
シ
タ
カ

フ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
恩
始
第
六
十
三
・

216
①
）

『
書
本
』
も
「

脩
シ
タ
カ

フ
」
と
加
点
す
る
。
『
集
成
』
に
も
、
前
田
育
徳
会
蔵
長
治
二
年
点
『
冥
報
記
』
を
含
む
六
例
が
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』

に
は
見
ら
れ
な
い
。

シ
ツ
カ
ナ
リ
（
安
・
寧
・
恬
）

　

○
身
【
平
】
躰
【
上
】

安
シ
ツ
カ

ニ
シ
而
大
【
去
】
壽
（
な
り
）
〔
之
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
仁
徳
第
卅
五
・

123
④
）

　

○
一
を
得
（
て
）
以
て

寧
シ
ツ
カ

ナ
リ
【
「
シ
ツ
カ
ナ
リ
」
は
左
傍
に
あ
り
、
右
傍
に
は
「
ヤ
ス
シ
」
と
加
点
】
（
『
書
本
』
巻
下
・
法
文
第

三
十
九
・

136
②
）

因
み
に
、
『
群
本
』
も
『
書
本
』
と
同
じ
き
加
点
を
す
る
。

　

○
當
に

恬
シ
ツ
カ

ナ
ル
こ
と
孾
兒
の
造
【
去
】
為
【
平
】
ス
ル
所
（
『
梅
本
』
巻
下
・
忘
知
第
四
十
八
・

166
④
）

因
み
に
、
『
書
本
』
も
「

恬
シ
ツ
カ

ナ
ル
こ
と
」
と
加
点
す
る
。
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『
集
成
』
に
は
、
「
安
」
字
の
例
と
し
て
は
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
天
永
四
年
点
『
文
集
』
を
含
む
六
例
が
、
「
恬
」
の
例
と
し
て
は
、
東

寺
金
剛
蔵
蔵
康
平
七
年
点
『
佛
頂
尊
勝
心
破
地
獄
法
』
を
含
む
十
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
が
、
「
寧
」
字
の
例
は
見
ら
れ
な
い
。

　

観
『
名
』（
佛
下
末
一
五
ウ
８
）
に
は
「
安
」
字
に
「
シ
ツ
カ
ナ
リ
（
平
平
濁
平
○
○
）
」
、「
恬
」
字
は
『
同
』（
法
中
四
〇
ウ
６
）
に
「
シ

ツ
カ
ナ
リ
（
○
上
濁
○
○
○
）
」
と
あ
る
。
「
寧
」
字
に
つ
い
て
は
、
『
同
』
（
法
下
二
五
ウ
４
）
に
「
シ
ツ
カ
ニ
」
と
あ
る
。

シ
ナ
フ
（
哀
）

　

○
哀シ

ナ

ヘ
ル
【
左
傍
に
は
「
カ
ナ
シ
フ
」
と
加
点
】
者
ト
云
は
慈
【
平
】
仁
【
平
濁
】
ア
（
り
）
て
（
『
梅
本
』
巻
下
・
玄
用
第
六
十
九
・

242
③
）

『
書
本
』
に
は
「
哀
ヘ
ル
」
、
『
群
本
』
に
は
「
哀シ

フ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
シ
ナ
フ
」
に
「
哀
」
字
の
例
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
。

シ
ヒ
テ
（
彊
）
→　
シ
ヒ
ニ
（
彊
）

　

○
彊シ

ヒ

て
我
か
為
に
書
【
平
】
を

着
ア
ラ
ハ

セ
【
左
傍
に
は
「
シ
ル
セ
」
と
あ
る
】
と
云
（
『
梅
本
』
巻
上
・
序
・
4
③
）

因
み
に
、
『
書
本
』
も
「
彊シ

ヒ

て
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
彊
」
字
に
「
シ
ヒ
テ
」
次
項
の
「
シ
ヒ
ニ
」
訓
の
例
は
見
ら
れ
な
い
。
因
み
に
、
『
集
成
』
に
は
、
「
彊
」
字
の
訓
と

し
て
「
ア
マ
リ
」
「
カ
ギ
リ
」
「
キ
ハ
マ
リ
」
「
ク
ニ
」
「
コ
ハ
シ
」
「
ス
ク
ム
」
「
ヲ
フ
」
等
が
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
訓
で

あ
る
。

シ
ヒ
ニ
（
彊
）
→　
シ
ヒ
テ
（
彊
）

　

○
彊シ

ヒ

（
に
）【
右
傍
に
「
ア
ナ
カ
チ
」
、左
傍
に
「
シ
ヒ
」
と
加
点
さ
れ
て
い
る
。
】
詰
リ
問
フ
テ
而
て
得
可
（
か
ら
）（
ず
）〔
不
也
〕（
『
梅

本
』
巻
上
・
賛
玄
第
十
四
・
47
④
）
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『
書
本
』
に
は
「
彊シ

ヒ

」
と
の
み
加
点
さ
れ
て
い
る
。
前
項
「
シ
ヒ
テ
」
と
の
関
連
で
考
え
れ
ば
、当
然
「
シ
ヒ
テ
」
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、『
梅

本
』
の
右
傍
の
加
点
「
ア
ナ
カ
チ
」
訓
を
考
慮
し
て
「
シ
ヒ
ニ
」
と
し
た
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
。

シ
メ
ス
（
見
）

　

○
素
を
見シ

メ

シ
【
左
傍
に
は
「
ア
ラ
ハ
シ
」
と
あ
る
。
因
み
に
合
点
あ
り
。
】
撲
を
抱イ

タ

ク
（
『
群
本
』
巻
上
・
還
淳
第
十
九
・
64
③
）

『
梅
本
』
『
書
本
』
に
は
「

見
ア
ラ
ハ

シ
」
と
加
点
さ
れ
て
い
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
天
理
図
書
館
蔵
平
安
後
期
点
『
五
臣
注
文
選
』
、
東
洋
文
庫
蔵
保
延
五
年
点
『
春
秋
経
傳
集
解
』
等
十
例
が
示
さ
れ
て

い
る
。
観
『
名
』
（
佛
中
四
二
オ
１
）
に
「
シ
メ
ス
（
上
平
上
）
」
と
あ
る
。

シ
リ
ゾ
ク
（
黜
）

　

○
世ヨ

能
ク
、
及
（
ぶ
）
こ
と
莫
キ
ハ
、
則
（
ち
）
、

點
シ
リ
ソ

ク
〔
之
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
序
・
5
⑤
）

『
書
本
』
に
も
「

點
シ
リ
ソ

ク
」
と
あ
り
、
更
に
左
傍
に
「
―
退
」
の
義
注
が
見
え
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
石
山
寺
蔵
長
和
五
年
点
『
菩
薩
戒
経
』
、
天
理
図
書
館
蔵
平
安
後
期
点
『
五
臣
注
文
選
』
等
七
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。

　

観
『
名
』
（
佛
下
本
三
六
オ
８
）
に
「
シ
リ
ソ
ク
（
平
平
平
濁
平
）
」
と
見
ら
れ
る
。

シ
ル
シ
（
徴
）

　

○
生
ル
ヽ
ト
キ
ニ
シ
てテ

老
のノ

徴
シ
ル
シ

有
（
り
）
（
『
梅
本
』
巻
上
・
序
・
１
⑤
）

『
書
本
』
も
同
じ
に
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
二
十
例
に
近
い
用
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
観
『
名
』
（
佛
上
二
二
ウ
８
）
に
「
シ
ル
シス

（
○
○
上
）
」
、
高
『
名
』
（
二
二

オ
１
）
に
も
「
シ
ル
シ
（
上
上
上
）
」
と
あ
る
。
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ス
ガ
タ
（
質
）

　

○
朴
ニ
シ
テ
且
（
つ
）

質
ス
カ
タ

ナ
リ
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
顕
質
第
八
十
一
・

271
④
）

『
書
本
』
は
無
加
点
。
『
集
成
』
に
は
、
石
山
寺
蔵
長
寛
元
年
点
『
大
唐
西
域
記
』
他
四
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
に
は
見
え
な
い
。

ス
ク
ナ
シ
（
希
・
寡
）

　

○
言コ

ト

を

希
ス
ク
ナ

ク
ス
ル
【
左
傍
に
は
「
ヲ
シ
ム
」
と
加
点
】
ト
キ
ハは

自
然
な
り
（
『
梅
本
』
巻
上
・
虚
無
第
廿
三
・
77
①
）

『
書
本
』
は
「

希
ス
ク
ナ

ク
す
る
」
と
加
点
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
ス
ク
ナ
シ
」
に
「
希
」
字
は
見
え
な
い
。

　

観
『
名
』
（
法
中
五
六
オ
８
）
に
「
ス
ク
ナ
シ
（
平
平
○
○
）
」
と
見
え
る
。

　

○
猶
（
ほ
）

寡
ス
ク
ナ

ク

乏
ト
モ
シ

シ
キ
か

若
コ
ト
ク

シ
（
て
）
（
『
群
本
』
巻
下
・
獨
立
第
八
十
・

268
①
）

　
『
集
成
』
に
は
、「
寡
」
字
の
「
ス
ク
ナ
シ
」
訓
の
例
は
三
十
数
例
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
に
は
「
ス
ク
ナ
シ
」
に
「
寡
」
字
は
見
え
な
い
。

ス
コ
シ
（
細
・
寡
）

　

○
大
ナ
ル
コ
ト
ヲ
其
の
細ス

コ

シ
キ
ナ
ル
ニ
〔
於
〕
為
す
（
『
梅
本
』
巻
下
・
恩
始
第
六
十
三
・

217
②
）

　

○
大オ

ホ

イ
ナ
ル
こ
と
を
其
の
細ス

コ

シ
キ
（
な
る
）
に
〔
於
〕
為
す
（
『
書
本
』
巻
下
・
恩
始
第
六
十
三
・

217
②
）

　
『
集
成
』
に
は
、
東
大
国
語
研
究
室
蔵
永
久
二
年
点
『
大
毘
盧
遮
那
成
佛
経
疏
』
、
東
寺
金
剛
蔵
蔵
保
安
元
年
『
大
毘
盧
遮
那
経
疏
』
の

二
例
が
見
ら
れ
る
。

　

観
『
名
』
（
法
中
六
三
オ
５
）
に
「
ス
コ
シ
キ
」
と
見
え
る
。
因
み
に
、
図
『
名
』
（
二
九
八
３
）
に
も
「
ス
コ
シ
キ
（
平
上
平
平
）
」
と

見
え
る
。

　

○
猶
（
ほ
）
之
を
寡ス

コ

シ
キ
（
な
）
る
か

若
コ
ト
ク

シ
（
て
）
（
『
書
本
』
巻
下
・
獨
立
第
八
十
・

268
①
）
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『
梅
本
』
は
「
寡ク

ワ

【
上
】
ナ
ル
カ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
は
、
興
福
寺
蔵
康
和
二
年
点
『
高
僧
傳
』
、
東
寺
金
剛
蔵
鎌
倉
初
期
点
『
三
論
祖
師
相
傳
』
、
東
洋
文
庫
蔵
至
徳
三
年
『
法
華
経

音
訓
』
の
三
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
に
は
見
え
な
い
。

ス
ス
ム
（
鋭
）

　

○
其
ノ
鋭ス

ヽ

ム
を
挫
ク
シ
テ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
橆
源
第
四
・
19
①
）

『
書
本
』
も
「
鋭ス

ヽ

ム
を
」
と
加
点
す
る
。
割
注
部
分
に
「
鋭エ

イ

は
進
【
去
】（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
梅
本
』
）
、「
鋭エ

イ

【
去
】
は
進
【
去
】（
な
り
）〔
也
〕
」

（
『
書
本
』
）
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
ス
ス
ム
」
に
「
鋭
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
（
僧
上
六
四
オ
７
）
に
は
「
ス
ス
ム
（
上
上
平
）
」
と
あ
る
。

ス
ツ
（
去
・
捐
・
舎
）

　

○
乱
煩
【
平
】
を
去ス

ツ
〔
也
之
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
安
民
第
三
・
17
②
）

当
該
箇
所
を
『
書
本
』
に
は
「
去サ

ク
」
と
加
点
す
る
。

　

○
道
人
は
情
を
捐ス

テ
（
『
書
本
』
巻
上
・
帰
根
第
十
六
・
54
③
）

因
み
に
、
『
梅
本
』
は
「
捐
シ
」
と
加
点
す
る
。

　

○
慈
【
平
】
を
舎ス

テ
ヽ
且
【
上
】
タ
勇イ

サ

メ
リ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
三
寶
六
十
七
・

235
④
）

『
書
本
』
『
群
本
』
も
同
じ
に
訓
む
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
去
」
字
に
「
ス
ツ
」
と
加
点
す
る
例
は
、
四
十
数
例
と
多
い
。
「
捐
」
字
に
「
ス
ツ
」
と
加
点
す
る
例
も
二
十
数
例
と

多
く
見
ら
れ
る
。
「
舎
」
字
に
つ
い
て
は
、六
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
去
」
字
に
つ
い
て
は
、観
『
名
』
（
佛
上
四
五
ウ
３
）
に
「
ス
ツ
（
上

上
）
」
、「
捐
」
字
に
つ
い
て
は
、『
同
』
（
佛
下
本
三
八
オ
８
）
に
「
ス
ツ
（
上
平
）
」
と
あ
る
。
「
舎
」
字
は
『
同
』
（
僧
中
二
オ
７
）
に
「
ス
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ツ
（
上
平
）
」
と
あ
る
。

ス
ナ
ホ
（
朴
・
樸
）

　

○
其
レ
、

撲
ス
ナ
ヲ

【
左
傍
に
「
ハ
ク
」
と
も
加
点
】
ナ
ル
カ
若
シ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
顕
徳
第
十
五
・
52
②
）

　

○
其
（
れ
）

朴
ス
ナ
ヲ

ナ
ル
か
若
し
（
『
書
本
』
巻
上
・
顕
徳
第
十
五
・
52
②
）

因
み
に
、
『
梅
本
』
の
右
傍
に
「
朴
」
字
の
異
本
注
記
が
見
ら
れ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
朴
」
字
の
例
と
し
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
保
延
四
年
加
点
『
文
鏡
秘
府
論
』
、
醍
醐
寺
蔵
建
保
二
年
点
『
大
唐
西
域
記
』

の
二
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
朴
」
字
に
つ
い
て
は
、
観
『
名
』
（
佛
下
本
五
一
オ
３
）
に
「
ス
ナ
ヲ
ナ
リ
（
上
上
○
○
○
）
」
、
「
撲
」
字
に

つ
い
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
保
延
四
年
點
『
文
鏡
秘
府
論
』
の
一
例
の
み
が
見
え
る
。
観
『
名
』
（
佛
下
本
二
九
オ
１
）
に
「
ス
ナ
ホ
ニ
」

と
見
え
る
。

ス
ヱ
（
葉
）

　

○
此
（
れ
）
言
は
本
【
左
傍
に
「
モ
ト
」
と
加
点
】
ハ
、
葉ス

ヘ

（
に
）
〔
於
〕
勝
ツ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
去
用
第
四
十
・

144
①
）

　

○
此
（
れ
）
は
言
は
本
は
葉ス

ヱ

に
〔
於
〕
勝カ

つ
（
『
書
本
』
巻
下
・
去
用
第
四
十
・

144
①
）

　
『
集
成
』
に
は
、
東
寺
金
剛
蔵
蔵
応
保
二
年
加
点
『
大
日
金
輪
蓮
臺
灌
頂
別
傳
儀
軌
』
の
例
が
一
例
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
に
は
見
ら
れ

な
い
訓
で
あ
る
。

セ
ム
（
闘
）

　

○
是
レ
乃
チ
人
與と

、

争
ア
ラ
カ

ヒ
闘セ

メ
不サ

ル
（
の
）
〔
之
〕
道
徳
（
な
り
）
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
配
天
第
六
十
八
・

238
③
）

『
書
本
』
は
、
当
該
箇
所
を
「
争
闘

タ
ヽ
カ

ハ
不
ル
」
と
加
点
す
る
。
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『
集
成
』
に
は
、
「
セ
ム
」
に
「
闘
」
字
は
見
え
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
。

ソ
ム
ク
（
負
）

　

○
皆
陰
を
負ソ

ム

ヒ
而て

陽
に
向
フ
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
任
為
七
十
三
・

251
②
）

『
群
本
』
も
「
負ソ

ム

イ
而て

」
と
加
点
す
る
が
、
『
書
本
』
は
「
負オ

フ
而て

」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
負
」
字
に
「
ソ
ム
ク
」
と
加
点
す
る
例
が
、
至
徳
三
年
本
『
法
華
経
音
訓
』
他
十
五
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』

（
佛
下
本
一
〇
オ
３
）
に
も
「
ソ
ム
ク
（
平
平
○
）
」
と
あ
る
。

タ
ガ
フ
（
爽
・

）

　

○
五
【
上
濁
】
味
【
上
濁
】
は
人
ノの

口
を
令シ

テ
爽タ

カ

ハ
令シ

ム
（
『
梅
本
』
巻
上
・
檢
欲
第
十
二
・
40
④
）

『
群
本
』
も
「
爽タ

カ

ハ
令
（
む
）
」
と
加
点
す
る
が
、
『
書
本
』
は
「

爽
ミ
タ
リ

ナ
ラ
令
（
む
）
」
と
訓
む
。
な
お
、
『
群
本
』
の
欄
外
に
は
「
爽
」
字

に
右
傍
に
「
タ
カ
ハ
」
、左
傍
に
「
ミ
タ
リ
ナ
ラ
〔
合
点
あ
り
〕
」
の
注
記
が
見
ら
れ
る
。
割
注
部
に
「
爽サ

ウ

【
上
】
は
妄□

ウ

【
去
濁
】（
な
り
）〔
也
〕
」

（
『
梅
本
』
）
、
「
爽
【
上
】
は
妄
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
書
本
』
）
、
「
爽
は
妄
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
群
本
』
）
と
あ
る
。

　

○
常
に
徳
ア
リ
て
忒タ

カ

ハ
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
反
朴
第
廿
八
・
98
④
）

『
書
本
』
『
群
本
』
も
「
忒タ

カ

ハ
不す

」
「
忒タ

カ

ハ
（
ず
）
〔
不
〕
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
忒
」
字
の
「
タ
ガ
フ
」
訓
に
つ
い
て
は
、
東
山
御
文
庫
蔵
延
喜
頃
点
『
周
易
抄
』
、
内
藤
乾
吉
蔵
仁
治
二
年
点
『
古
文

孝
経
』
を
初
め
と
す
る
五
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
「
爽
」
字
に
つ
い
て
は
、
上
野
淳
一
蔵
天
曆
二
年
天
『
漢
書
楊
雄
傳
』
の
例
を
初
め
と
し

て
十
数
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
、
『
集
成
』
中
の
「
爽
」
字
に
は
「
ア
キ
ラ
カ
・
オ
ホ
キ
・
コ
コ
ダ
シ
・
サ
サ
シ
キ
・
サ
ハ
ヤ
カ
・
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タ
カ
シ
・
タ
ガ
フ
・
タ
シ
カ
・
ト
ガ
・
ヒ
ラ
ク
」
等
の
和
訓
が
見
ら
れ
る
が
「
ミ
ダ
リ
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。

　

観
『
名
』
（
佛
下
末
一
九
オ
５
）
に
「
爽
」
字
に
「
タ
カ
フ
（
平
平
濁
○
）
」
と
あ
る
。
「
忒
」
字
に
つ
い
て
は
、『
同
』
（
法
中
四
五
ウ
６
）

に
「
タ
カ
フ
（
平
平
濁
○
）
」
と
見
ら
れ
る
。

タ
ス
ク
（
佐
）

　

○
道
を
以
（
て
）
佐タ

ス

ク
ル
人
【
平
濁
】
主
は
〔
者
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
儉
武
第
三
十
・

105
①
）

『
書
本
』
『
群
書
』
と
も
に
「
佐タ

ス

ク
ル
」
と
加
点
す
る
。
『
集
成
』
に
は
、
「
佐
」
字
に
「
タ
ス
ク
」
訓
を
加
点
ス
ル
例
は
二
十
数
例
と
多
い
。

観
『
名
』
（
佛
上
一
七
オ
２
）
に
も
「
タ
ス
ク
」
と
見
え
る
。

タ
ダ
ム
キ
（
臂
）

　

○

臂
タ
ヽ
ム
キ

【
「
タ
ヽ
ム
キ
」
は
左
傍
に
あ
っ
て
、
右
傍
に
は
「
ヒ
チ
」
と
加
点
】
（
を
）
攘カ

ヽ

ケ
而
仍
ル
〔
之
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
論
徳
第

三
十
八
・

133
⑤
）

『
書
本
』
は
、
右
傍
に
「
タ
ヽ
ム
キ
」
と
の
み
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、『
法
華
経
音
訓
』
の
用
例
を
含
む
六
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』（
佛
中
六
四
オ
１
）
に
「
タ
ヽ
ム
キ
（
平
上
上
○
）
」

と
見
え
る
。

タ
ヅ
キ
（
淳
）

　

○
徳
化
の

淳
タ
ツ
キ

【
平
】
ナ
リ
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
為
道
第
六
十
二
・

214
①
）

『
書
本
』
に
は
「
淳ア

ツ

ケ
レ
ハ
な
り
〔
也
〕
」
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
ア
ツ
シ
」
は
見
え
る
が
、
「
タ
ヅ
キ
」
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
。

タ
ツ
ク
ル
（
糞
）
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○
走
【
平
】
馬
【
上
濁
】
を

却
シ
リ
ソ

ケ
テ
以
（
て
）

糞
タ
ツ
ク

ル
（
『
梅
本
』
巻
下
・
儉
欲
第
四
十
六
・

161
①
）

『
書
本
』
も
「
糞
」
字
に
「
タ
ツ
ク
ル
」
と
加
点
す
る
。
『
群
本
』
は
右
傍
に
「
タ
ツ
ク
ル
」
、
左
傍
に
「
コ
エ
ス
」
と
あ
り
、
「
タ
ツ
ク
ル
」

に
は
「
平
平
平
上
」
、
「
コ
エ
ス
」
に
は
「
平
平
上
」
と
差
声
す
る
。

　
『
集
成
』
の
「
糞
」
字
に
は
「
ア
ク
タ
」
「
ク
ソ
」
「
コ
エ
」
訓
が
見
ら
れ
る
が
、「
タ
ツ
ク
ル
」
は
見
ら
れ
な
い
。
因
み
に
、「
タ
ツ
ク
ル
」

は
「
佃
」
「
耕
」
「
農
」
の
三
字
に
の
み
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
に
は
見
ら
れ
な
い
訓
で
あ
る
。

タ
ヅ
ヌ
（
原
）

　

○
聖
人
、
少
を
原タ

ツ

ネ
、
大
を
知
（
る
）
（
『
梅
本
』
巻
下
・
鑒
遠
第
四
十
七
・

165
①
）

『
書
本
』
『
群
本
』
も
「
原タ

ツ

ネ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
原
」
字
に
「
タ
ヅ
ヌ
」
訓
は
十
数
例
見
え
る
。
観
『
名
』
（
法
下
五
六
オ
５
）
に
も
「
タ
ツ
ヌ
（
平
上
濁
○
）
」
と
見

ら
れ
る
。

タ
ノ
ミ
（
恃
望
）

　

○
其
（
の
）

報
ム
ク
ヰ

を
恃タ

望ミ

ニ
（
せ
）
不
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
養
身
第
二
・
14
③
）

『
群
本
』
は
「
恃タ

ノ

ミ
望
マ
（
ず
）
〔
不
〕
〔
也
〕
」
と
加
点
す
る
。
因
み
に
、
『
書
本
』
は
無
加
点
。

　
『
集
成
』
に
は
、興
聖
寺
蔵
平
安
中
期
点
『
大
唐
西
域
記
』
の
例
を
含
む
十
数
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
に
は
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。

タ
ヒ
ラ
カ
ナ
リ
（
夷
）

　

○
道
に
夷タ

ヒ

ラ
カ
ナ
ル
は
類
【
去
】
ス
ル
か
若
（
し
）
（
『
梅
本
』
巻
下
・
同
異
第
四
十
一
・

146
①
）

『
書
本
』
も
「
夷タ

ヒ

ラ
カ
ナ
ル
は
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
西
大
寺
蔵
寛
徳
二
年
点
『
不
空
羂
索
神
呪
心
経
』
を
含
む
九
例
が
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
（
佛
下
末
一
八
ウ
８
）
に
「
タ
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ヒ
ラ
カ
ナ
リ
」
と
あ
る
。

タ
フ
ト
シ
（
雄
）

　

○
其
（
の
）

雄
タ
ト
キ

【
左
傍
に
は
「
サ
キ
」
と
見
え
る
】
を
知
（
り
）
其
の

雌
イ
ヤ
シ
キ

【
左
傍
に
「
ノ
チ
」
と
あ
る
】
を
守
（
る
）
と
き
は
天

下
谿タ

ニ

為タ

り
（
『
書
本
』
巻
上
・
反
朴
第
廿
八
・
96
④
）

当
該
箇
所
を
『
梅
本
』
に
は
、
「
雄
」
字
の
右
傍
に
「
サ
キ
」
、
左
傍
に
「
ヲ
」
と
あ
る
。
因
み
に
、
『
群
本
』
は
無
加
点
で
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
雄
」
字
に
「
カ
ツ
」
「
タ
ケ
シ
」
「
チ
」
「
ヺ
」
「
ヲ
ト
コ
」
「
ヲ
ド
リ
」
「
ヲ
ヲ
シ
」
の
和
訓
が
見
ら
れ
る
が
、
「
タ
フ
ト

シ
（
タ
ト
シ
）
」
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
ら
れ
な
い
。

タ
フ
ト
ブ
（
上
）

　

○
吉
事
に
は
左
を
上タ

ト

フ
【
左
傍
に
は
「
カ
ミ
ス
」
と
あ
る
】
（
『
梅
本
』
巻
上
・
偃
武
第
卅
一
・

111
⑤
）

『
群
本
』
は
、
右
傍
に
「
カ
ミ
ニ
す
」
、
左
傍
に
「
タ
ト
フ
」
と
加
点
す
る
。
『
書
本
』
は
「
カ
ミ
ス
」
と
加
点
。

　

○
凶
事
に
は
右
を
上タ

ト

フ
【
「
タ
ト
フ
」
は
左
傍
訓
で
、
右
傍
は
「
カ
ミ
ニ
す
」
と
加
点
】
（
『
群
本
』
巻
上
・
偃
武
第
卅
一
・

112
①
）

『
梅
本
』
は
「
上ミ

ト
す
」
、
『
書
本
』
は
「
上ミ

に
す
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
東
北
大
学
蔵
延
久
五
年
点
『
史
記
孝
文
本
紀
』
の
用
例
一
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

観
『
名
』
（
佛
上
四
〇
ウ
３
）
に
、「
上
」
字
に
「
タ
フ
ト
シ
」
と
あ
り
、「
シ
」
の
右
傍
に
「
フ
」
と
あ
る
。
因
み
に
、
高
『
名
』
に
は
、

「
タ
フ
ト
シ
（
上
上
上
○
）
」
と
あ
り
、
「
シ
」
の
右
傍
に
「
フ
（
平
）
」
と
見
ら
れ
る
。

タ
フ
ル
（
蹙
）

　

○
将
に
蹙タ

フ

レ
ン
【
左
傍
に
は
「
ク
ツ
カ
ヘ
ラ
ン
」
と
加
点
】
こ
と
を
恐
（
ぢ
）
ヨ
（
と
）
（
す
）
〔
将
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
法
文
第

三
十
九
・

139
③
）
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『
書
本
』
は
、
『
梅
本
』
と
全
く
同
一
に
加
点
す
る
が
、
『
群
本
』
は
「
ク
ツ
カ
ヘ
ラ
（
む
）
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
タ
フ
ル
」
に
「
蹙
」
字
は
見
え
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
。

タ
マ
シ
ヒ
（
神
）

　

○
之
（
を
）
求
（
む
る
）
に

神
タ
マ
シ
ヒ

を
以モ

テ
す
當ヘ

シ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
賛
玄
第
十
四
・
47
④
）

因
み
に
、
『
書
本
』
は
無
加
点
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
神
」
字
に
「
タ
マ
シ
ヒ
」
の
例
は
多
く
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
（
法
下
二
オ
３
）
に
も
「
タ
マ
シ
ヒ
」
と
あ
る
。

タ
メ
（
與
）

　

○
之コ

レ
か
與タ

メ

ニ
言イ

フ
。
（
『
書
本
』
巻
上
・
序
・
４
②
）

『
梅
本
』
は
、
当
該
箇
所
を
「
之
レ
ト
與ト

モ

ニ
」
と
加
点
す
る
。
『
集
成
』
に
は
、
「
與
」
字
の
「
タ
メ
」
訓
に
つ
い
て
は
六
十
数
例
の
例
が
示

さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
に
は
「
與
」
字
に
「
タ
メ
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。

チ
カ
シ
（
幾
）

　

○
故
に
道
に
〔
於
〕
幾チ

カ

シ
〔
矣
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
易
性
第
八
・
28
⑤
）

当
該
例
に
つ
い
て
は
、
『
書
本
』
も
「
幾チ

カ

シ
」
と
加
点
す
る
。

　

○
水
性
、
道
與と

同
（
く
）
シ
テ
幾チ

カ

シ
【
左
傍
に
は
「
コ
ト
〳
〵
ニ
ス
」
と
加
点
】
（
『
書
本
』
巻
上
・
易
性
第
八
・
28
⑤
）

当
該
例
に
つ
い
て
は
、
『
梅
本
』
は
「
ホ
ト
〳
〵
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
前
田
育
徳
会
蔵
院
政
期
点
『
日
本
書
紀
』
（
継
体
紀
）
、
高
山
寺
蔵
鎌
倉
中
期
点
『
荘
子
』
（
巻
第
二
三
）
等
四
例
が
示

さ
れ
て
あ
る
。
観
『
名
』
（
僧
下
五
四
オ
７
）
に
も
「
チ
カ
シ
（
平
平
○
）
」
と
あ
る
。
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チ
リ
バ
ム
（
鏤
）

　

○
下
則
（
ち
）
上
に
化
し
て
金
【
平
】
を
餝
り
玉
を

鏤
チ
リ
ハ

メ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
凉
風
第
五
十
七
・

197
①
）

『
書
本
』
も
「

鏤
チ
リ
ハ

メ
」
と
加
点
す
る
。
『
集
成
』
に
は
、
類
例
が
十
数
例
示
さ
れ
て
い
る
。

　

観
『
名
』
（
僧
上
六
六
オ
１
）
に
も
「
チ
リ
ハ
ム
（
上
○
上
濁
平
）
」
と
見
え
る
。

ツ
イ
ヅ
（
序
）

　

○
言
は
礼
の
為
【
去
】
に
度
を
制セ

イ

【
去
】
シ
威
儀
を
序ツ

イ
ツ
ル
ソ
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
論
徳
第
三
十
八
・

133
③
）

『
書
本
』
も
「
序ツ

イ
ツ
ル
そ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
、
東
洋
文
庫
蔵
至
徳
三
年
『
法
華
経
音
訓
』
を
含
む
十
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
に
「
ツ
イ
ヅ
」
訓
は
見
え
な
い
が
、

観
『
名
』（
法
下
五
三
ウ
４
）
に
「
ツ
イ
テ
」
と
見
え
る
。
因
み
に
、観
『
名
』（
僧
上
二
〇
オ
５
）
に
「
ツ
イ
ツテ

（
上
上
平上

 
濁濁

）
」
と
見
え
る
。

ツ
カ
マ
ル
（
據
）

　

○
猛
【
去
】
獣
【
去
】

據
ツ
カ
マ

（
ら
）
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
玄
符
第
五
十
五
・

188
③
）

　

○
猛
【
去
】
獣
【
去
】
も

據
ツ
カ
マ

（
ら
）
不す

（
『
書
本
』
巻
下
・
玄
符
第
五
十
五
・

188
②
）

　
『
集
成
』
に
は
、「
據
」
字
に
「
ア
タ
ル
」「
ウ
ツ
」「
オ
イ
テ
」「
オ
サ
フ
」「
オ
ス
」「
ツ
ク
」「
ヨ
ス
」「
ヨ
セ
テ
イ
フ
」「
ヨ
ド
コ
ロ
ト
ス
」

「
ヨ
リ
テ
イ
フ
」
「
ヨ
ル
」
「
ヨ
ン
ド
コ
ロ
」
と
多
く
の
和
訓
が
見
ら
れ
る
が
「
ツ
カ
マ
ル
」
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
は
見
ら
れ
な
い

訓
で
あ
る
。

ツ
カ
ル
（
羸
）

　

○
必
（
ず
）
、
羸ツ

カ

レ
弱
（
き
）
所
有
（
り
）
〔
也
〕
（
『
梅
本
巻
上
・
無
為
第
廿
九
・

103
④
）
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『
書
本
』
は
「
羸ル

イ

弱
【
入
濁
】
ナ
ル
所
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
聖
語
蔵
弘
仁
頃
点
『
願
経
四
分
律
』
等
三
十
数
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。

　

観
『
名
』
（
僧
中
四
八
ウ
２
）
に
も
「
ツ
カ
ル
（
平
上
平
）
」
と
あ
る
。

ツ
ク
（
屈
）

　

○
虚ム

ナ

シ
ク
シ
而て

屈ツ

キ
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
虚
用
第
五
・
22
②
）

『
書
本
』
は
「
屈
【
入
】
せ
不す

」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
東
寺
金
剛
蔵
久
安
三
年
点
『
成
就
瑜
伽
観
智
十
二
天
儀
軌
』
の
例
が
見
ら
れ
る
が
、
下
二
段
の
用
例
で
あ
る
。
当
該
例

は
上
二
段
活
用
で
あ
る
。
観
『
名
』
に
は
、
「
屈
」
字
に
「
ツ
ク
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。

ツ
ク
（
給
）

　

○
家ヘ

給ツ

キ
て
人
足タ

リ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
鑒
遠
第
四
十
七
・

165
③
）

　

○
家
給ツ

キ
、
人
足
リ
（
『
書
本
』
巻
下
・
鑒
遠
第
四
十
七
・

165
③
）

　

○
家
給ツ

キ
、
人
足タ

（
り
）
て
（
『
群
本
』
巻
下
・
鑒
遠
第
四
十
七
・

165
③
）

　
『
集
成
』
に
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
六
臣
註
文
選
』
他
八
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
法
中
六
八
ウ
５
）
に
も
「
ツ
ク
」
と
見

え
る
。

ツ
ク
（
之
）

　

○
人
を
器モ

ノ

に
之ツ

ケ
而て

用
ヰ
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
獨
立
第
八
十
・

268
③
）

『
書
本
』
も
「
之ツ

ケ
而て

」
と
加
点
す
る
。
『
書
本
』
に
は
「
之
」
字
に
対
し
て
義
注
「
―
就
也
」
が
見
ら
れ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
之
」
字
に
「
イ
タ
ル
」
「
イ
フ
」
等
十
六
の
和
訓
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、「
ツ
ク
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
、
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「
之
」
字
に
も
「
ツ
ク
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。

ツ
ヅ
マ
ヤ
カ
ニ
（
約
）

　

○

約
ツ
ヽ
マ

ヤ
カ
ニ
シ
而て

行
ヒ
易
シ
〔
之
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
知
難
第
七
十
・

243
②
）

『
群
本
』
も
「

約
ツ
ヽ
マ

ヤ
カ
に
シ
而て

」
と
加
点
す
る
。
『
書
本
』
は
「
約
」
字
に
「
約ツ

」
の
よ
う
に
第
一
音
節
の
み
の
部
分
加
点
で
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
興
福
寺
蔵
承
徳
三
年
点
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
傳
』
の
例
を
含
め
て
六
例
を
示
し
て
い
る
。

　

観
『
名
』
（
法
中
三
ウ
２
）
に
「
ツ
ヽ
マ
ヤ
カ
ニ
（
平
平
濁
平
○
○
○
）
」
、
図
『
名
』
（
三
〇
八
７
）
に
「
ツ
ヽ
マ
ヤ
カ
ニ
（
平
平
濁
平

上
平
上
）
」
と
見
え
る
。

ツ
ヅ
リ
（
褐
）

　

○
是
を
以
て
聖
人
は

褐

ツ
ヽ
リ
（
合
点
ア
リ
）

【
去
】
【
左
傍
に
「
戸
葛
反
」
の
字
音
注
が
あ
る
】
を
被キ

、
玉
を
懐イ

タ

ク
（
『
書
本
』
巻
下
・
知
難
第

七
十
・

244
④
）

『
梅
本
』
は
「
褐カ

ツ

【
去
】
」
と
加
点
し
、
『
群
本
』
は
「
褐
【
去
】
」
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
の
「
褐
」
字
に
は
「
キ
モ
ノ
・
ヌ
ノ
キ
ヌ
」
の
例
の
み
で
あ
る
。

　

観
『
名
』
（
法
中
七
二
ウ
７
）
に
「
ツ
ヽ
ル
」
と
見
え
る
。

ツ
ト
ム
（
彊
）

　

○
彊ツ

ト

メ
【
左
傍
に
「
シ
」
の
加
点
】
て

行
ヲ
コ
ナ

フ
者
は
志サ

シ

有
り
（
『
梅
本
』
巻
上
・
辨
徳
第
卅
三
・

118
④
）

　

○
能
ク
、
力
を
彊ツ

ト

メ
【
左
傍
に
「
コ
ハ
」
の
加
点
】
善
を
行
（
ふ
）
と
き
は
、
（
『
梅
本
』
巻
上
・
辨
徳
第
卅
三
・

118
⑤
）

『
梅
本
』
に
「
彊
」
字
の
見
ら
れ
る
当
該
箇
所
は
、
『
書
本
』
『
群
本
』
で
は
「
強
」
字
で
あ
り
、
何
れ
も
「
ツ
ト
メ
テ
」
と
加
点
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
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『
集
成
』
に
は
、「
彊
」
字
に
は
「
ア
マ
リ
」「
カ
ギ
リ
」「
キ
ハ
マ
リ
」「
ク
ニ
」「
コ
ハ
シ
」「
ス
ク
ム
」「
ヲ
フ
」
と
見
え
る
が
、「
ツ
ト
ム
」

訓
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
「
ツ
ク
」
訓
は
見
え
な
い
。

ツ
ネ
ニ
（
或
）

　

○
或ツ

ネ

に
盈ミ

タ
不す

（
『
書
本
』
巻
上
・
橆
源
第
四
・
18
⑤
）

『
梅
本
』
の
「
或
」
字
の
箇
所
が
破
損
し
て
字
の
確
認
は
不
可
能
で
有
る
が
、
右
傍
の
「
ツ
ネ
ニ
」
は
確
認
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
割
注
部

に
は
、
「
或
【
入
】
は
常
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
梅
本
』
）
、
「
或ヰ

キ

は
常
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
書
本
』
）
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
大
槻
文
彦
蔵
天
正
六
年
寫
『
老
子
道
徳
経
』
の
例
一
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
僧
中
二
一
オ
５
）
に
「
ツ
ネ

ニ
（
平
平
上
）
」
と
あ
る
。

ツ
ヒ
ヤ
ス
（
弊
）

　

○
能
（
く
）

弊
ツ
ヒ
ヤ

シ
て
新
タ
ニ
成
セサ

不す

（
『
梅
本
』
巻
上
・
帰
根
第
十
六
・
53
④
）

『
書
本
』
も
「

弊
ツ
イ
ヤ

シ
て
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
弊
」
字
に
天
理
図
書
館
蔵
平
安
後
期
点
『
五
臣
注
文
選
』
の
「
ツ
ヒ
ヤ
カ
ス
」
の
例
が
一
例
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』

に
は
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。

ツ
ミ
ス
（
坐
）

　

○
吾
か
身
ヲを

有
（
る
）
こ
と
を
坐ツ

ミ

ス
（
『
梅
本
』
巻
上
・
厭
恥
第
十
三
・
44
③
）

『
書
本
』
も
「
坐ツ

ミ

ス
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
平
安
後
期
点
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
二
、
東
北
大
学
蔵
延
久
五
年
点
『
史
記
』
（
孝
文
本
紀
）
、
東

洋
文
庫
蔵
至
徳
三
年
刊
『
法
華
経
音
訓
』
の
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
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観
『
名
』
（
法
中
三
五
オ
４
）
図
『
名
』
（
二
二
九
４
）
に
「
ツ
ミ
（
平
上
）
」
と
あ
る
。
な
お
図
『
名
』
に
は
「
ツ
ミ
ス
（
平
上
上
）
」

と
あ
る
。
観
『
名
』
に
も
「
ツ
ミ
ス
」
と
あ
る
。

ト
ク
（
釋
）

　

○
當マ

に
道
ノの

無
為
を
念
テ
以
て
解ト

キ
釋ト

ク
當
シ
〔
之
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
橆
源
第
四
・
19
③
）

　

○
當
に
道
（
の
）
無
為
（
を
）
念
（
て
）
以
（
て
）
解
（
き
）
釈ト

ク
當
（
し
）
〔
之
也
〕
（
『
書
本
』
巻
上
・
橆
源
第
四
・
19
③
）

　
『
集
成
』
に
は
、
西
大
寺
蔵
平
安
初
期
点
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
を
含
む
一
五
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。

　

観
『
名
』
（
僧
下
四
一
ウ
４
）
に
「
ト
ク
（
平
上
）
」
と
見
え
る
。

ト
ヅ
（
闔
）
→　
キ
ル
（
闔
）

　
『
集
成
』
に
は
、
「
闔
」
字
の
「
ト
ヅ
」
の
加
点
例
と
し
て
、
前
田
育
徳
会
蔵
長
治
二
年
頃
点
『
冥
報
記
』
の
例
を
含
む
三
例
が
示
さ
れ

て
い
る
。
観
『
名
』
（
法
下
三
九
オ
８
）
に
「
ト
ツ
（
平
上
濁
）
」
と
あ
る
。

ト
ト
ノ
ホ
ル
（
均
）

　

○
人民

イ

之
を
令
【
去
】
ス
ル
コ
ト
莫
レ
ト
モ
而
モ
自ヲ

（
ら
）
に

均
ト
ヽ
ノ
ホ

ル
【
左
傍
に
は
「
ヒ
ト
シ
ク
ナ
ヽ
ム
」
と
加
点
】〔
焉
〕
（
『
梅
本
』
巻

上
・
聖
徳
第
卅
二
・

115
③
）
因
み
に
、
『
書
本
』
に
は
「
均ヒ

ト

シ
」
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
醍
醐
寺
蔵
建
保
二
年
点
『
大
唐
西
域
記
』
の
例
が
一
例
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
法
中
二
六
ウ
８
）
に
「
ト
ヽ
ノ

ホ
ル
（
平
平
平
○
○
）
」
、
図
『
名
』
（
二
一
九
６
）
に
「
ト
ヽ
ノ
ホ
ル
（
平
平
平
上
平
）
」
と
見
え
る
。

ト
ド
マ
ル
（
足
）

　

○
天
下
ノの

谷
為タ

ル
ト
キ
、
常
の
徳
ア
リ
て
乃
（
ち
）

足
ト
ヽ
マ

ル
（
『
梅
本
』
巻
上
・
反
朴
第
廿
八
・

100
①
）
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○
天
下
（
の
）
谷
為た

る
と
き
、
常
（
の
）
徳
あ
り
（
て
）
乃
（
ち
）

足
ト
ヽ
マ

ル
【
左
傍
に
「
ス
ウ
（
朱
筆
）
」
と
あ
る
】
（
『
書
本
』
巻
上
・

反
朴
第
廿
八
・

100
①
）

　

因
み
に
、
割
注
部
に
「
足ス

ウ

は
止
【
上
】
ナ
リ
〔
也
〕
」
（
『
梅
本
』
）
、
「
足ス

ウ

は
止
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
書
本
』
）
。
『
集
成
』
に
は
、
「
足
」
字

に
二
〇
数
語
の
和
訓
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
「
ト
ド
マ
ル
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
は
「
足
」
字
に
「
ト
ド
マ
ル
」
訓
は
見
え
な

い
が
、
「
ト
ヽ
ム
」
（
法
上
三
八
オ
１
）
が
見
ら
れ
る
。

ト
ル
（
摶
・
伐
・
持
）

　

○
摶ト

レ
ト
モ
〔
之
〕
、得
（
ざ
る
）
〔
不
〕
ヲを

、
名ナ

ツ
ケ
て
徴
【
平
濁
】
と
曰
フ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
賛
玄
第
十
四
・
46
⑥
）

『
書
本
』
も
「
摶ト

レ
と
も
〔
之
〕
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
摶
」
字
に
「
ト
ル
」
と
す
る
例
が
十
三
例
示
し
て
あ
る
。

　

観
『
名
』
（
佛
下
本
三
七
オ
６
）
に
「
ト
ル
（
平
上
）
」
と
見
え
る
。

　

○
自ミ

（
ら
）
、
伐ト

ラ
（
ず
）
〔
不
〕
。
（
『
梅
本
』
巻
上
・
益
謙
第
廿
二
・
75
②
）

『
書
本
』
『
群
本
』
も
「
伐
」
字
に
「
ト
ル
」
と
加
点
す
る
。

割
注
部
に
は
「
伐
【
入
濁
】
ハ
取
（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
梅
本
』
）
、「
伐
は
取
（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
書
本
』
）
と
あ
る
。
因
み
に
、『
群
本
』
の
「
伐
」

字
の
左
傍
に
は
「
取
也
」
と
義
注
の
加
点
が
見
ら
れ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
大
槻
文
彦
蔵
天
正
六
年
本
『
老
子
道
徳
経
』
の
例
、
一
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

観
『
名
』
（
佛
上
一
〇
オ
５
）
に
「
ト
ル
（
平
上
）
」
と
あ
る
。

　

○
手
妄
（
り
）
に
持ト

ラ
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
貴
生
第
五
十
・

171
⑥
）

『
書
本
』
も
「
持ト

ラ
（
ず
）
〔
不
〕
」
と
加
点
す
る
。
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『
集
成
』
に
は
、「
持
」
字
に
「
ト
ル
」
と
す
る
例
が
一
九
例
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
佛
下
本
三
七
オ
４
）
に
は
、「
ト
ル
（
平
上
）
」

と
見
え
る
。

ナ
イ
ガ
シ
ロ
（
無
）

　

○
吾
か
身
を
無ナ

イ

カ
シ
ロ
ニ
ス
ル
に
及
ヒ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
厭
恥
第
十
三
・
44
⑤
）

『
書
本
』
も
「
無ナ

イ

カ
シ
ロ
ニ
ス
ル
に
」
と
加
点
す
る
が
、
左
傍
訓
で
あ
っ
て
、
右
傍
の
加
点
は
は
「
ナ
ク
ス
ル
に
」
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
無
」
字
に
「
ナ
イ
カ
シ
ロ
ニ
す
る
」
と
加
点
す
る
れ
例
と
し
て
、
内
藤
乾
吉
蔵
仁
治
二
年
点
『
古
文
孝
経
』
の
一
例

の
み
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
佛
下
末
二
七
オ
４
）
に
「
ナ
イ
カ
シ
ロ
（
平
平
平
濁
平
平
）
」
と
見
え
る
。

ナ
カ
バ
（
央
）

　

○
荒
【
平
】
【
右
傍
に
、
「
六
（
音
）
光
」
の
字
音
注
】
ト
シ
テ
〔
兮
〕
其
レ

央
ナ
カ
ハ

ニ
モ

未
ア
ラ
サ

ル
哉
（
『
梅
本
』
66
④
）

　

○
荒
と
シ
兮て

其
（
れ
）

央
ナ
カ
ハ

に
も
ア
ラ
（
ざ
る
）
〔
未
〕
哉　

な

（
『
書
本
』
巻
上
・
異
俗
第
廿
・
66
④
）

　
『
集
成
』
に
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
保
延
四
年
点
『
文
鏡
秘
府
論
』
、
東
洋
文
庫
蔵
至
徳
三
年
『
法
華
経
音
訓
』
の
各
例
が
見
ら
れ
る
。

　

観
『
名
』
（
佛
下
末
一
八
ウ
８
）
に
「
ナ
カ
ハ
」
と
あ
る
。

ナ
ガ
ル
（
行
）

　

○
决サ

ク

ル
と
き
は
〔
之
〕
則
（
ち
）
行ナ

カ

ル
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
任
信
第
七
十
八
・

263
②
）

『
書
本
』
も
「
ナ
カ
ル
」
と
訓
む
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
行
」
字
に
五
一
例
の
和
訓
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、「
ナ
ガ
ル
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』（
佛
上
二
五
オ
１
）
に
「
ナ

カ
ル
（
平
平
濁
上
）
」
、
高
『
名
』
（
二
三
ウ
６
）
に
「
ナ
カ
ル
（
平
平
濁
上
）
」
と
見
え
る
。
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ナ
ス
（
造
）

　

○
猶
（
ほ
）
墻
を
築ツ

イ
（
て
）【
左
傍
に
「
六
（
音
）
竹
」
と
あ
る
】
功
を
造ナ

ス
【
右
傍
の
「
ナ
ス
」
に
続
け
て
「
―
成
也
」
、左
傍
に
「
ハ

シ
ム
ル
述
―
始
也
」
と
あ
る
】
（
『
書
本
』
巻
下
・
法
文
第
三
十
九
・

140
⑤
）

『
梅
本
』
は
「
造ハ

シ

ム
ル
は
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
高
山
寺
蔵
永
保
二
年
点
『
大
毘
盧
遮
那
成
佛
経
疏
』
の
例
を
含
む
五
例
が
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
（
佛
上
三
二
ウ
２
）

に
「
ナ
スル

（
平
上
）
」
と
見
え
る
。
因
み
に
高
『
名
』
（
三
一
ウ
１
）
に
も
「
ナ
スル

（
平
上
）
」
（
「
ル
」
に
も
上
声
の
加
点
が
あ
る
）
と
見
ら

れ
る
。

ナ
ヅ
ク
（
號
・
命
）

　

○
號ナ

ツ

ケ
て
河
上
公
と
曰
（
ふ
）
〔
焉
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
序
・
8
③
）

『
書
本
』
は
左
傍
に
「
ナ
ツ
ケ
て
」
と
あ
り
、
右
傍
は
「
號
シ
」
と
音
読
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
號
」
字
の
「
ナ
ヅ
ク
」
訓
の
例
と
し
て
三
〇
数
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
観
『
名
』（
佛
中
二
〇
オ
１
）
に
「
ナ
ツ
ク
（
上

上
濁
平
）
」
と
見
え
る
。

　

○
夫
レ
、
命ナ

ツ

【
去
】
ス
ル

ク
ル

【
「
ナ
ツ
ク
ル
」
は
左
傍
に
あ
る
】
コ
ト
〔
之
〕
莫ナ

ク
シ
テ
〔
而
〕
常
に
自
然
ナ
リ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
養
徳
第

五
十
一
・

174
⑥
）

『
書
本
』
も
、
「
命ナ

ツ
す
る

ク
ル

【
「
ナ
ツ
ク
ル
」
は
左
傍
に
あ
る
】
こ
と
」
と
加
点
す
る
。
観
『
名
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

ナ
ル
（
就
）

　

○
成
、
功
事
就ナ

ツ
テて

退
キ
避サ

リ
て
（
『
梅
本
』
巻
上
・
養
身
第
二
・
14
③
）

『
書
本
』
は
、「
功
成
リ
、事
就ナ

リ
て
」
と
加
点
す
る
。
『
集
成
』
に
は
、『
法
華
経
音
訓
』
の
例
を
含
む
九
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
観
『
名
』（
佛
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下
末
一
一
オ
２
）
に
「
ナ
ル
（
平
上
）
」
と
あ
る
。

ニ
ク
ム
（
疾
）

　

○
老
子
、
時
の
王
の
大
道
を
行
（
は
）
（
ざ
る
）
〔
不
〕
こ
と
を
疾ニ

ク

ム
（
『
梅
本
』
巻
下
・
益
證
第
五
十
三
・

180
①
）

『
書
本
』
も
「
疾ニ

ク

ム
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
天
永
四
年
点
『
文
集
』
巻
三
の
例
を
含
む
一
〇
数
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
法
下
五
八

オ
４
）
に
「
ニ
ク
ム
（
平
平
上
）
」
と
あ
る
。

ニ
ゴ
ラ
ス
（
渾
）

　

○
天
下
の
為
（
に
）
其
の
心
を

渾
ニ
コ
ラ

す
（
『
梅
本
』
巻
下
・
任
徳
第
四
十
九
・

170
①
）

『
書
本
』
も
「

渾
ニ
コ
ラ

【
上
】
す
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
渾
」
字
に
「
ニ
ゴ
ル
」
（
三
例
）
、
「
渾
濁
」
に
「
ニ
ゴ
ラ
ハ
シ
」
（
一
例
）
の
例
が
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
（
法
上
一
七

オ
３
）
に
「
ニ
コ
ルリ

（
平
平
濁
上
）
」
と
あ
る
。
図
『
名
』
（
四
六
６
）
に
も
「
ニ
コ
リ
（
平
平
濁
平
）
」
と
見
え
る
。

ニ
ギ
ハ
フ
（
賑
）

　

○
冨
（
み
）
て
は
當
に
貧
シ
キ
に

賑
ニ
キ
ハ

フ
當
シ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
運
夷
第
九
・
31
②
）

『
書
本
』
に
は
、
「
賑
」
字
の
左
傍
に
「
ニ
キ
ワ
ウ
」
と
加
点
し
、
右
傍
に
は
「
ス
ク
フ
」
と
加
点
す
る
。
因
み
に
、
『
群
本
』
は
「
【
去
】
」

字
に
「
ス
ク
フ
」
あ
る
。
『
集
成
』
に
は
、
「
賑
」
字
に
「
ニ
ギ
ハ
ウ
」
訓
は
見
え
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
。

ネ
ガ
フ
（
楽
）



『
老
子
道
徳
経
』
古
点
の
和
訓
語
彙
攷
略

99

　

○
道
、
亦
、
得ウ

ル
コ
ト
ヲ
樂ネ

カ

フ
【
左
傍
に
「
タ
ノ
シ
フ
」
と
加
点
し
合
点
が
あ
る
】
〔
之
〕
（
『
梅
本
』
79
⑥
）

『
書
本
』
も
「
樂ネ

カ

【
去
濁
】
フ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
樂
」
字
に
「
ネ
ガ
ハ
シ
」
「
ネ
ガ
ヒ
」
「
ネ
ガ
フ
」
、
「
樂
欲
」
に
「
ネ
ガ
ハ
シ
」
、
「
願
樂
」
に
「
ネ
ガ
ハ
ク
ハ
」
等
の

訓
が
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
（
佛
下
本
五
四
オ
１
）
に
「
ネ
カ
フ
」
と
あ
る
。

ネ
ヤ
ス
（
蜒
・
和
）

　

○

埴
ハ
ニ
ツ
チ

を
埏ネ

ヤ

シ
以
て

器
　
　
モ
ノ

に
為ツ

ク

ル
（
『
梅
本
』
巻
上
・
無
用
第
十
一
・
38
③
）

　

○
土
を
和ネ

ヤ

シ
【
「
ネ
ヤ
シ
」
は
左
傍
に
あ
り
、
右
傍
に
は
「
ワ
カ
シ
」
と
加
点
す
る
】
以
て
食
欲
の
〔
之
〕
器
ヺに

為ツ
ク

ル
〔
也
〕
（
『
梅
本
』

巻
上
・
無
用
第
十
一
・
38
④
）

『
書
本
』
で
は
、
前
者
は
「
埏ネ

ヤ

シ
」
と
加
点
す
る
が
、
後
者
は
無
加
点
で
あ
る
。

　
『
集
成
』
は
、「
埏
」
字
に
「
ネ
ヤ
ス
」
と
加
点
す
る
も
の
と
し
て
五
例
示
さ
れ
る
が
、「
和
」
字
に
「
ネ
ヤ
ス
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。
「
埏
」

字
に
つ
い
て
は
、観
『
名
』（
佛
下
本
三
一
オ
４
）
に
「
ネ
ヤ
ス
（
平
上
平
）
」
、「
和
」
字
に
つ
い
て
も
、観
『
名
』（
佛
中
二
六
オ
６
）
に
「
ネ

ヤ
ス
（
平
上
平
）
」
、
高
『
名
』
（
七
三
ウ
５
）
に
「
ネ
ヤ
ス
（
平
平
上
）
」
と
見
え
る
。

ノ
ゾ
ム
（
莅
・
加
）

　

○
道
を
以
（
て
）
天
下
に
莅ノ

ソ

ム
【
左
傍
に
「
臨
也
」
の
義
注
が
見
え
る
】
と
き
は
〔
者
〕
、
（
『
梅
本
』
巻
下
・
居
位
第
六
十
・

207
②
）

　

○
道
を
以
（
て
）
天
下
に
莅ノ

ソ

メ
は
【
別
訓
に
「
莅ノ

ソ

（
む
）
ト
キ
ン
ハ
」
が
あ
る
】
〔
者
〕
（
『
群
本
』
巻
下
・
居
位
第
六
十
・

207
②
）

因
み
に
、
『
書
本
』
は
義
注
を
含
め
て
『
梅
本
』
と
同
じ
く
加
点
す
る
。

　

○
故
に
兵
を
抗ア

ケ
相
（
ひ
）
加ノ

ソ

ム
（
『
梅
本
』
巻
下
・
玄
用
第
六
十
九
・

242
③
）
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因
み
に
、
『
書
本
』
『
群
本
』
は
、
「
加
」
字
に
「
ア
タ
ル
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
莅
」
字
の
「
ノ
ゾ
ム
」
訓
は
、
大
谷
大
学
蔵
長
承
三
年
点
『
三
教
指
帰
注
集
』
の
例
を
含
む
五
例
が
見
え
る
。
「
加
」

字
に
は
一
四
例
の
和
訓
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
「
ノ
ゾ
ム
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。

　
「
莅
」
字
に
つ
い
て
は
、
観
『
名
』
（
僧
上
一
五
ウ
１
）
に
「
ノ
ソ
ム
（
上
上
濁
○
）
」
と
あ
る
。
「
加
」
字
に
「
ノ
ゾ
ム
」
の
訓
は
な
い
。

ノ
チ
（
雌
）

　

○
其
（
の
）
雄サ

キ

【
左
傍
に
「
ヲ
」
と
あ
る
】
ヲを

知シ

リ
其
（
の
）
雌ノ

チ

【
左
傍
に
「
メ
」
と
あ
る
】
ヲを

守
（
り
）
（
『
梅
本
』
巻
上
・
反
朴
第
廿
八
・

96
④
）

『
書
本
』
に
は
、
「
雌
」
字
の
右
傍
に
「
イ
ヤ
シ
キ
」
、
左
傍
に
「
ノ
チ
」
と
加
点
す
る
。
『
群
本
』
は
、
「
雌
【
平
】
」
と
声
点
の
み
の
加
点

で
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
雌
」
字
に
「
ノ
チ
」
訓
は
見
え
な
い
。
観
『
名
』
（
僧
中
六
八
オ
４
）
に
は
「
ノ
チ
（
平
平
）
」
と
あ
る
。

ノ
ブ
（
肆
）

　

○
直
ニ
シ
而て

肆ノ

ヒ
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
順
佗
第
五
十
八
・

202
③
）

『
書
本
』
も
「
肆ノ

ヒ
」
と
加
点
す
る
。
な
お
割
注
部
に
「
肆
は
申
【
平
】（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
梅
本
』
）
、「
肆
【
去
】
は
申
（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
書

本
』
）
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、『
大
智
度
論
』
平
安
初
期
点
を
含
む
一
〇
余
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』（
佛
下
本
一
八
オ
３
）
に
「
ノ
フ
（
平
上
濁
）
」

と
あ
る
。

ノ
ブ
（
賦
）

　

○
下
を
賦ノ

ヘ
テ
（
「
ノ
ヘ
テ
」
訓
は
左
傍
に
あ
っ
て
、
右
傍
に
は
「
シ
キ
テ
」
と
あ
る
）
自
ら
以
て
奉
す
〔
也
〕
（
『
書
本
』
巻
下
・
論
徳
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第
三
十
八
・

133
①
）

『
梅
本
』
は
無
加
点
で
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
天
理
図
書
館
蔵
久
寿
二
年
点
『
三
教
指
帰
』
の
一
例
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
観
『
名
』
に
は
見
え
な
い
。

ノ
ボ
ル
（
襄
）

　

○
山
を
懐
【
右
傍
に
「
包
也
」
の
義
注
が
あ
る
】
（
ね
）
陵
に
襄ノ

ホ

ル
（
『
梅
本
』
巻
下
・
任
信
第
七
十
八
・

263
③
）

　

○
山
を
懐カ

ネ
陵ヲ

カ

に
襄ノ

ホ

リ
（
『
書
本
』
巻
下
・
任
信
第
七
十
八
・

263
③
）

　
『
集
成
』
に
は
、
東
寺
金
剛
蔵
平
安
後
期
点
『
大
毘
盧
遮
那
経
疏
』
を
含
む
十
数
例
が
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
に
は
見
え
な
い
。

ハ
ジ
ム
（
造
）

　

○
功
を
造ハ

シ

ム
ル
は
卑

［
　
］

キ
（
に
）
因ヨ

（
り
）
て
高
を
成
す
か
猶
シ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
法
文
第
三
十
九
・

140
④
）

『
書
本
』
に
は
、
左
傍
に
「
ハ
シ
ム
ル
」
、
右
傍
に
「
ナ
ス
」
と
あ
り
、
義
注
と
し
て
、
左
傍
に
は
「
述
―
始
也
」
、
右
傍
に
は
「
―
成
也
」

と
見
ら
れ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
保
延
二
年
『
法
華
経
単
字
』
の
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
佛
上
三
二
ウ
２
）
に
「
ハ
シ
メム

（
上
上
濁
○
）
」
と

あ
る
。

ハ
ジ
メ
（
甫
・
子
・
母
・
根
）

　

○
以
て

衆
モ
ロ
モ
ロ

ニに

甫
ハ
シ
メ

を
閲ウ

ケ
シ
ム
【
左
傍
に
「
ウ
ク
」
と
あ
り
、
合
点
も
見
ら
れ
る
】
（
『
梅
本
』
巻
上
・
虚
心
第
廿
一
・
71
⑥
）

『
書
本
』
も
「

甫
ハ
シ
メ

を
閲ウ

ケ
シ
ム
」
と
加
点
す
る
。
割
注
部
に
「
甫
【
上
】
は
始
【
上
】（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
梅
本
』
）
、「
甫ホ

は
始
（
な
り
）〔
也
〕
」

（
『
書
本
』
）
と
あ
る
。



102

　

○
道
の
〔
之
〕

子
ハ
シ
メ

な
り
（
『
書
本
』
巻
下
・
法
文
第
三
十
九
・

136
①
）

当
該
箇
所
を
『
梅
本
』
は
欠
く
。

　

○
有
名
は
萬
物
（
の
）
〔
之
〕

母
ハ
シ
メ

ナ
リ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
體
道
第
一
・
10
②
）

『
書
本
』
は
「
母
」
字
に
訓
読
の
点
を
加
点
す
る
が
、
仮
名
点
は
な
い
。

　

○
是
を
天
地
（
の
）
〔
之
〕

根
ハ
シ
メ

【
左
傍
に
「
モ
ト
」
と
加
点
】
と
謂
（
ふ
）
（
『
梅
本
』
巻
上
・
成
象
第
六
・
24
⑥
）

『
書
本
』
は
右
傍
に
「
ハ
シ
メ
」
と
の
み
加
点
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
甫
」
字
に
「
ハ
ジ
ム
」
と
加
点
す
る
例
は
、
法
隆
寺
蔵
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
傳
』
巻
九
の
例
を
含
む
五
例
が
示
さ

れ
て
い
る
。
「
ハ
ジ
メ
」
の
加
点
例
（
二
例
）
も
見
ら
れ
る
。
「
子
」
字
に
は
、
二
二
例
の
和
訓
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
「
ハ
ジ
メ
」
訓
は
見

え
な
い
。
ま
た
、
「
母
」
字
に
「
ハ
ジ
メ
」
訓
は
見
え
な
い
。
「
根
」
字
に
つ
い
て
は
、
保
延
二
年
『
法
華
経
単
字
』
の
「
ハ
シ
メ
ト
ス
」

の
例
の
み
が
見
ら
れ
る
。

　
「
甫
」
字
に
つ
い
て
は
、
観
『
名
』
（
佛
上
四
三
ウ
６
）
「
ハ
シ
ム
」
と
あ
る
。
高
『
名
』
（
四
二
オ
７
）
に
も
「
ハ
シ
ムメ

（
上
上
濁
平
）
」

と
見
え
る
。
「
根
」
字
に
つ
い
て
は
、
観
『
名
』
（
佛
下
本
四
八
オ
３
）
に
「
ハ
シ
メ
（
上
上
濁
上
）
」
と
あ
る
。

ハ
ナ
ク
ケ
（
玄
牝
）
→　
ハ
ナ
ク
チ
（
玄
牝
）

ハ
ナ
ク
チ
（
玄
牝
）

　

○
是
を
玄ハ

ナ
ク
チ牝

【
去
】
【
「
ハ
ナ
ク
チ
」
は
左
傍
に
あ
っ
て
、
右
傍
に
は
「
ヒ
」
と
加
点
す
る
。
】
と
謂
（
ふ
）
（
『
梅
本
』
巻
上
・
成
象
第
六
・

23
④
）

『
書
本
』
は
、
右
傍
に
「
ハ
ナ
ク
チ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。
観
『
名
』
（
法
下
二
三
オ
１
）
に
「
ハ
ナ
ク
ケ
（
上
上
○
○
）
」
と
あ
る
。
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ハ
ナ
ツ
（
脱
）

　

○
魚
を
は
渕フ

チ

に
〔
於
〕
脱ハ

ナ

ツ
【
「
ハ
ナ
ツ
」
は
左
傍
に
あ
っ
て
、右
傍
に
は
「
ウ
シ
ナ
フ
」「
タ
ツ
」
と
加
点
す
る
】（
べ
か
ら
ず
）〔
不
可
〕

（
『
梅
本
』
巻
上
・
微
明
第
卅
六
・

126
⑤
）

『
書
本
』
に
は
、
右
傍
に
「
ハ
ナ
ツ
」
と
の
み
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、前
田
育
徳
財
団
蔵
『
日
本
霊
異
記
』
巻
下
を
含
む
五
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
観
『
名
』（
佛
中
六
八
ウ
８
）
に
「
ハ
ナ
ツ
」

と
あ
る
。

ハ
ナ
ハ
ダ
（
酷
）

　

○
国
を
治
（
む
）
ル
者の

は
刑
罰
、

酷
ハ
ナ
ハ
タ

【
入
】
【
右
傍
に
「
コ
ク
」
と
も
加
点
、
左
傍
に
は
「
カ
ラ
ク
」
と
も
加
点
す
る
。
】
深
ナ
ル
と

き
は
民
、
生
を
聊ヤ

ス

ン
セ
不す

（
『
書
本
』
巻
下
・
制
惑
第
七
十
四
・

252
③
）

『
群
本
』
は
「
右
傍
に
「
コ
ク
」
、
左
傍
に
「
カ
ラ
ク
」
と
加
点
す
る
が
、
『
梅
本
』
は
「
酷
深
」
は
無
加
点
で
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
保
延
四
年
点
『
文
鏡
秘
府
論
』
、
お
茶
の
水
図
書
館
蔵
鎌
倉
中
期
点
『
文
鏡
秘
府
論
』
の
二
例
が
示

さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
僧
下
二
九
ウ
８
）
に
も
「
ハ
ナ
ハ
タ
」
と
あ
る
。

ハ
バ
カ
ル
（
難
）

　

○
是
を
以
て
聖
人
は

難
ハ
ヽ
カ

ル
猶ヘ

シ
〔
之
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
恩
始
第
六
十
三
・

218
③
）

『
書
本
』
は
、
左
傍
に
「
ハ
ヽ
カ
ル
」
、
右
傍
に
「
カ
タ
ン
」
、
『
群
本
』
は
「
カ
タ
ン
」
と
の
み
加
点
す
る
。

　

○
聖
人
の
動
作
（
し
）
挙
事
を
（
し
）
て
〔
於
〕
進
退
（
し
）
て
重
ク

難
ハ
ヽ
カ

ル
コ
ト
〔
之
〕
、
（
『
梅
本
』
巻
下
・
恩
始
第
六
十
三
・

218
④
）

『
書
本
』
は
、左
傍
に
「
ハ
ヽ
カ
ル
（
こ
と
は
）
」
、右
傍
に
「
カ
タ
ン
ス
ル
（
こ
と
は
）
」
と
加
点
す
る
。
『
群
本
』
は
「
カ
タ
ウ
ス
ル
コ
ト
ハ
」

と
加
点
す
る
。
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『
集
成
』
に
は
、
高
野
山
大
学
図
書
館
蔵
承
保
元
年
点
『
蘇
悉
地
羯
羅
経
』
の
例
を
含
む
九
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
僧
中

六
九
ウ
５
）
に
「
ハ
ヽ
カ
ル
（
上
平
濁
上
上
）
」
と
見
え
る
。

ハ
マ
グ
リ
（

）

　

○
明
珠
の

蜯
ハ
マ
ク
リ

【
「
ハ
マ
ク
リ
」
は
左
傍
に
あ
っ
て
、右
傍
に
は
「
ハ
ウ
」
と
加
点
す
る
。
】
のノ

中ナ

に
在
り
（
『
梅
本
』
巻
上
・
體
道
第
一
・

9
④
）

　

○
明
【
平
】
珠
【
平
】
の

蜯

ハ
マ
ク
リ
中
家

【
上
・
去
】
【
「
ハ
マ
ク
リ
中
家
」
は
左
傍
に
あ
っ
て
、
右
傍
に
は
「
ハ
ウ
」
と
あ
る
。
】
の
中
に
在
り

（
『
書
本
』
巻
上
・
體
道
第
一
・
9
④
）

　
『
集
成
』
の
「
ハ
マ
グ
リ
」
の
項
に
「
蜯
」
字
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
（
僧
下
一
五
オ
７
）
に
は
「
蚌
」
字
に
「
ハ
マ
ク
リ
」
と
あ

る
が
、
「
蜯
」
字
は
見
え
な
い
。

ハ
ラ
マ
ル
（
妊
）

　

○
李
氏
か

女
ム
ス
メ

に
因
（
て
）

任
ハ
ラ
マ

【
去
】
【
「
任
」
字
に
は
「
ス
」
の
加
点
が
あ
り
、
合
点
も
あ
る
。
】
ル
〔
之
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
序
・
1

④
）

『
書
本
』
の
「
妊
【
去
濁
】
」
に
は
「
ハ
ラ
マ
ル
」
「
す
」
の
加
点
が
あ
る
。
因
み
に
、
『
梅
本
』
の
「
任
」
字
は
誤
写
で
あ
ろ
う
。

　
『
集
成
』
に
は
、
矢
野
長
治
郎
蔵
保
延
二
年
『
法
華
経
単
字
』
、
東
寺
金
剛
蔵
承
安
四
年
点
『
最
勝
佛
頂
陀
羅
尼
浄
除
業
障
経
』
、
東
洋
文

庫
至
徳
三
年
刊
『
法
華
経
音
訓
』
の
三
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』（
佛
中
一
二
ウ
３
）
に
「
ハ
ラ
ム
」
と
見
え
る
。
高
『
名
』（
五
九

ウ
２
）
に
は
「
ハ
ラ
ム
（
平
平
上
）
」
と
あ
る
。

ヒ
ク
（
揄
・
仍
）



『
老
子
道
徳
経
』
古
点
の
和
訓
語
彙
攷
略

105

　

○
建
【
去
】
徳
は
偸ヒ

ク
【
左
傍
に
は
「
ヒ
カ
ヘ
タ
ル
」
と
加
点
す
る
】
か
若
（
し
）
（
『
梅
本
』
巻
下
・
同
異
第
四
十
一
・

146
⑥
）

『
書
本
』
に
は
「
揄ヒ

ク
」
と
あ
り
、
「
引
也
」
の
義
注
も
見
ら
れ
る
。
猶
、
『
梅
本
』
の
「
偸
」
字
は
誤
写
で
あ
ろ
う
。

　

○
仍ヒ

ク
に

敵
カ
タ
キ

無
（
し
）
（
『
梅
本
』
巻
下
・
玄
用
第
六
十
九
・

241
①
）

『
書
本
』
は
「
扔
」
字
に
「
ヒ
ク
」
と
加
点
す
る
。
「
扔
」
字
の
左
傍
に
「
―
引
也
」
と
義
注
が
見
ら
れ
る
。

　

○
仍ヒ

キ
引
ク
〔
之
〕
心
を
欲
す
と
雖
（
と
も
）
敵
の
仍ヒ

ク
（
べ
き
）
〔
可
〕
こ
と
无
（
き
）
か
若
（
し
）
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
玄
用

第
六
十
九
・

241
①
）
因
み
に
、
右
の
例
に
つ
い
て
は
、
『
書
本
』
は
無
加
点
で
あ
る
。
「
扔
」
字
と
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
ヒ
ク
」
の
項
に
両
字
と
も
見
ら
れ
な
い
。
「
揄
」
字
に
つ
い
て
は
、観
『
名
』（
佛
下
本
二
八
オ
１
）
に
「
ヒ
ク
（
上
平
）
」

と
あ
る
が
、
「
仍
」
字
に
「
ヒ
ク
」
訓
は
見
え
な
い
。

ヒ
サ
グ
（
售
）

　

○
賣
る
者
は
疾ト

ク
售ヒ

サ

カ
ン
【
「
ヒ
サ
カ
ン
」
は
左
傍
に
あ
っ
て
、右
傍
に
は
「
ア
キ
ナ
ハ
ン
」
と
加
点
す
る
】
こ
と
を
欲
す
〔
也
〕（
『
書
本
』

巻
下
・
為
道
第
六
十
二
・

213
③
）

『
梅
本
』
は
右
傍
に
「
ウ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
」
、
左
傍
に
「
ア
キ
ナ
フ
」
と
加
点
す
る
。
因
み
に
、
左
傍
に
「
ヒ
サ
ク
」
も
見
ら
れ
る
の
で
、
「
ヒ

サ
ク
（
こ
と
を
）
」
と
訓
む
か
。
『
集
成
』
に
は
、
「
售
」
字
に
「
ア
キ
ナ
フ
」
「
ウ
ル
」
「
シ
タ
ガ
フ
」
の
三
訓
が
見
ら
れ
る
。
「
ヒ
サ
グ
」

は
見
え
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
。

ヒ
サ
シ
（
和
）

　

○
其
の
光
を
和ヒ

サ

シ
ウ
シ
テ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
橆
源
第
四
・
19
③
）

『
書
本
』
は
、
当
該
例
を
「
ヤ
ハ
ラ
ケ
テ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
和
」
字
に
二
二
の
和
訓
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
「
ヒ
サ
シ
」
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
。
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ヒ
ソ
カ
ニ
（
陰
）

　

○

陰
ヒ
ソ
カ

に
精
氣
を
行オ

コ

ひ
て
（
『
梅
本
』
巻
上
・
象
元
第
廿
五
・
88
④
）

『
書
本
』
も
「

陰
ヒ
ソ
カ

に
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
石
山
寺
蔵
平
安
初
期
点
『
金
剛
般
若
集
験
記
』
の
例
を
初
め
と
す
る
一
〇
数
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
観
『
名
』
（
法
中

二
〇
ウ
２
）
に
も
「
ヒ
ソ
カ
ニ
（
平
平
平
上
）
」
と
あ
る
。

ヒ
タ
タ
ク
（
混
）
→　
ア
フ
（
混
）

　

○
故
に

混
ヒ
タ
ヽ

【
去
】
ケ
（
て
）
而
て
一
と
為
ル
（
『
梅
本
』
巻
上
・
賛
玄
第
十
四
・
47
④
）

因
み
に
、『
書
本
』
に
は
「
混ア

フ
て
」
と
加
点
す
る
。
な
お
、
割
注
部
に
「
混コ

ン

【
去
】
は
合
【
入
】
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
梅
本
』
）
、「
混
【
去
】

は
合
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
書
本
』
）
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、真
福
寺
蔵
承
徳
三
年
点
『
将
門
記
』
の
例
を
含
む
四
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』（
法
上
二
三
オ
２
）
に
も
「
ヒ
タ
ヽ

ケ
テ
（
平
平
平
平
○
）
」
と
あ
る
。
図
『
名
』
に
も
「
ヒ
タ
ヽ
ケ
テ
（
平
平
平
○
平
）
」
と
見
え
る
。

ヒ
ト
ト
ナ
ル
（
長
）

　

○

長
ヒ
ト
ヽ
ナ

（
り
）
而て

宰ワ
カ

タ
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
能
為
第
十
・
36
⑥
）

『
書
本
』
は
「
長
し
（
て
）
〔
而
〕
」
と
あ
っ
て
、
「
長
」
字
は
音
読
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
長
」
字
を
「
ヒ
ト
ト
ナ
ル
」
と
す
る
例
が
九
例
示
さ
れ
て
あ
る
。
観
『
名
』
（
佛
下
本
一
八
オ
一
）
に
も
「
ヒ
ト
ヽ
ナ

リル

（
上
○
上
上
平
）
」
と
あ
る
。

ヒ
ト
リ
（
唯
）

　

○
夫ソ

（
れ
）

唯
ヒ
ト
リ

大オ

（
き
）
ナ
リ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
三
寶
第
六
十
七
・

233
①
）
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『
書
本
』
に
も
「

唯
ヒ
ト
リ

」
と
加
点
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
『
書
本
』
の
左
傍
に
は
「
独
也
」
の
義
注
が
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
東
洋
文
庫
蔵
至
徳
三
年
刊
『
法
華
経
音
訓
』
の
例
を
含
む
一
〇
数
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
佛
中
三
一
オ
５
）

に
「
ヒ
ト
リ
（
平
上
平
）
」
と
あ
る
。

ヒ
ヒ
（

）

　

○
而
も

ヒ
ヽ
ノ

【
平
】

作
オ
コ
ル

【
入
】【
「
ヒ
ヽ
ノ
オ
コ
ル
」
は
左
傍
に
あ
り
、右
傍
に
は
「
サ
イ
サ
ク
」
の
加
点
が
あ
る
】
す
る
こ
と
精
の
〔
之
〕

至
レ
ル
な
り
〔
也
〕
（
『
書
本
』
巻
下
・
玄
符
第
五
十
五
・

189
②
）

『
梅
本
』
に
は
「
脧サ

イ

作
ス
ル
コ
ト
」
と
加
点
さ
れ
て
い
る
。

ヒ
マ
（
間
）

　

○

无
　
キ
ニ

【
平
濁
】
間ヒ

マ

【
平
】
（
に
）
〔
於
〕
入
ル
コ
ト
有
（
る
）
コ
ト
無
シ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
偏
用
第
四
十
三
・

153
④
）

『
書
本
』
『
群
本
』
は
無
加
点
。

　
『
集
成
』
に
は
、
十
数
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
観
『
名
』
（
法
下
三
九
ウ
７
）
に
「
閒
」
字
に
「
ヒ
マ
（
上
上
）
」
と
見
え
る
。

ヒ
メ
モ
ス
（
終
日
）

　

○
終ヒ

メ
モ
ス日

に
號ナ

ケ

レ
（
上
平
平
）
ト
モ
〔
而
〕
嗄コ

エ

カ
レ
（
ざ
る
）
〔
不
〕
こ
と
、
（
『
梅
本
』
巻
下
・
玄
符
第
五
十
五
・

189
④
）

『
書
本
』
は
無
加
点
。
『
集
成
』
に
は
、
「
ヒ
ネ
モ
ス
」
に
「
終
日
」
の
例
は
多
く
見
え
る
が
、
「
ヒ
メ
モ
ス
」
に
は
「
竟
日
」
「
終
朝
」
等
の

例
は
見
え
る
が
「
終
日
」
の
例
は
無
い
。
観
『
名
』
（
佛
中
四
四
オ
８
）
に
「
ヒ
ネメ

ム
ス
ニ
（
上
去
○
○
○
）
」
、
高
『
名
』
（
九
三
オ
４
）
に

「
ヒ
メネ

ム
ス
ニ
（
上
上
○
○
○
）
」
と
見
え
る
。

ヒ
ラ
ク
（
翕
）

　

○
将
に
翕ヒ

ラ

カ
ン
ト
（
右
傍
に
「
ヒ
ラ
カ
ン
ト
」
（
合
点
ア
リ
）
と
あ
り
、
左
傍
に
は
「
ス
ヘ
ン
ト
」
と
あ
る
）
欲
シ
〔
之
〕
（
『
梅
本
』
巻
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上
・
徴
明
第
卅
六
・

125
④
）

『
書
本
』
は
、
左
傍
に
「
ヒ
ラ
カ
ン
と
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
翕
」
字
に
「
ヒ
ラ
ク
」
と
加
点
す
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
（
僧
中
五
一
オ
１
）
に
「
ヒ
ラ
ク
」
と
あ
る
。

フ
カ
シ
（
沖
）

　

○
道
沖フ

カ

【
平
】
ウ
シ
而て

用
ル
〔
之
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
橆
源
第
四
・
18
④
）

『
書
本
』
も
「
フ
カ
ウ
シ
テ
」
と
加
点
す
る
。
な
お
、割
注
部
に
は
「
沖
【
平
】
は
中
【
平
】（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
梅
本
』
）
、「
沖
は
中
（
な
り
）

〔
也
〕
」
（
『
書
本
』
）
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
真
福
寺
蔵
弘
仁
頃
撰
『
日
本
霊
異
記
』
の
「
沖
深
也
」
の
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
法
上
一
五
０
６
）
に
「
フ

カ
シ
」
、
図
『
名
』
（
一
五
１
）
に
も
「
フ
カ
シ
（
平
平
平
）
」
と
見
え
る
。

フ
ト
シ
（
矜
）

　

○
自ミ

（
ら
）
矜フ

ト

カ
ラ
【
「
フ
ト
カ
ラ
」
は
左
傍
に
あ
り
、
「
右
傍
に
は
「
オ
ホ
キ
カ
ラ
」
と
加
点
】
不ス

（
『
梅
本
』
巻
上
・
益
謙
第
廿
二
・

75
④
）
因
み
に
、
『
書
本
』
『
群
本
』
に
は
、
「
オ
ホ
キ
ニ
セ
ズ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
矜
」
字
に
「
フ
ト
シ
」
の
加
点
例
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』（
僧
中
一
九
ウ
６
）
に
「
フ
ト
シ
（
平
平
○
）
」
と
あ
る
。

フ
フ
ル
（
傷
）
→　
ヤ
フ
ル
（
傷
）

ヘ
リ
ク
ダ
ル
（
謙
下
）

　

○
陰
道
は
安
静
を
以
（
て
）
謙ヘ

リ

ク

タ

【
平
】
下
ル
コ
ト
ヲ
為
す
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
謙
徳
第
六
十
一
・

210
②
）
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『
書
本
』
は
「
謙
下
す
る
」
と
音
読
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、至
徳
三
年
刊
『
法
華
経
音
訓
』
所
載
の
「
謙
」
字
の
「
ヘ
リ
ク
タ
ル
」
の
例
の
み
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
に
は
「
ヘ

リ
ク
ダ
ル
」
の
掲
出
が
な
い
。

ホ
ゾ
（
蔕
）

　

○
是
を
根
を
深フ

（
く
せ
）
シ
メ
蔕ホ

ソ

を
固カ

タ

ン
す
と
謂
フ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
守
道
第
五
十
九
・

205
④
）

『
書
本
』
は
「
蔕ホ

ソ

を
固カ

タ

ウ
す
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、仁
和
寺
蔵
院
政
期
点
『
医
心
方
』
の
例
一
例
が
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』（
僧
上
二
四
オ
７
）
に
「
ホ
ソ
（
上
上
）
」
と
あ
る
。

ホ
ト
ホ
ド
（
畿
）

　

○
水
性　

イ

畿
ホ
ト
ホ
ト

道
與と

、
同
シ
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
易
性
第
八
・
28
⑤
）

『
書
本
』
は
、
当
該
字
は
「
幾
」
字
に
作
り
、
そ
の
右
傍
に
「
チ
カ
シ
」
、
左
傍
に
「
コ
ト
コ
ト
ニ
ス
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
の
「
畿
」
字
に
は
、単
字
と
し
て
は
「
キ
」
と
あ
る
の
み
で
あ
り
、「
幾
」
字
に
「
ホ
ト
ホ
ド
」
の
訓
が
見
ら
れ
る
。
因
み
に
、「
ホ

ト
ホ
ド
」
訓
は
、
一
五
例
示
さ
れ
て
あ
る
。
観
『
名
』
（
僧
下
五
二
オ
１
）
に
「
ホ
ト
〳
〵
（
平
平
平
平
濁
）
」
と
見
え
る
。

マ
ウ
ク
（
建
）

　

○
建
言
ニ
【
左
傍
に
「
マ
ウ
ケ
テ
」
「
コ
ト
ヲ
」
と
加
点
す
る
】
有タ

モ

ツ
〔
之
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
同
異
第
四
十
一
・

145
③
）

　

○
言
を
建マ

ウ

ケ
（
て
）
有タ

（
つ
）
こ
と
あ
り
〔
之
〕
（
『
書
本
』
巻
下
・
同
異
第
四
十
一
・

145
③
）

因
み
に
、
割
注
部
に
「
建
【
去
】
は
設
【
入
】
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
梅
本
』
）
、
「
建
は
設
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
書
本
』
）
と
あ
る
。
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『
集
成
』
に
は
、
「
建
」
字
に
「
マ
ウ
ク
」
訓
は
見
え
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
。

マ
ガ
ル
（
枉
）
→　
マ
グ
（
枉
）

　

○
枉マ

カ

ル
と
き
は
則
（
ち
）
直
シ
（
『
書
本
』
巻
上
・
益
謙
第
廿
二
・
73
①
）

『
群
本
』
も
「
枉マ

カ

ル
ト
キ
ハ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
平
安
後
期
点
『
日
本
書
紀
』
の
例
を
含
む
七
例
が
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
（
佛
下
本
四
〇
オ
７
）

に
も
「
マ
カ
ル
」
と
あ
る
。

マ
グ
（
枉
）
→　
マ
ガ
ル
（
枉
）

　

○
枉マ

ク
ル
と
き
は
則
（
ち
）
直
シ
（
『
梅
本
』
『
書
本
』
巻
上
・
益
謙
第
廿
二
・
73
①
）

　

○
己
を
枉マ

ケ
屈カ

ヽ

メ
而
て
人
を
申ノ

フ
ル
ト
キ
ハ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
益
謙
第
廿
二
・
73
①
）

　
『
集
成
』
に
は
、
東
大
寺
図
書
館
蔵
平
安
後
期
点
『
大
般
涅
槃
経
』
の
例
の
み
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
佛
下
本
四
〇
オ
７
）
に

も
「
マ
ク
（
上
平
濁
）
」
と
あ
る
。

マ
サ
ル
（
多
・
祥
）

　

○
身
（
と
）

貨
タ
カ
ラ

與と

、

孰
イ
ツ
レ

か
多マ

サ

レ
ル
（
『
書
本
』
巻
下
・
立
成
第
四
十
四
・

154
④
）

因
み
に
、
『
梅
本
』
の
「
多
」
字
の
右
傍
の
仮
名
点
は
不
詳
。
「
レ
ル
」
の
確
認
は
出
来
る
。

　

○
生
【
平
】
を
益マ

ス
ト
キ
ハ
日ヽ
に
祥マ

サ

ル
（
『
梅
本
』
巻
下
・
玄
符
第
五
十
五
・

190
④
）

『
書
本
』
に
も
「
祥マ

サ

ル
」
の
加
点
が
あ
る
。
な
お
、割
注
部
に
「
祥
【
平
】
は
長
（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
梅
本
』
）
、「
祥
は
長
【
上
】（
な
り
）〔
也
〕
」

（
『
書
本
』
）
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
多
」
字
の
「
マ
サ
ル
」
訓
に
つ
い
て
は
、保
延
二
年
『
法
華
経
単
字
』
の
み
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
「
祥
」
字
に
「
マ
サ
ル
」
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訓
は
見
ら
れ
な
い
。

　
「
多
」
字
に
つ
い
て
は
、
観
『
名
』
（
法
下
六
九
オ
６
）
に
「
マ
サ
ル
」
と
あ
る
。
「
祥
」
字
に
つ
い
て
も
、
観
『
名
』
（
法
下
六
オ
８
）

に
「
マ
サ
ル
」
と
あ
る
。

マ
ス
マ
ス
（
滋
）

　

○
法
物
【
入
濁
】

滋
マ
ス
マ
ス

彰ア

（
れ
）
て
盗
賊
、
多
ク
有
り
（
『
梅
本
』
巻
下
・
凉
風
第
五
十
七
・

197
②
）

『
群
本
』
も
、「
滋
」
字
の
右
傍
に
「
〳
〵
」
（
繰
り
返
し
記
号
）
と
あ
る
の
で
「
マ
ス
マ
ス
」
と
訓
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、『
書
本
』

は
「
滋シ

ケ

ク
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
永
治
二
年
点
『
日
本
書
紀
巻
第
十
五
』
の
例
一
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
法
上
九
オ
１
）

に
「
マ
ス
〳
〵
（
上
上
○
○
）
」
と
あ
る
。

マ
ツ
フ
（
早
服
）

　

○
是
レ
を
早マ

ツ

服ウ

ト
謂
（
ふ
）
（
『
梅
本
』
巻
下
・
守
道
第
五
十
九
・

203
④
）

『
書
本
』
も
「
早マ

ツ

服ウ

」
と
加
点
す
る
。
因
み
に
、「
早
【
上
】
は
先
【
平
】（
な
り
）〔
也
〕
。
服
【
入
】
は
得
【
入
】（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
梅
本
』
）
、

「
早
は
先
（
な
り
）
〔
也
〕
。
服
は
得
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
書
本
』
）
と
義
注
す
る
。

マ
ド
フ
（
迷
）

　

○
智
【
去
】
ア
リ
と
雖
（
も
）
大オ

ホ

キ
ニ
迷マ

ト

フ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
巧
用
第
廿
七
・
95
⑤
）

　

○
此
の
人
乃ス

（
ち
）
大
（
き
）
に
迷マ

ト

ヒ
惑マ

ト

ヒ
ヌ
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
巧
用
第
廿
七
・
96
①
）

前
者
の
例
に
つ
い
て
は
、『
書
本
』
『
群
本
』
と
も
に
「
迷マ

ト

フ
」
と
加
点
す
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、『
群
本
』
は
「
迷
惑
す
」
と
音
読
す
る
。

因
み
に
、
『
書
本
』
は
無
加
点
。
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『
集
成
』
に
は
、「
迷
」
字
の
「
マ
ド
フ
」「
マ
ド
ハ
ス
」
訓
は
多
く
見
ら
れ
る
。
観
『
名
（
佛
上
二
六
オ
６
）
に
「
マ
ト
フ
（
平
平
濁
上
）
」

と
あ
る
。

マ
ボ
ル
（
抱
・
執
・
閉
）

　

○
一
（
を
）
抱マ

ホ

リ
【
「
マ
ホ
リ
」
は
左
傍
に
あ
り
、
右
傍
は
「
イ
タ
イ
」
と
加
点
す
る
。
】
（
て
）
能
ク
離ハ

□

ル
ヽ
無
キ
乎か

（
『
梅
本
』
巻
上
・

能
為
第
十
・
33
①
）
。
『
書
本
』
も
「
抱マ

ホ

リ
」
と
加
点
す
る
。
な
お
、
割
注
部
に
、
『
書
本
』
（
33
②
）
が
「
抱マ

（
り
）
て
」
と
加
点
す

る
も
の
で
、
『
梅
本
』
は
「
抱イ

タ

ヒ
テ
」
と
加
点
す
る
。

　

○
大
ナ
ル
象ミ

チ

を
執マ

ホ

ル
ト
キ
（
は
）
、
天
下
往ユ

ク
（
『
梅
本
』
巻
上
・
仁
徳
第
卅
五
・

122
⑤
）

『
書
本
』
も
「
執マ

ホ

ル
」
と
左
傍
に
加
点
す
る
。
な
お
、
割
注
部
に
「
執
【
入
】
は
守
【
上
】
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
梅
本
』
）
、「
執
は
守
（
な
り
）

〔
也
〕
」
（
『
書
本
』
）
と
見
ら
れ
る
。

　

○
時
に
於ヲ

イ
テ
當
に
豫ア

メ
其
の
門
閉マ

ホ

ル
（
べ
し
）
〔
當
〕
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
守
微
第
六
十
四
・

221
①
）

『
書
本
』
『
群
本
』
は
左
傍
に
「
マ
ホ
ル
」
と
あ
り
、
右
傍
に
は
「
ト
ツ
」
と
加
点
す
る
。
因
み
に
、『
群
本
』
は
「
閉
」
を
「
閇
」
と
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
抱
」
字
に
「
マ
ボ
ル
」
と
加
点
す
る
例
と
し
て
、
大
槻
文
彦
蔵
天
正
六
年
点
『
老
子
道
徳
経
』
の
例
の
み
が
示
さ
れ

て
あ
る
。
「
閉
」
字
に
は
、
「
マ
ボ
ル
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
が
、
「
マ
バ
ル
」
（
東
寺
金
剛
蔵
『
大
毘
盧
遮
那
経
疏
』
）
と
関
係
あ
る
か
。
「
執
」

字
の
「
マ
ボ
ル
」
訓
に
つ
い
て
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
は
、「
執
」
字
（
佛
下
末
一
〇
ウ
２
）
に
「
マ
モ
ル
（
平
平
平
）
」
と
あ
る
。
「
抱
」

「
閉
」
字
に
「
マ
ボ
ル
（
マ
モ
ル
）
」
訓
は
見
え
な
い
。

ミ
（
吾
）

　

○
吾ミ

、
将
に
、
鎮チ

ン

【
去
】
ス
ル
に
〔
之
〕
、
無
名
の
〔
之
〕
朴ハ

ク

【
入
】
を
以
（
て
）
セ
ン
ト
ナ
リ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
為
政
第
卅
七
・

128
②
）
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『
書
本
』
も
「
吾ミ

」
と
加
点
す
る
。
割
注
部
に
「
吾
【
平
濁
】
は
身
【
平
】
な
り
〔
也
〕
」（
『
梅
本
』
）
、「
吾
は
身
（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
書
本
』
）

と
見
え
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
吾
」
字
に
は
「
ア
ガ
」
「
ア
レ
」
「
ヤ
ツ
カ
レ
」
「
ヤ
ツ
コ
」
「
ワ
ガ
」
「
ワ
レ
」
等
の
訓
が
見
え
る
が
、
「
ミ
」
は
見
ら

れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。

ミ
（
寶
）

　

○
敵ア

タ

を

軽
カ
ロ
カ
ロ

シ
ク
（
す
る
）
こ
と
は
吾
か
寶ミ

を

喪
ホ
ロ
ホ

ス
に
幾チ

カ

シ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
玄
用
第
六
十
九
・

242
①
）

『
書
本
』
も
「
寶ミ

を

喪
ホ
ロ
ホ

ス
」
と
あ
る
が
、
『
群
本
』
は
「
寶ミ

を

喪
ウ
シ
ナ

フ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
「
寶
」
字
に
「
ミ
」
と
加
点
す
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。

ミ
ジ
カ
シ
（
下
・
卑
）

　

○
高
を
見
而て

下
ミ
シ
カ

シ
と
為
す
〔
也
〕
（
『
書
本
』
巻
上
・
養
身
第
二
・
13
④
）

　

○
高
キ
は
必
（
ず
）

下
ミ
シ
カ

キ
を
以
（
て
）
基
と
為
す
（
『
梅
本
』
巻
下
・
法
文
第
三
十
九
・

140
③
）

『
群
本
』
も
「

下
ミ
シ
カ

キ
」
、
『
書
本
』
も
「

下
　
　
カ

キ
」
と
加
点
す
る
。

　

○
當
に
下

ミ
シ
カ

キ
を
以
（
て
）
本
【
上
】
貴
を
貴
ス
當
シ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
法
文
第
三
十
九
・

140
④
）

『
群
本
』
も
「

下
ミ
シ
カ

キ
」
と
加
点
す
る
が
、
『
書
本
』
は
「
下
し
」
と
す
る
。

　

○

卑
ミ
シ
カ

キ
に
因
（
り
て
）
高
を
為
す
か
猶
し
（
『
書
本
』
巻
下
・
法
文
第
三
十
九
・

140
⑤
）

『
梅
本
』
は
「
卑
キ
」
の
右
傍
の
仮
名
点
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
下
」
字
・「
卑
」
字
に
「
ミ
ジ
カ
シ
」
と
加
点
す
る
例
と
し
て
、
各
々
七
例
、
九
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
に
は
、

「
下
」
字
（
佛
上
四
〇
ウ
５
）
に
「
ミ
シ
カ
シ
」
、
「
卑
」
字
（
佛
中
五
七
オ
２
）
に
「
ミ
シ
カ
シ
（
平
平
平
濁
○
）
」
と
見
え
る
。
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ミ
ダ
リ
（
爽
）

　

○
五
味
は
人
の
口
を
（
し
て
）
〔
令
〕

爽
ミ
タ
リ

ナ
ラ
令
（
む
）
（
『
書
本
』
巻
上
・
撿
欲
第
十
二
・
40
④
）

『
梅
本
』
は
「
爽タ

カ

ハ
令シ

ム
」
、
『
群
本
』
は
「
爽タ

カ

ハ
令
（
む
）
」
と
加
点
す
る
。
因
み
に
、
『
群
本
』
の
欄
外
注
記
に
「
爽
」
字
の
右
傍
に
「
タ

カ
ハ
」
、
左
傍
に
「
ミ
タ
リ
ナ
ラ
」
と
あ
り
、
「
ミ
タ
リ
ナ
ラ
」
に
は
合
点
の
加
点
も
あ
る
。

　

な
お
、
割
注
部
に
は
「
爽サ

ウ

【
上
】
は
妄□

ウ

【
去
濁
】
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
梅
本
』
）
、
「
爽
【
上
】
は
妄
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
書
本
』
）
、
「
爽
は

妄
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
群
本
』
）
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
爽
」
字
に
「
ミ
ダ
リ
」
の
訓
は
見
ら
れ
な
い
。
因
み
に
『
梅
本
』
『
群
本
』
に
加
点
さ
れ
る
「
タ
ガ
フ
」
に
つ
い
て
は
、

上
野
淳
一
蔵
『
漢
書
楊
雄
傳
』
天
暦
二
年
点
の
例
を
含
め
十
数
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
佛
下
末
一
九
オ
５
）
に
「
ミ
タ
リ
（
平

平
濁
○
）
」
と
見
え
る
。

ミ
ダ
リ
カ
ハ
シ
ウ
ス
（
蓬
累
）

　

○
其
の
人
を
得
不
レ
と
き
は
、則
（
ち
）
、蓬ミ

タ
リ
カ
ハ
シ
ウ累

シ
【
左
傍
に
「
ミ
タ
リ
カ
ハ
シ
ウ
」「
カ
シ
ラ
カ
ヽ
ヘ
」
と
あ
る
】
而て

行ユ

ク
（
『
梅
本
』

巻
上
・
序
・
2
④
）

　
『
書
本
』
に
は
、
右
傍
に
「
カ
シ
ラ
カ
ヽ
テ
」
、
左
傍
に
「
カ
シ
ラ
カ
ヽ
ヘ
ミ
タ
リ
カ
ハ
シ
ウ
」
の
加
点
が
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
見
ら
れ
な
い
例
で
あ
る
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。

ミ
ダ
ル
（
擾
・
昏
）

　

○
国
治
（
む
る
）
と
き
は
〔
者
〕
、
民
、
擾ミ

タ

レ
不す

。
（
『
書
本
』
巻
下
・
立
成
第
四
十
四
・

157
①
）

『
群
本
』
も
「
擾ミ

タ

レ
（
ず
）
〔
不
〕
」
と
加
点
す
る
が
、
『
梅
本
』
は
「
擾
レ
」
と
加
点
す
る
。

　

○
民
、
利
器
多
（
き
）
と
き
は
、
国
家
滋

マ
ス
マ
ス

昏ミ
タ

ル
【
左
傍
に
は
「
ク
ラ
シ
」
と
加
点
す
る
】
（
『
書
本
』
巻
下
・
凉
風
第
五
十
七
・

196
②
）
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『
群
本
』
も
「

滋
マ
ス
マ
ス

昏ミ
タ

ル
」
と
加
点
す
る
。
『
梅
本
』
に
は
、
「
昏ク

ラ

シ
」
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
擾
」
字
に
「
ミ
ダ
ル
」
と
加
点
さ
れ
る
例
が
九
例
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
昏
」
字
に
は
「
ミ
ダ
ル
」
の
加
点
例

は
見
ら
れ
な
い
。

　
「
擾
」
字
に
つ
い
て
は
、
観
『
名
』
（
佛
下
本
三
二
ウ
２
）
に
「
ミ
タ
ル
（
平
平
濁
上
）
」
と
あ
る
。

ミ
チ
（
始
・
母
・
象
・
朴
・
行
）

　

○
無
名
は
天
地
（
の
）
〔
之
〕
始ミ

チ

【
左
傍
に
「
ハ
ジ
メ
」
と
加
点
し
、
合
点
を
付
す
】
ナ
リ
（
『
梅
本
』
9
⑥
）

『
書
本
』
も
右
傍
に
「
ミ
チ
」
、
左
傍
に
「
ハ
シ
メ
」
と
加
点
す
る
。

　

○
而シ

カ

（
し
）
て
母ミ

チ

を
食モ

チ

ヰ
ル
（
を
）
貴
フ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
異
俗
第
廿
・
69
④
）

『
書
本
』
も
「
母ミ

チ

を
」
と
加
点
す
る
。
な
お
、割
注
部
に
「
母
は
道
【
去
】（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
梅
本
』
）
、「
母
【
平
濁
】
は
道
（
な
り
）〔
也
〕
」

（
『
書
本
』
）
と
義
注
す
る
。

　

○
以
て
天
下
ノの

母ミ
チ

為タ

ル
（
べ
）
〔
可
〕
シ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
象
元
第
廿
五
・
85
②
）

因
み
に
、
『
書
本
』
は
無
加
点
。

　

○
大
ナ
ル
象ミ

チ

を
執マ

ホ

ル
ト
キ
（
は
）
、
天
下
、
往ユ

ク
（
『
梅
本
』
巻
上
・
仁
徳
第
卅
五
・

122
⑤
）

『
書
本
』
も
「
ミ
チ
」
と
加
点
す
る
。
な
お
、
割
注
部
に
「
象
【
去
】
は
道
【
去
】
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
梅
本
』
）
、「
象
は
道
（
な
り
）
〔
也
〕
」

（
『
書
本
』
）
と
義
注
す
る
。

　

○
無
名
の
〔
之
〕
朴ミ

チ

を
以
て
セ
ヨ
（
『
書
本
』
巻
上
・
為
政
第
卅
七
・

128
②
）

『
梅
本
』
は
「
朴ハ

ク

【
入
】
」
と
加
点
す
る
。
な
お
、割
注
部
に
は
「
朴
【
入
】
は
道
な
り
〔
也
〕
」（
『
梅
本
』
）
、「
朴
は
道
（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
書

本
』
）
と
見
え
る
。
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○
千
里
（
の
）
〔
之
〕
行ミ

チ

【
平
】
【
左
傍
に
は
「
ア
リ
キ
」
と
見
え
る
】
は
足
の
下モ

ト

よ
り
〔
於
〕
始
る
（
『
書
本
』
巻
下
・
守
微
第

六
十
四
・

221
③
）

『
梅
本
』
は
右
傍
に
「
ア
ル
キ
」
、
『
群
本
』
は
右
傍
に
「
ユ
キ
」
、
左
傍
に
「
ア
リ
キ
」
と
加
点
し
、
合
点
を
付
す
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
始
」
字
の
例
と
し
て
、
穂
久
邇
文
庫
本
『
五
行
大
義
』
の
例
が
一
例
、
「
行
」
字
の
例
と
し
て
、
保
延
二
年
本
『
法
華

経
単
字
』
の
例
の
み
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
朴
」
字
、
「
象
」
字
、
「
母
」
字
に
「
ミ
チ
」
と
加
点
す
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。

　

観
『
名
』
に
は
、
「
始
」
字
（
佛
中
一
二
ウ
７
）
に
「
ミ
チ
（
上
上
）
」
、
「
母
」
字
（
佛
中
一
二
オ
６
）
に
「
ミ
チ
」
、
「
行
」
字
（
佛
上

二
四
ウ
８
）
に
「
ミ
チ
（
上
上
）
」
と
見
え
る
。
「
象
」
「
朴
」
字
に
「
ミ
チ
」
訓
は
見
え
な
い
。

ミ
ヅ
（
陰
）

　

○
陰ミ

ツ

に
託ツ

イ
テ
腐ク

チ
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
象
元
第
廿
五
・
85
①
）

「
陰
」
字
の
左
傍
に
「
水
也
」
と
義
注
の
加
点
が
見
ら
れ
る
。
『
書
本
』
は
無
加
点
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
陰
」
字
に
「
ミ
ヅ
」
の
加
点
例
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
。

ム
カ
フ
（
抱
）

　

○
万
物
、
陰
【
平
】
を
負ソ

ム

イ
而て

陽
【
平
】
に
抱ム

カ

フ
【
左
傍
に
「
ノ
ソ
ム
」
と
加
点
す
る
】
（
『
梅
本
』
巻
下
・
道
化
第
四
十
二
・

148
⑥
）

『
書
本
』
も
「
抱ム

カ

フ
」
と
加
点
す
る
。
な
お
右
傍
に
「
―
向
也
」
と
義
注
を
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
の
「
抱
」
字
に
、
「
ム
カ
フ
」
と
加
点
す
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
ら
れ
な
い
。

ム
ク
ユ
（
和
）

　

○
大
【
去
】
ナ
ル

怨
ウ
ラ
ミ

【
上
】
を
和ム

ク

イ
ル
と
き
は
（
『
梅
本
』
巻
下
・
任
契
第
七
十
九
・

265
⑤
）
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『
書
本
』
も
「
和ム

ク

ユ
ル
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
和
」
字
に
「
ム
ク
ユ
」
と
加
点
す
る
例
は
見
え
な
い
が
、
「
ム
ク
フ
」
の
例
と
し
て
、
大
槻
文
彦
蔵
天
正
六
年
点
『
老

子
道
徳
経
』
の
加
点
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
観
『
名
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。

ム
サ
ボ
ル
（
贅
・
嗇
）

　

○
日ヒ

ヽ

に
食
【
入
】
を
餘ア

マ

シ

贅
ム
サ
ホ

レ
ル
行
ア
リ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
重
徳
第
廿
六
・
89
②
）

『
書
本
』
も
「

贅
ム
サ
ホ

レ
ル
」
と
加
点
す
る
。
左
傍
に
は
「
専
梲
反
」
と
字
音
注
が
見
え
る
。
割
注
部
に
は
「
贅セ

イ

【
去
】
は
貪タ

ム

（
な
り
）〔
也
〕
」

（
『
梅
本
』
）
、
「
贅セ

イ

は
貪タ

ム

【
平
】
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
書
本
』
）
と
あ
る
。

　

○

嗇
ム
サ
ホ

ル
に
若シ

ク
は
莫ナ

シ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
守
道
第
五
十
九
・

203
③
）

『
書
本
』
も
「

嗇
ム
サ
ホ

ル
に
」
と
加
点
す
る
。
な
お
、割
注
部
に
「
嗇
は
貪
【
平
】（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
梅
本
』
）
、「
嗇
【
入
】
は
貪
（
な
り
）〔
也
〕
」

（
『
書
本
』
）
と
見
え
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
両
字
と
も
に
見
ら
れ
な
い
訓
で
あ
る
。

　
「
贅
」
字
に
つ
い
て
は
、観
『
名
』
（
佛
下
本
九
オ
４
）
に
「
ム
サ
ホ
ル
（
上
上
○
○
）
」
と
あ
る
が
、「
嗇
」
字
に
は
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。

ム
ナ
シ
（
沖
）

　

大
盈エ

イ

【
平
】
は
沖ム

ナ

シ
キ
か
若
（
し
）
（
『
梅
本
』
巻
下
・
洪
徳
第
四
十
五
・

157
⑤
）

『
書
本
』
『
群
本
』
も
「
沖ム

ナ

シ
キ
か
」
と
加
点
す
る
。
な
お
、
『
群
本
』
（

158
①
）
の
割
注
部
に
も
「
沖ム

ナ

シ
キ
か
如
（
し
）
ト
云
ハ
〔
者
〕
」

と
見
え
る
が
、
『
梅
本
』
『
書
本
』
は
無
加
点
で
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
沖
」
字
に
「
ム
ナ
シ
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
（
法
上
一
五
オ
６
）
に
は
「
ム
ナ
シ
」
と
見
え
る
。
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メ
（
兌
）

　

○
其
の
兌メ

【
左
傍
に
「
徒
外
反
」
と
字
音
注
記
が
あ
る
】
を
塞フ

（
い
で
）
（
『
書
本
』
巻
下
・
帰
元
第
五
十
二
・

177
④
）

『
梅
本
』
は
無
加
点
。
但
し
、
両
本
と
も
割
注
部
分
に
、
「
兌タ

イ

【
去
】
ハ
目
【
入
】
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
梅
本
』
）
、
「
兌タ

イ

【
去
】
ハ
目
（
な
り
）

〔
也
〕
」
（
『
書
本
』
）
と
あ
る
。

　

○
其
の
兌メ

を
塞フ

サ

イ
（
で
）
其
（
の
）
門ク

チ

を
閉ト

ツ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
玄
徳
第
五
十
六
・

191
⑥
）

『
書
本
』
も
「
兌メ

を
」
と
加
点
す
る
。
な
お
、
『
梅
本
』
は
「
兌
」
字
の
左
傍
に
「
目
也
」
と
義
注
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
見
ら
れ
な
い
和
訓
で
あ
る
。
観
『
名
』
に
も
見
ら
れ
な
い
。

メ
タ
マ
シ
ヒ
（
魄
）

　

○
肝
【
平
】
（
は
）

魂
オ
タ
マ
シ
ヒ

【
平
】
を
蔵オ

サ

メ
、
肺
は

魄
メ
タ
マ
シ
ヒ

を
蔵
（
め
）
（
『
書
本
』
巻
上
・
成
象
第
六
・
23
③
）

『
梅
本
』
は
無
加
点
で
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
魄
」
字
に
「
タ
マ
シ
ヒ
」
と
見
え
る
の
み
で
、「
メ
タ
マ
シ
ヒ
」
は
見
え
な
い
。
観
『
名
』（
僧
下
二
五
ウ
１
）
に
は
「
メ

タ
マ
シ
ヒ
（
去
平
平
平
平
）
」
と
あ
る
。

モ
チ
ヰ
ル
（
食
・
注
・
事
）

　

○
而シ

カ

て
母ミ

チ

を
食モ

チ

ヰ
ル
（
を
）
貴
フ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
異
俗
第
廿
・
69
④
）

『
書
本
』
も
「
食モ

チ

ヰ
ル
」
と
加
点
す
る
。
割
注
部
に
「
食
【
入
】
は
用
【
去
】（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
梅
本
』
）
、「
食
は
用
（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
書

本
』
）
と
見
え
る
。

　

○
百
姓
、
皆
、
其
の
耳
【
上
濁
】
目
【
入
】
を
注モ

チ

ヰ
ル
（
『
書
本
』
巻
下
・
任
徳
第
四
十
九
・

170
②
）
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『
梅
本
』
は
「
注
」
字
に
「
ル
」
の
確
認
は
可
能
で
あ
る
が
、
他
は
破
損
し
て
い
て
解
読
が
不
可
能
で
あ
る
。

割
注
部
に
「
注
【
去
】
は
用
【
去
】
」
（
『
梅
本
』
）
、
「
注
【
去
】
は
用
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
書
本
』
）
と
義
注
す
る
。

　

○
天
を
事モ

チ

【
入
】
ヰ
ル
と
き
は
（
『
梅
本
』
巻
下
・
守
道
第
五
十
九
・

203
②
）

『
書
本
』
も
「
事モ

チ

ヰ
ル
」
と
加
点
す
る
。
割
注
部
に
「
事
【
去
】
は
用
【
去
】（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
梅
本
』
）
、「
事
は
用
（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
書

本
』
）
と
見
え
る
。

　
『
集
成
』
の
「
注
」
字
に
は
、
大
槻
文
彦
蔵
天
正
六
年
点
『
老
子
道
徳
経
』
の
「
モ
チ
ユ
ル
」
の
例
の
み
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
食
」
「
事
」

字
に
「
モ
チ
ヰ
ル
」
訓
の
例
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
は
、
「
食
」
字
（
僧
上
五
三
ウ
５
）
に
「
モ
チ
ヰ
ル
（
平
上
○
○
）
」
、
「
注
」

字
（
法
上
一
八
ウ
８
）
に
「
モ
チ
ヰ
ル
（
平
上
上
○
）
」
と
見
え
る
。
「
事
」
字
に
は
「
モ
チ
ヰ
ル
」
訓
は
見
え
な
い
。

モ
ト
（
反
）

　

○
反モ

ト

は
【
「
モ
ト
」
は
左
傍
に
加
点
】
〔
者
〕
、
道
（
の
）
〔
之
〕
動
【
去
】
な
り
（
『
書
本
』
巻
下
・
去
用
第
四
十
・

143
②
）

『
梅
本
』
は
「

反
□
ト
ハ

者は

」
と
加
点
す
る
。
割
注
部
に
は
「
反
【
上
】
は
本
【
上
】
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
梅
本
』
・
『
書
本
』
）
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
反
」
字
に
「
モ
ト
」
訓
は
み
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
ら
れ
な
い
。

モ
ト
ム
（
望
・
責
・
于
）

　

○
其
ノの

報
【
去
】
を
責モ

ト

メ
望
マ
（
ず
）
〔
不
〕
〔
也
之
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
虚
用
第
五
・
21
②
）

『
群
本
』
も
『
梅
本
』
と
同
じ
に
加
点
す
る
。
『
書
本
』
は
右
傍
に
「
モ
ト
メ
」
と
加
点
し
、
左
傍
に
「
セ
メ
」
と
加
点
す
る
。

　

○
其
の
報
を
責モ

ト

メ
望モ

ト

メ
（
ず
）
〔
不
〕
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
任
徳
第
四
十
九
・

170
⑤
）

『
書
本
』
は
、
「
責
」
字
に
は
「
モ
ト
メ
」
と
加
点
す
る
が
、
「
望
」
字
は
無
加
点
で
あ
る
。

　

○
意
に
〔
於
〕
于モ

ト

メ
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
貪
損
第
七
十
五
・

258
①
）
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『
書
本
』
『
群
本
』
と
も
に
「
モ
ト
メ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
干
」
字
に
「
モ
ト
ム
」
と
加
点
す
る
例
と
し
て
、
天
理
図
書
館
蔵
長
和
五
年
頃
点
『
南
海
寄
帰
内
法
傳
』
の
例
を
含

む
七
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
但
し
、「
望
」「
責
」
の
「
モ
ト
ム
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
は
、「
干
」
字
（
佛
上
四
五
オ
３
）
に
「
モ

ト
ム
（
平
平
上
）
」
と
見
え
る
。
「
望
」
「
責
」
字
の
「
モ
ト
ム
」
訓
は
見
え
な
い
。

モ
ハ
ラ
（
純
）

　

○
四
者
のノ

純
モ
ハ
ラ

に
備
ハ
て
道
徳
弘コ

エ

ン遠
【
上
】
ナ
ル
ト
キ
ハ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
帰
根
第
十
六
・
57
⑤
）

『
書
本
』
も
「

純
モ
ハ
ラ

（
に
）
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
純
」
字
に
「
モ
ハ
ラ
」
と
加
点
す
る
も
の
と
し
て
二
十
数
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』（
法
中
六
五
ウ
４
）
に
も
「
モ

ハ
ラ
（
平
上
○
）
」
、
図
『
名
』
（
二
九
三
５
）
に
「
モ
ハ
ラ
（
上
平
平
）
」
と
あ
る
。

ヤ
ウ
ヤ
ク
（
幾
）

　

○
常
に

幾
ヤ
ウ
ヤ
ク

【
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
は
左
傍
に
あ
り
、
于
傍
の
仮
名
点
は
破
損
し
て
い
る
】
成ナ

ル
に
於ヲ

イ
テ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
守
微
第

六
十
四
・

223
①
）

　

○
常
に
於な

し
て

幾
ヤ
ウ
ヤ
ク

【
右
傍
に
「
ホ
ト
ホ
ト
」
と
も
加
点
】
成
ル
（
『
書
本
』
巻
下
・
守
微
第
六
十
四
・

223
①
）

因
み
に
、
『
群
本
』
は
「
ホ
ト
ホ
ト
」
と
の
み
加
点
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
幾
」
字
に
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
」
と
加
点
す
る
例
と
し
て
、
内
藤
乾
吉
蔵
仁
治
二
年
点
『
古
文
孝
経
』
、
神
宮
文
庫
本
正
和
三

年
点
『
古
文
尚
書
』
の
二
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
僧
下
五
二
オ
２
）
に
「
ヤ
ウ
ヤ
ク
ニ
」
と
見
え
る
。

ヤ
シ
ナ
フ
（
谷
・
摂
・
畜
・
食
）
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○
神
谷

ヤ
シ
ナ

フ
ト
キ
ハ
死シ

ナ
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
梅
本
』
23
②
）

『
書
本
』
に
は
「

浴
ヤ
シ
ナ

フ
」
と
加
点
し
、
左
傍
に
「
谷
一
本
」
と
注
記
す
る
。
な
お
、
割
注
部
に
は
「
谷
は
養
【
上
】
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
梅

本
』
）
「
浴
は
養
【
上
】
【
「
養
」
字
の
左
傍
に
「
谷
」
字
を
記
す
】
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
書
本
』
）
と
あ
る
。

　

○
蓋
シ
聞
ク
善
ク
生
【
平
】
を

摂
ヤ
シ
ナ

フ
者　

の

は
（
『
梅
本
』

172
⑥
）

『
書
本
』
も
「

摂
ヤ
シ
ナ

フ
」
と
加
点
す
る
。
割
注
部
に
「
摂
は
養
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
梅
本
』
『
書
本
』
）
と
見
え
る
。

　

○
能
（
く
）
、
謙
を
執ト

（
り
）
人
を

畜
ヤ
シ
ナ

フ
、
則
（
ち
）
（
『
梅
本
』

210
⑤
）

『
書
本
』
も
「

摂
ヤ
シ
ナ

フ
と
き
は
則
（
ち
）
」
と
加
点
す
る
。

　

○
天
、
人
を

食
ヤ
シ
ナ

フ
に
五
氣
を
以
（
て
）
す
。
（
『
梅
本
』
23
⑥
）

『
書
本
』
も
全
同
の
加
点
を
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
畜
」
字
に
「
ヤ
シ
ナ
フ
」
と
加
点
す
る
例
は
、
十
数
例
見
ら
れ
る
。
「
谷
」
字
に
「
ヤ
シ
ナ
フ
」
と
訓
す
る
例
に
つ
い

て
は
、
東
洋
文
庫
蔵
至
徳
三
年
刊
『
法
華
経
音
訓
』
の
例
が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。
「
摂
」
字
に
「
ヤ
シ
ナ
フ
」
と
加
点
す
る
例
は
見
ら
れ

な
い
。
「
食
」
字
の
「
ヤ
シ
ナ
フ
」
訓
に
つ
い
て
は
、
大
谷
大
学
蔵
長
承
三
年
点
『
三
教
指
帰
注
集
』
の
一
例
の
み
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

観
『
名
』
（
佛
中
三
三
オ
３
）
に
「
谷
」
字
に
「
ヤ
シ
ナ
フ
（
上
上
○
○
）
」
、
観
『
名
』
（
佛
中
五
七
ウ
１
）
に
「
畜
」
字
に
「
ヤ
シ
ナ

フ
（
上
上
上
去平

）
」
、観
『
名
』（
佛
下
本
四
〇
オ
８
）
に
「
摂
」
字
に
「
ヤ
シ
ナ
フ
（
平
上
○
○
）
」
と
あ
る
。
「
食
」
字
に
つ
い
て
は
、観
『
名
』

（
僧
上
五
三
ウ
５
）
に
「
ヤ
シ
ナ
フ
（
上
上
○
○
）
」
と
あ
る
。

ヤ
ス
シ
（
載
）

　

○
或
（
る
）
時
（
は
）
載ヤ

ス

ク
或
（
る
）
時
は

隳
ア
ヤ
ウ

シ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
無
為
第
廿
九
・

103
⑤
）

　

○
或
（
る
）
と
き
は
載ヤ

ス

シ
、
或
（
る
）
と
き
は

隳
ア
ヤ
ウ

シ
（
『
書
本
』
巻
上
・
無
為
第
廿
九
・

103
⑤
）
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割
注
部
に
「
載サ

イ

は
安ア

ン

（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
梅
本
』
）
、
「
載サ

イ

は
安
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
書
本
』
）
と
見
え
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
載
」
字
に
「
ヤ
ス
シ
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
（
僧
中
二
一
オ
２
）
に
「
ヤ
ス
シ
（
平
平
○
）
」
と
見
え
る
。

ヤ
フ
ル
（
妨
・
傷
）

　

○
得
難
キ
〔
之
〕

貨
タ
カ
ラ

は
人
の
ノ
行
【
去
】
を
令シ

テ
妨ヤ

フ

レ
令シ

ム
【
「
シ
」
は
左
傍
】
（
『
梅
本
』
巻
上
・
撿
欲
第
十
二
・
41
③
）

『
書
本
』
『
群
本
』
と
も
に
「
妨ヤ

フ

レ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
妨
」
字
に
「
ヤ
ブ
ル
」
訓
と
加
点
す
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。

　

○
生
を
養
（
ふ
）
〔
之
〕
人
は
、
虎
兕
も
傷ヤ

フ

ル
に
由
無
（
く
）
、
（
『
書
本
』
巻
下
・
貴
生
第
五
十
・

173
③
）

当
該
例
は
、
『
梅
本
』
に
は
、
「
傷フ

フ

ル
に
由ヨ

シ

無
（
く
）
」
と
あ
る
。
「
フ
フ
」
な
ら
ば
、
二
字
目
の
「
フ
」
は
「
ヽ
」
で
書
記
す
る
の
が
一
般

的
と
思
わ
れ
る
の
で
、
一
字
目
の
「
フ
」
は
「
ヤ
」
の
誤
写
で
あ
ろ
う
。

　
「
妨
」
字
に
つ
い
て
は
、
観
『
名
』
（
佛
中
一
三
オ
３
）
に
「
ヤ
フ
ル
」
、
「
傷
」
字
に
つ
い
て
は
、
観
『
名
』
（
佛
上
一
五
ウ
５
）
に
「
ヤ

フ
ル
（
平
平
濁
上
）
」
と
見
え
る
。

ヤ
ム
（
輟
）

　

○
子
【
上
】
孫
【
平
】
祭
祀シ

【
上
】
ヲ
以
て
輟ヤ

マ
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
修
観
第
五
十
四
・

183
③
）

　

○
子
孫
、
以
て
祭
祀
（
し
）
て
輟ヤ

マ
不す

（
『
書
本
』
巻
下
・
修
観
第
五
十
四
・

183
④
）

　
『
集
成
』
に
は
、「
輟
」
字
に
「
ヤ
ム
」
と
加
点
す
る
例
は
、二
十
例
弱
と
多
く
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』（
僧
中
四
八
オ
８
）
に
も
「
ヤ
ム
（
上

平
）
」
と
見
え
る
。

ユ
ク
（
適
・
之
）
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○
孔
子
、
周
に
適ユ

イ
（
て
）
禮
を
老
子
に
〔
於
〕
問ト

フ
。
（
『
梅
本
』
巻
上
・
序
・
２
②
）

　
『
書
本
』
も
同
じ
く
加
点
す
る
。
『
集
成
』
に
は
三
十
数
例
の
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

○
何
の
故
に
動
（
き
）
て
死
地
に
之ユ

ク
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
貴
生
第
五
十
・

172
③
）

『
書
本
』
も
同
じ
く
「
之ユ

（
く
）
」
と
加
点
す
る
。
『
集
成
』
に
は
、
「
之
」
字
の
「
ユ
ク
」
訓
の
例
は
極
め
て
多
く
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
適
」
字
に
つ
い
て
は
、
観
『
名
』
（
佛
上
二
八
ウ
５
）
に
「
ユ
ク
（
上
）
平
）
」
、
高
『
名
』
（
二
七
ウ
２
）
に
「
ユ
ク
（
○
平
）
」
と
見

え
る
。
「
之
」
字
に
つ
い
て
は
、
観
『
名
』
（
佛
上
三
三
ウ
７
）
、
同
（
法
下
二
二
ウ
４
）
に
「
ユ
ク
」
「
ユ
ク
（
上
平
）
」
と
あ
る
。
高
『
名
』

（
三
二
ウ
４
）
に
も
「
ユ
ク
」
と
あ
る
。

ユ
タ
カ
ナ
リ
（
饒
・
泰
）

　

○
自ミ

（
ら
）

ユ
タ

カ
ナ
ル
〔
之
〕
利
を
求
メ
テ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
韜
光
第
七
・
26
③
）

『
書
本
』
も
「

ユ
タ

カ
ナ
ル
」
と
加
点
す
る
。

　

○
奢
り
（
を
）
去
（
け
）

泰
ユ
タ
カ
ナ
ル

【
左
傍
に
加
点
】
（
を
）
去
ク
（
『
書
本
』
巻
上
・
無
為
第
廿
九
・

104
①
）

『
梅
本
』
『
群
本
』
は
無
加
点
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
泰
」
字
に
「
ユ
タ
カ
」
の
加
点
例
は
、大
谷
大
学
蔵
長
承
三
年
点
『
三
教
指
帰
注
集
』
の
例
を
含
む
四
例
が
見
ら
れ
る
。

「

」
字
に
つ
い
て
は
、
十
数
例
の
用
例
が
見
え
る
。

　

観
『
名
』
（
法
上
一
一
ウ
８
）
に
「
泰
」
字
に
「
ユ
タ
カ
」
と
あ
る
。
「
饒
」
字
に
つ
い
て
は
、
観
『
名
』
（
僧
上
五
三
ウ
７
）
に
「
ユ
タ

カ
ナニ

ル
（
平
上
○
○
○
○
）
」
と
見
え
る
。

ユ
ル
ス
（
聴
）

　

○
人
に
聴ユ

ル

シ

従
シ
タ
カ

フ
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
易
性
第
八
・
30
①
）
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『
書
本
』
も
「
聴ユ

ル

シ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
聴
」
字
に
「
ユ
ル
ス
」
と
す
る
例
が
六
十
数
例
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
（
佛
中
三
オ
１
）
に
も
「
ユ
ル
ス
」
と
見
え
る
。

ヨ
コ
シ
マ
（
徑
）

　

○
民
、

徑
ヨ
コ
シ
マ

を
好
む
（
『
梅
本
』
巻
下
・
益
證
第
五
十
三
・

180
⑥
）

『
書
本
』
は
「
徑
」
字
を
「

」
字
に
作
り
「
ヨ
コ
シ
マ
」
、
『
群
本
』
は
「
侄
」
字
に
「
ヨ
コ
シ
マ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
徑
」
「

」
「
侄
」
字
の
孰
れ
に
も
「
ヨ
コ
シ
マ
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。

ヨ
シ
（
餌
）

　

○

楽
タ
ノ
シ
ヒ

【
入
】
餌ヨ

キ
（
と
き
に
は
）
【
左
傍
に
は
「
ヨ
キ
ト
キ
ニ
ハ
」
と
加
点
】
與ト

モ

ニ
、
過
客
止
ル
（
『
梅
本
』
巻
上
・
仁
徳
第
卅
五
・

123
④
）

『
書
本
』
は
「
餌シ

【
去
濁
】
」
と
加
点
す
る
。
割
注
部
に
「
餌
【
上
濁
】
は
美善

イ

（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
梅
本
』
）
、「
餌シ

【
去
濁
】
は
美
（
な
り
）〔
也
〕
」

（
『
書
本
』
）
と
見
え
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
餌
」
字
に
「
ヨ
シ
」
の
加
点
例
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
ら
れ
な
い
。

ヨ
シ
（
歸
・
背
）

　

○
當
に
身
を
質
【
入
】
撲朴

に
〔
於
〕
歸ヨ

シ
（
『
梅
本
』
巻
上
・
反
朴
第
廿
八
・

100
②
）

『
書
本
』
は
「
皈
」
字
に
作
り
無
加
点
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
ヨ
シ
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
が
、
「
ヨ
ス
」
訓
の
例
と
し
て
、
西
大
寺
蔵
平
安
初
期
点
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
、
内
藤
乾

吉
蔵
仁
治
二
年
点
『
古
文
孝
経
』
の
二
例
が
見
ら
れ
る
。
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○
背ヨ

【
上
】
キ
か
若
キ
ハ
久　

サ

シ
〔
矣
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
三
寶
第
六
十
七
・

233
④
）

『
書
本
』
は
「
肖
」
字
。
割
注
の
部
分
に
「
背
【
上
】
は
善
【
去
】
（
な
り)

〔
也
〕
」
と
あ
る
。
『
集
成
』
に
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』

ヨ
ノ
ヒ
ト
（
夫
唯
）

　

○
夫ヨ

ノ
ヒ
ト唯

【
左
傍
に
は
「
ヨ
ヒ
ト
江
説
」
と
あ
る
】
、
知
（
る
）
こ
と
無
シ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
知
難
第
七
十
・

243
⑤
）

『
書
本
』
に
は
「
夫ヨ

ヒ

ト唯
は
」
、
『
群
本
』
に
は
、
右
傍
に
は
「
ヨ
ヒ
ト
」
、
左
傍
に
は
「
ヨ
ノ
ヒ
ト
」
あ
る
。
な
お
、
割
注
部
に
は
「
夫フ

【
平
】

唯ヰ

【
上
】
ハは

世
【
去
】
人
ナ
リ
〔
也
〕
」
（
『
梅
本
』
）
、
「
夫
唯
は
世
人
な
り
〔
也
〕
」
（
『
書
本
』
）
、
「
夫
唯
は
世
人
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
群
本
』
）

の
よ
う
に
見
え
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
見
ら
れ
な
い
加
点
例
で
あ
る
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
。

ヨ
ブ
（
唱
）

　

○
言
は
前
識
（
の
）
〔
之
〕
人
は
愚
闇
ノ
〔
之
〕
唱ヨ

フ

【
去
】
【
「
ヨ
フ
」
は
左
傍
に
あ
っ
て
、右
傍
に
は
「
シ
ヤ
ウ
」
と
加
点
す
る
】
のノ

始
　
　
メ 

ナ
リ
〔
也
〕
（
『
群
本
』
巻
下
・
論
徳
第
三
十
八
・

134
⑥
）

　
『
集
成
』
に
は
、「
唱
」
字
に
「
ヨ
ブ
」
の
加
点
例
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』（
佛
中
二
三
ウ
１
）
に
「
唱
」
字
に
「
ヨ
ハ
フ
」
と
見
え
る
。

ヨ
ミ
ス
（
誉
）

　

○
其
の
次ツ

キ

は

親
ム
ツ
マ

【
平
】
シ
フ
〔
之
〕
誉ヨ

ミ

す
ス
〔
之
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
淳
風
第
十
七
・
58
⑤
）

『
群
本
』
は
「
ホ
ム
」
と
訓
む
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
誉
」
字
に
「
ヨ
ミ
ス
」
の
加
点
例
は
見
え
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
え
な
い
。

ヨ
ル
（
歸
・
倚
）

　

○
此
は
言
ハは

物
類
【
去
】
、
相
歸ヨ

ル
（
『
梅
本
』
巻
上
・
虚
無
第
廿
三
・
80
⑤
）
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『
書
本
』
も
「
相
歸ヨ

ル
」
と
加
点
す
る
。

　

○

禍
ワ
サ
ハ
ヒ

は
〔
兮
〕

福
サ
イ
ハ
ヒ

【
入
】
の
〔
之
〕
倚ヨ

ル
所
ナ
リ
（
『
書
本
』
巻
下
・
順
佗
第
五
十
八
・

200
①
）

『
群
本
』
も
「
倚ヨ

ル
」
と
加
点
す
る
。
『
梅
本
』
は
無
加
点
。

因
み
に
、
割
注
部
に
「
倚
【
平
】
ハ
因
【
平
】
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
梅
本
』
）
、
「
倚イ

【
上
】
は
因
（
な
り)

〔
也
〕
」
（
『
書
本
』
）
、
「
倚イ

【
上
】

は
因
【
平
】
」
（
『
群
書
』
）
と
見
え
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
倚
」
字
に
「
ヨ
ル
」
と
加
点
す
る
も
の
は
九
例
、「
帰
」
字
に
「
ヨ
ル
」
と
加
点
す
る
も
の
は
十
数
例
と
多
く
見
ら
れ
る
。

観
『
名
』（
佛
上
五
オ
３
）
に
「
倚
」
字
に
「
ヨ
ル
（
上
○
）
」
、観
『
名
』（
僧
下
四
三
ウ
３
）
に
「
帰
」
字
に
「
ヨ
ル
（
上
上
）
」
と
見
え
る
。

ワ
カ
シ
（
少
）

　

○
其
の
老
タ
ル
を
見　

其
の

少
ワ
カ
キ

を
見
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
序
・
１
⑥
）

　

○
其
（
の
）
老
タ
ル
を
見　

其
（
の
）

少
ワ
カ
キ

こ
と
を
見
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
書
本
』
巻
上
・
序
・
１
⑥
）

　
『
集
成
』
に
は
、
七
十
数
例
に
近
い
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
観
『
名
』
（
僧
下
三
九
オ
３
）
に
は
「
ワ
カ
シ
（
平
平
上
）
」
と
見
え
る
。

ワ
カ
ツ
（
割
・
宰
）

　

○
是
を
以
て
聖
人
、
方
【
平
】
ニ
シ
而て

割ワ
カ

タ
【
左
傍
に
は
「
カ
ツ
セ
」
と
加
点
す
る
】
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
梅
本
』

201
⑥
）

『
書
本
』
は
「
割
せ
（
ず
）
〔
不
〕
」
と
加
点
す
る
。

　

○

長
ヒ
ト
ヽ
ナ

（
り
）
而て

宰ワ
カ

タ
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
能
為
第
十
・
36
⑥
）

『
書
本
』
も
「
宰ワ

カ

タ
不す

」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、東
大
国
語
研
究
室
蔵
永
久
二
年
点
『
大
毘
盧
遮
那
成
佛
経
疏
』
の
例
一
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
に
は
見
え
な
い
。
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「
宰
」
字
の
「
ワ
カ
ツ
」
訓
は
、
『
集
成
』
観
『
名
』
と
も
に
見
え
な
い
。

ワ
キ
マ
フ
（
別
）

　

○
大
道
の
〔
之
〕
人
は
自ミ

（
ら
）

別
ワ
キ
マ

ヘ
殊
ナ
ラ
（
ず
）
〔
不
〕
。
（
『
梅
本
』
舞
下
・
同
異
第
四
十
一
・

146
②
）

『
書
本
』
は
「
別コ

ト

に
殊
ナ
ラ
不す

」
と
加
点
す
る
。
『
集
成
』
に
は
、
「
別
」
字
の
「
ワ
キ
マ
フ
」
訓
は
、
二
十
例
近
く
示
さ
れ
て
い
る
。

　

観
『
名
』
（
僧
上
四
七
ウ
７
）
に
「
ワ
キ
マ
フ
（
平
平
上
平
）
」
と
見
え
る
。

ワ
ク
（
加
）

　

○
尊
【
平
】
行
【
去
】
は
以
て
人
に
加ワ

ク
【
左
傍
に
は
「
コ
ト
ヽ
ス
」
と
あ
る
。
合
点
も
付
さ
れ
る
】（
べ
し
）〔
可
〕（
『
梅
本
』

213
③
）『
書

本
』
も
「
ワ
ク
」
と
加
点
す
る
。
な
お
、割
注
部
に
「
加
は
別
ル
（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
梅
本
』
）
、「
加
は
別
【
入
】（
な
り
）〔
也
〕
」（
『
書

本
』
）
と
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
加
」
字
に
「
ワ
ク
」
と
加
点
す
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
に
も
見
ら
れ
な
い
。

ワ
ザ
（
事
）

　

○
無
事
を
事ワ

サ

【
「
ワ
サ
」
は
左
傍
に
あ
る
も
の
で
、
右
傍
に
は
「
コ
ト
」
と
あ
る
】
ト
シ
（
『
梅
本
』
巻
下
・
恩
始
第
六
十
三
・

216
①
）

『
書
本
』
『
群
本
』
は
「
コ
ト
」
と
加
点
す
る
。
「
ワ
サ
」
訓
に
は
「
平
上
濁
」
と
声
点
が
差
さ
れ
て
い
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
事
」
字
に
「
ワ
ザ
」
と
加
点
す
る
例
は
十
例
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
（
佛
上
四
三
ウ
７
）
に
「
ワ
サ
（
上
平
濁
）
」
と

見
え
る
。

ワ
ザ
ハ
ヒ
（
殃
・
妖
）

　

○
弘コ

エ

ン遠
【
上
】
ナ
ル
ト
キ
ハ

殃
ハ
サ
ワ
ヒ

【
左
傍
に
は
「
ヤ
ウ
モ
」
と
あ
る
】
モ
無
（
く
）
（
『
梅
本
』
巻
下
・
帰
根
第
十
六
・
57
⑥
）

『
書
本
』
に
も
「
ワ
サ
ハ
イ
」
と
あ
る
。
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○
善ヨ

ケ
レ
と
も
復
【
去
】（
た
）

妖
ワ
サ
ハ
ヒ

【
「
ワ
サ
ハ
ヒ
」
は
左
傍
に
あ
っ
て
、右
傍
に
は
「
エ
ウ
」
と
加
点
す
る
】【
去
】
を
為
す
（
『
書
本
』

巻
下
・
順
佗
第
五
十
八
・

201
④
）
因
み
に
『
梅
本
』
は
「
妖エ

ウ

」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
妖
」
字
の
「
ワ
ザ
ハ
ヒ
」
の
訓
と
し
て
、
『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
、
西
大
寺
蔵
平
安
初
期
点
『
金
光
明
最
勝
王
経
』
の

例
等
四
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
「
殃
」
字
の
例
と
し
て
、
石
山
寺
蔵
平
安
初
期
点
『
金
剛
般
若
経
集
験
記
』
の
「
ワ
サ
ハ
ヒ
セ
リ
」
が
示
さ

れ
て
い
る
。
観
『
名
』（
法
下
六
八
オ
５
）
に
「
殃
」
字
に
「
ワ
サ
ハ
ヒ
（
上
上
濁
上
上
）
」
と
あ
る
。
「
妖
」
字
に
は
見
え
な
い
訓
で
あ
る
。

ワ
ス
ル
（
外
）

　

○
其
の
身
を
外ワ

ス

レ
【
別
訓
と
し
て
「
外
（
に
）
シ
」
が
あ
る
】
（
『
書
本
』
巻
上
・
韜
光
第
七
・
27
①
）

因
み
に
、
『
梅
本
』
は
「
外
に
シ
テ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
高
山
寺
蔵
鎌
倉
中
期
点
『
荘
子
』
の
巻
二
十
七
・
二
十
八
の
例
、
東
洋
文
庫
蔵
至
徳
三
年
『
法
華
経
音
訓
』
の
三
例
が

見
ら
れ
る
。

ワ
ヅ
ラ
ハ
ス
（
累
）

　

○
余ワ

レ

、
上カ

ミ

、
天
に
モ

累
ワ
ツ
ラ

ハ
（
ず
）
〔
不
〕
。
下　

モ

、
地
に
モ

累
ワ
ツ
ラ

ハ
サ
（
ず
）
〔
不
〕
。
（
『
梅
本
』
巻
上
・
序
・
7
⑤
）

　

○
余ワ

レ

、
上　

ミ

、
天
に

累
ワ
ツ
ラ

【
去
】
ハ
（
ず
）
〔
不
〕
、
（
『
書
本
』
巻
上
・
序
・
7
⑤
）

　
『
集
成
』
に
は
、
「
累
」
字
の
「
ワ
ヅ
ラ
ハ
シ
」
訓
と
し
て
、
東
北
大
学
蔵
延
久
五
年
点
『
孝
文
本
紀
』
を
含
む
八
例
が
見
ら
れ
る
。
因

み
に
、「
累
」
字
に
関
し
て
、
下
二
段
活
用
の
「
ワ
ヅ
ラ
ハ
ス
」
の
例
が
一
例
、「
ワ
ヅ
ラ
ヒ
」
の
例
が
十
例
、「
ワ
ヅ
ラ
ヒ
ス
」
の
例
が
一
例
、

「
ワ
ヅ
ラ
フ
」
の
例
が
八
例
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』
（
法
中
六
〇
ウ
６
）
に
「
ワ
ツ
ラ
フハ

シ

（
上
上
濁
上
○
）
」
と
あ
る
。

ヲ
カ
（
陵
）
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○
山
を
懐カ

ネ
陵ヲ

カ

に
襄ノ

ホ

リ
（
『
書
本
』
巻
下
・
任
信
第
七
十
八
・

263
③
）
。
『
梅
本
』
は
無
加
点
。

　
『
集
成
』
に
は
、上
野
淳
一
蔵
天
暦
二
年
点
『
漢
書
楊
雄
傳
』
を
含
む
十
数
例
が
見
ら
れ
る
。
観
『
名
』（
法
中
二
二
オ
４
）
に
「
ヲ
カ
（
上

上
）
」
と
見
え
る
。

ヲ
カ
ス
（
干
）

　

○
鬼
敢
（
へ
）
て
人
を
于ヲ

カ

サ
（
ず
）
〔
不
〕
〔
也
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
居
位
第
六
十
・

208
③
）

　

○
鬼
、
敢
（
へ
）
て
人
を
于オ

カ

サ
不す

〔
也
〕
（
『
書
本
』
巻
下
・
居
位
第
六
十
・

208
③
）

『
群
本
』
は
「
于ヲ

カ

サ
（
ず
）
〔
不
〕
〔
也
〕
」
と
『
梅
本
』
と
同
じ
く
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
干
」
字
に
「
ヲ
カ
ス
」
と
加
点
す
る
例
は
多
く
、三
十
数
例
が
示
さ
れ
て
い
る
。
観
『
名
』
（
佛
上
四
五
オ
３
）
に
「
ヲ

カ
ス
（
上
上
平
）
」
と
あ
る
。

ヲ
サ
ム
（
揣
・
取
）

　

○
揣ヲ

サ

メ
而て

鋭ト

ク
ス
ル
は
〔
之
〕
長
ク
保タ

モ

ツ
（
べ
か
ら
ず
）
〔
不
可
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
運
夷
第
九
・
30
⑤
）

『
書
本
』
も
「
揣オ

サ

メ
」
と
加
点
す
る
。
割
注
部
に
「
揣ス

イ

は
治
【
平
】
（
な
り
）
〔
也
〕
」
（
『
梅
本
』
）
、
「
揣
【
上
】
は
治
【
平
】
（
な
り
）
〔
也
〕
」

（
『
書
本
』
）
と
義
注
す
る
。

　

○
天
下
を
取ヲ

サ

ム
ル
に
は
常ツ

ネ

に
無
【
平
濁
】
事
【
上
】
を
以
（
て
）
す
（
『
梅
本
』
巻
下
・
忘
知
第
四
十
八
・

167
②
）

『
書
本
』
は
「
取お

（
む
る
）
と
き
は
」
、
『
群
本
』
は
「
取ヲ

サ

ム
ル
に
」
と
加
点
す
る
。

　

○
天
下
を
取ヲ

サ

ム
ル
に
足
ラ
（
ず
）
〔
不
〕
（
『
梅
本
』
巻
下
・
忘
知
第
四
十
八
・

167
④
）

因
み
に
、
『
書
本
』
は
「
オ
サ
ム
ル
に
」
『
群
本
』
は
「
ヲ
サ
ム
ル
に
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
揣
」
字
に
「
カ
ギ
ル
・
ハ
カ
リ
ミ
ル
・
ハ
カ
ル
・
マ
ロ
カ
ス
」
と
見
え
る
が
、
「
ヲ
サ
ム
」
は
見
え
な
い
。
「
取
」
字
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に
も
「
ヲ
サ
ム
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
（
佛
下
本
三
〇
オ
８
）
に
は
、
「
揣
」
字
に
「
ヲ
サ
ム
（
平
平
上
）
」
と
あ
る
。
「
取
」
字

の
「
ヲ
サ
ム
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。

ヲ
サ
ム
（
除
・
為
・
政
）

　

○
朝
は
甚
（
だ
）
除オ

サ

マ
れ
り
（
『
書
本
』
巻
下
・
益
證
第
五
十
三
・

181
②
）
。
『
群
本
』
も
「
除ヲ

サ

マ
レ
リ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
除
」
字
の
和
訓
と
し
て
二
十
一
の
訓
が
見
ら
れ
る
が
、
「
ヲ
サ
ム
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。

　

○
天
下
ヲ
為オ

サ

ム
ル
ト
キ
ハ
〔
者
〕
（
『
梅
本
』
巻
上
・
厭
恥
第
十
三
・
45
④
）

『
書
本
』
の
加
点
も
全
同
で
あ
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
オ
サ
ム
」
訓
の
「
為
」
字
の
例
は
、
内
藤
乾
吉
蔵
仁
治
二
年
点
『
古
文
孝
経
』
、
高
山
寺
蔵
鎌
倉
中
期
点
『
荘
子
』
等

四
例
が
示
さ
れ
て
あ
る
。

　

○
政オ

サ

メ
為す

る
所
無
し
〔
也
〕
（
『
書
本
』
巻
下
・
論
徳
第
三
十
八
・

131
⑤
）

「
政
」
字
の
右
傍
に
「
収
」
の
注
記
が
あ
る
。
義
注
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
『
梅
本
』
『
群
本
』
は
「
政
メ
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、「
政
」
字
に
「
ヲ
サ
ム
」
訓
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』（
佛
下
末
一
六
オ
８
）
に
は
「
為
」
字
に
「
ヲ
サ
ム
（
平
平
○
）
」
、

『
同
』
（
法
中
二
三
ウ
３
）
に
「
除
」
字
に
「
ヲ
サ
ム
（
平
平
上
）
」
と
見
え
る
。
「
政
」
字
に
「
ヲ
サ
ム
」
訓
は
見
え
な
い
。

ヲ
シ
ム
（
希
）

　

○
言コ

ト

を
希ヲ

シ

ム
ハ
【
「
ヲ
シ
ム
ハ
」
は
左
傍
に
あ
っ
て
、
右
傍
に
は
「
ス
徑
ク
ナ
ク
ス
ル
ト
キ
ハ
」
と
加
点
す
る
】
自
然
な
り
（
『
梅
本
』

巻
上
・
虚
無
第
廿
三
・
77
①
）

『
書
本
』
も
右
傍
に
「
ス
ク
ナ
ク
ス
ル
は
」
、
左
傍
に
「
オ
シ
ム
」
と
加
点
す
る
。

　
『
集
成
』
に
は
、
「
希
」
字
に
「
ヲ
シ
ム
」
と
加
点
す
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。
観
『
名
』
（
法
中
五
六
オ
８
）
に
は
「
ヲ
シ
ム
」
と
あ
る
。
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三

　

以
上
『
老
子
道
徳
経
』
古
点
の
和
訓
語
彙
の
若
干
に
つ
い
て
、
『
訓
点
語
彙
集
成
』
（
築
島
裕
編
）
・
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
を
主
と

し
た
「
類
聚
名
義
抄
」
と
に
掲
出
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。

Ⅰ
、『
訓
点
語
彙
集
成
』・
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
と
も
に
見
え
な
い
和
訓

ア
ガ
フ
（
與
）
・
ア
ギ
ト
（
啘
・
唖
）
・
ア
サ
シ
（
渝
）
・
ア
タ
フ
（
貸
）
・
ア
タ
ル
（
加
）
・
ア
ナ
ガ
チ
ニ
（
彊
）
・
ア
フ
（
混
）
・
ア
ヤ
フ
シ

（
隳
）
・
イ
ヘ
（
屋
）
・
イ
マ
（
此
）
・
イ
ヤ
シ
（
雌
）
・
ウ
ク
（
閲
）
・
ウ
シ
ナ
フ
（
脱
・
無
）
・
ウ
ラ
ム
（
售
）
・
オ
コ
ス
（
彊
）
・
オ
タ
マ
シ

ヒ
（
魂
）
・
オ
モ
ム
ク
（
徼
）
・
オ
モ
ム
ミ
ル
（
者
以
）
・
カ
ガ
マ
ル
（
死
）
・
カ
ナ
シ
キ
カ
ナ
（
也
哉
）
・
キ
ハ
マ
ル
（
勝
）
・
ク
チ
（
門
）
・

ク
ツ
ガ
ヘ
ル
（
蹙
）
・
ク
ラ
（
奥
）
・
ケ
タ
ル
（
辱
）
・
ケ
ツ
ル
（

）
・
ケ
フ
（
此
）
・
コ
ト
コ
ト
ニ
（
幾
）
・
コ
ハ
シ
（
羸
・
彊
）
・
コ
ヤ
ス

（
糞
）・
サ
キ
（
雄
）・
シ
ナ
フ
（
哀
）・
シ
ヒ
テ
（
彊
）・
シ
ヒ
ニ
（
彊
）・
ス
ク
ナ
シ
（
寡
）・
セ
ム
（
闘
）・
タ
ヅ
キ
（
淳
）・
タ
ツ
ク
ル
（
糞
）・

タ
フ
ル
（
蹙
）
・
ツ
カ
マ
ル
（
據
）
・
ツ
ク
（
屈
・
之
）
・
ツ
ト
ム
（
彊
）
・
ニ
ギ
ハ
フ
（
賑
）
・
ノ
ゾ
ム
（
加
）
・
ハ
ジ
メ
（
子
・
母
）
・
ハ
マ

グ
リ
（
蜯
）
・
ヒ
ク
（
仍
）
・
ヒ
サ
グ
（
售
）
・
ヒ
サ
シ
（
和
）
・
ヒ
ヒ
（　

）
・
ヘ
リ
ク
ダ
ル
（
謙
下
）
・
マ
ウ
ク
（
建
）
・
マ
ツ
フ
（
早
服
）
・

マ
ボ
ル
（
閉
）
・
ミ
（
吾
）
・
ミ
（
寶
）
・
ミ
ダ
リ
カ
ハ
シ
ウ
ス
（
逢
累
）
・
ミ
ダ
ル
（
昏
）
・
ミ
チ
（
象
・
朴
）
・
ム
カ
フ
（
抱
）
・
ム
サ
ボ
ル

（
嗇
）・
メ
（
兌
）・
モ
チ
ヰ
ル
（
事
）・
モ
ト
（
反
）・
モ
ト
ム
（
望
・
責
）・
ヤ
ブ
ル
（
妨
）・
ヨ
コ
シ
マ
（
徑
）・
ヨ
シ
（
餌
）・
ヨ
シ
（
歸
・

背
）
・
ヨ
ノ
ヒ
ト
（
夫
唯
）
・
ヨ
ミ
ス
（
誉
）
・
ワ
カ
ツ
（
宰
）
・
ワ
ク
（
加
）
・
ヲ
サ
ム
（
取
・
政
）

Ⅱ
、『
訓
点
語
彙
集
成
』
に
は
見
え
な
い
が
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
は
見
え
る
和
訓

ア
ザ
ム
ク
（
驕
）
・
ア
ラ
ズ
（
不
）
・
ア
ザ
ナ
フ
（
唱
）
・
イ
タ
ル
（
若
）
・
イ
ツ
ハ
リ
（
奇
）
・
イ
マ
（
今
日
）
・
ウ
ガ
ツ
（
貫
）
・
オ
ホ
キ
ナ
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リ
（
矜
）
・
オ
ボ
メ
ク
（
訥
）
・
カ
タ
チ
（
物
）
・
カ
タ
ナ
ス
（
結
）
・
カ
ヘ
ル
（
渝
）
・
サ
ム
シ
（
吹
）
・
サ
ル
（
行
）
・
シ
ク
（
賦
）
・
シ
ツ

カ
ナ
リ
（
寧
）
・
ス
ク
ナ
シ
（
希
）
・
ス
ス
ム
（
鋭
）
・
ツ
ヅ
リ
（
褐
）
・
ト
ド
マ
ル
（
足
）
・
ナ
ガ
ル
（
行
）
・
ネ
ヤ
ス
（
和
）
・
ノ
チ
（
雌
）
・

ハ
ナ
ク
チ
（
玄
牝
）
・
ヒ
ク
（
揄
）
・
フ
ト
シ
（
矜
）
・
マ
サ
ル
（
祥
）
・
マ
ボ
ル
（
執
）
・
ミ
ダ
リ
（
爽
）
・
ミ
チ
（
母
）
・
ム
サ
ボ
ル
（
贅
）
・

ム
ナ
シ
（
沖
）
・
メ
タ
マ
シ
ヒ
（
魄
）
・
モ
チ
ヰ
ル
（
食
）
・
ヤ
シ
ナ
フ
（
摂
）
・
ヤ
ス
シ
（
載
）
・
ヨ
ブ
（
唱
）
・
ヲ
サ
ム
（
揣
・
除
）
・
ヲ
シ

ム
（
希
）

Ⅲ
、
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
は
見
え
な
い
が
、『
訓
点
語
彙
集
成
』
に
は
見
え
る
和
訓

ア
シ
シ
（
凶
）
・
ア
マ
シ
（
味
）
・
ア
ル
（
蕪
）
・
イ
ヤ
シ
（
細
・
微
）
・
ウ
（
足
）
・
ウ
ベ
ナ
フ
（
諾
）
・
オ
コ
ル
（
作
）
・
オ
ト
ス
（
滅
・
オ

ビ
ヤ
カ
ス
（
劫
）
・
オ
ヨ
ブ
（
逮
）
・
カ
タ
チ
（
容
）
・
キ
ル
（
闔
）
・
コ
ト
ゴ
ト
ク
（
弾
）
・
コ
ノ
ム
（
喜
）
・
コ
ハ
シ
（
彊
）
・
サ
ク
（
去
）
・

サ
グ
ル
（
採
）
・
シ
タ
ガ
フ
（
脩
）
・
ス
コ
シ
（
寡
）
・
ス
ヱ
（
葉
）
・
タ
ノ
ミ
（
恃
望
）
・
タ
メ
（
與
）
・
ツ
ヒ
ヤ
ス
（
弊
）
・
ナ
ヅ
ク
（
命
）
・

ノ
ブ
（
賦
）
・
ノ
ボ
ル
（
襄
）
・
マ
ボ
ル
（
抱
）
・
ム
ク
ユ
（
和
）
・
ヨ
シ
（
歸
）
・
ワ
カ
ツ
（
割
）
・
ワ
ザ
ハ
ヒ
（
妖
）
・
ワ
ス
ル
（
外
）

Ⅳ
、『
訓
点
語
彙
集
成
』・
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
共
に
見
え
る
和
訓

約
一
四
〇
語
（
略
）

　

因
み
に
、
『
訓
点
語
彙
集
成
』
に
お
い
て
、
大
矢
透
『
仮
名
遣
及
仮
名
字
體
沿
革
史
料
』
（
第
五
十
面
）
を
底
本
と
し
た
『
老
子
道
徳
経
』

の
用
例
は
、
イ
キ
ド
ホ
ル
（
紛
）
（
前
記
分
類
Ⅲ
）
・
ウ
（
足
）
（
同
Ⅲ
）
・
カ
シ
ラ
カ
カ
フ
（
逢
累
）
（
同
Ⅳ
）
・
カ
ハ
ル
（
渝
）
（
同
Ⅲ
）
・

ツ
ネ
ニ
（
或
）
（
同
Ⅳ
）・
ト
ル
（
伐
）
（
同
Ⅳ
）・
マ
ボ
ル
（
抱
）
（
同
Ⅲ
）・
ム
ク
ユ
（
但
し
ム
ク
フ
）
（
和
）
（
同
Ⅲ
）・
モ
チ
ヰ
ル
（
注
）
（
同
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Ⅳ
）
の
如
く
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
「
訓
點
語
彙
集
成
」
の
凡
例
に
よ
る
と
、
『
訓
點
語
彙
集
成
』
は
、
「
平
安
時
代
の
訓
點
資
料
の
中
で
、
原
則
と
し
て
西
暦

一
〇
〇
一
年
以
降
の
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
和
訓
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
西
暦
一
〇
〇
〇
年
以
前
に
つ
い
て
は
、
先
年
来
の
約
束
と

し
て
、
小
林
芳
規
氏
が
編
纂
さ
れ
る
豫
定
で
あ
る
が
、
（
中
略
）
一
〇
〇
〇
年
以
前
に
つ
い
て
も
、
既
に
築
島
が
集
録
し
て
ゐ
た
分
に
つ
い

て
は
、（
中
略
）
敢
へ
て
削
除
す
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
」
さ
ら
に
、「
下
限
に
つ
い
て
は
、
一
往
、
一
二
〇
〇
年
ま
で
を
中
心
と
し
た
が
、

例
外
と
し
て
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
訓
点
資
料
も
若
干
集
録
し
た
。
（
中
略
）
そ
れ
ら
は
、
一
四
〇
〇
年
を
下
限
と
し
た
。
」
由
で
あ
る
。
従
っ

て
、
一
〇
〇
〇
年
以
前
の
訓
点
資
料
所
載
語
の
集
成
が
小
林
芳
規
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
の
Ⅰ
～
Ⅲ
に
分
類
し
た
訓

点
語
彙
に
変
動
の
可
能
性
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
『
老
子
道
徳
経
』
古
点
の
和
訓
語
彙
が
か
な
り
特
異
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認
め
得
る
と

思
わ
れ
る
。
特
に
Ⅰ
に
分
類
し
た
語
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
に
考
え
た
い
。

（
本
学
教
授
）


